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　 記号は、行ってはいけない「禁止」の内容です。
図の中には具体的な禁止内容を表示しています。（左図の場合は分解禁止）

　 記号は、気を付けていただきたい「注意」の内容です。　　
図の中には具体的な注意内容を表示しています。（左図の場合は一般的な注意）

以下のようなときは、電源スイッチを切り、電源プラ
グを抜いてください。
・ミシンのそばを離れるとき
・ミシンを使用したあと
・ミシン使用中に停電したとき

安全上のご注意
◆ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
◆ここに示した注意事項は、ミシンを安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するた
　めのものです。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。
◆お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに保管してください。
◆このミシンは、日本国内向け家庭用です。　FOR USE IN JAPAN ONLY.

ຊจதのਤ
記߸のҙຯ

    記号は、必ず実行していただく「強制」の内容です。
図の中には具体的な指示内容を表示しています。（左図の場合は一般的な強制）

一般家庭用、交流電源 100 Ｖでご使用ください。
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お客様自身での分解はしないでください。

ミシンの操作中は、針から目を離さないようにし、針・
はずみ車・天びんなどすべての動いている部分に手を
近づけないでください。

ぬい中に布を無理に引っ張ったり、押したりしないで
ください。
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ミシンのお手入れを行うときは、電源スイッチを切り、
電源プラグをコンセントから抜いてください。

お子様がご使用になるときや、お子様の近くでご使用
されるときは、特に安全に注意してください。

ミシンに以下の異常があるときは速やかに使用を停止
し、まず電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、
お買い上げの販売店にて点検・修理・調整をお受けく
ださい。
・正常に作動しないとき
・水にぬれたとき
・落下などにより破損したとき　
・異常な臭い・音がするとき
・電源コード・プラグ類が破損、劣化したとき

針および押さえは、確実に固定してください。
また、押さえは、ぬいに合ったものをご使用ください。
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ඞͣిݯ
ϓϥάを
ൈ͘

ඞͣిݯ
ϓϥάを
ൈ͘

以下のことを行うときは、電源スイッチを切ってく
ださい。
・押さえ、アタッチメントを交換するとき
・上糸、下糸をセットするとき
・針、針板を交換するとき

ඞ࣮ͣߦ

曲がった針や、先のつぶれた針はご使用にならないで
ください。

プラグ受けに、糸くずやほこりがたまらないようにし
てください。

ඞ࣮ͣߦ

電源プラグを抜くときは、コードを引っ張らず電源プ
ラグを持って抜いてください。

	 ɹɹɹɹɹɹɹ様࢓

 使 用 電 圧 100 V　50 Hz/60 Hz

 消 費 電 力 55 W

 外 形 寸 法 幅 51.6 cm ×奥行 22.0 cm ×高さ 30.0 cm

 質　   　量 11.0 kg（本体）

 使   用   針 家庭用　HA X 1

  毎分 1200 針（直線模様）

  フットコントローラー使用時 毎分 1200 針（直線模様）

मཧαーϏスの͝Ҋ಺
● お買い上げの際、販売店でお渡しする保証書は内容をお確かめの上、大切に保管してください。
● 無料修理保証期間内およびそれ以降の修理につきましても、お買い上げの販売店が承りますのでお申し付け 
 ください。

मཧ༻෦඼の保༗期ؒ
● 当社は動力伝達部品、および縫製機能部品を原則として製造打ち切り後 8 年間を基準として保有し、必要 
 に応じて販売店に供給できる体制を整えています。

ແྉमཧ保ূ期ؒܦաޙのमཧαーϏス
● 取扱説明書にしたがって、正しいご使用とお手入れがなされていれば、無料修理保証期間を経過したあとで 
 も、修理用部品の保有期間内はお買い上げの販売店が有料で修理サービスをします。
 ただし、次のような場合は修理できないときがあります。
 1. 保存上の不備または誤使用により不調、故障または損傷したとき。
 2. 浸水、冠水、火災等、天災、地変により不調、故障または損傷したとき。
 3. お買い上げ後の移動または輸送によって不調、故障または損傷したとき。
 4. お買い上げ店または当社の指定した販売店以外で修理、分解、改造をしたために不調、故障または損傷 
  したとき。
 5. 職業用等過度なご使用により不調、故障または損傷したとき。
● 長期間にわたってご使用された場合の精度の劣化は、修理によっても元通りにならないことがあります。
● 有料修理サービスの場合の費用は必要部品代、交通費、およびお買い上げ店が別に定める技術料の合計にな 
 ります。

仕様および外観は改良のため予
告なく変更することがあります
のでご了承ください。

お客様の相談窓口
修理サービスについてのお問い合わせやご不審のある場合は下記にお申しつけください。

お問い合わせの際には、ミシン本体の正面、もしくは保証書にある商品名を控えてください。

  

ऄの目ϛγϯࣜגۀ޻ձࣾ
〒 193-0941 東京都八王子市狭間町 1463 番地

	 	 お٬様૬ஊࣨ　TEL. 0120-026-557（フリーダイヤル）
　042-661-2600

  受付   平日　9：00 〜 12：00　13：00 〜 17：00
（土・日・祝日・年末年始を除く）

メールでのお問い合わせは、ホームページ https://www.janome.co.jp
 ໰߹ͤϑΥーϜをご利用ください。

ඞ࣮ͣߦ

電源プラグは定期的に乾いた布でふき、ほこりなどを
取り除いてください。

ストーブ、アイロンの近くなど温度の高いところでは
使用しないでください。
ミシンの使用温度は 5℃〜 35℃です。ېɹࢭ

スプレー製品などを使用した部屋や、引火しやすい物
の近くでは使用しないでください。
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このミシンを使用するときは、付属の専用電源コード
を使用してください。
付属の専用電源コードは、このミシン以外の電気製品
には使用しないでください。
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ミシンを持ち運ぶときは、片手で手さげハンドルを持
ち、必ずもう一方の手をミシンにそえてください。

最高ぬい速度

ミシンの通風口はふさがないでください。

ࢭɹې

ࢭɹې

フットコントローラ−の上に物をのせないでください。

直線針板が取り付けられている場合、および取り付け
られている押さえの種類によっては、電源スイッチを
切った状態ではずみ車をまわすと、針が針板や押さえ
にあたる場合がありますのでご注意ください。஫ɹҙ
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˖いͭまͰ΋͝Ѫ༻いたͩ͘たΊʹ

ᶃ 長時間日ޫに当てないでください。

ᶄ ࣪気やほこりのଟいところはආけてください。

ᶅ 落としたり、ぶつけるなどিܸを༩えないでくだ
 さい。
 ミシンを持ち運ぶときは、片手で手さげハンドル
 を持ち、必ずもう一方の手をミシンにそえてく
 ださい。 

˕おऔΓѻ͍ʹ͍ͭͯのお͍ئ

ʹの前༺࢖͝˖

ᶃ ほこりや༉などでぬう布をԚさないように、使う 
 前に乾いたやわらかい布でよくふいてください。

ᶄ シンφー・ϕンジン・ミΨΩคはઈରに使用しな 
 いでください。

˖मཧɾ調整ʹͭいての͝Ҋ಺
ສ一不調になったり故障がੜじたときは、「˕こん
なときには」（118 〜 122 ページ）により点検・
調整を行ってください。
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˕֤෦の໊·͑
 1. 押さえ圧調અダイヤル
 2. 天びん
 3. 糸Ҋ内 2
 4. 糸Ҋ内Χόー
 5. ૣ見板
 6. ը面
 7. 糸ֻけスタンド
 8. 糸רき࣠
 9. Ϙビン押さえ
10. 糸切り（下糸רき用）
11. 操作Ϙタン
12. ぬい目のあらさ調અダイヤル
13. ぬい目の幅調અダイヤル
14. χーリフト取り付け݀
15. 送り調અͶじ
16. 糸調子ダイヤル
17. 針板։์レόー
18. 糸切り
19. 糸通しレόー
20. アーム糸Ҋ内
21. 針止めͶじ
22. 針๮糸かけ
23. 針（14 番が付いています）
24.  押さえ
25. ֯板։์Ϙタン
26. ֯板
27. Χッター（下糸切り用）
28. 針板
29. 送りࣃ
30. 押さえホルダー
31. 押さえホルダー止めͶじ
32. レόー
33. 糸保持板
34. Ϙタンホール切りかえレόー
35. スタート / ストップϘタン（START/STOP

36. ฦしぬいϘタン
37. 止めぬいϘタン
38. 上下停針Ϙタン
39. 糸切りϘタン
40. スϐードコントロールつまみ
41. 押さえ上げ
42. 上送り૷ஔ
43. 糸ཱて๮
44. 電源スイッチ
45. フットコントローラープラグ受け
46. プラグ受け
47. 送りࣃドロップつまみ
48. 上送り調અダイヤル
49. 自動糸切り外部操作用୺子
50. 通風口
51. はずみ車
52. 糸Ҋ内 1
53. 手さげハンドル
54. 糸רき糸Ҋ内
55. ૣ見板୆ 

55
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21
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27 28

29 30

31
32

33 34

˕ඪ४෇ଐ඼
 1. A：基本押さえ
 2. .：ԑかがり押さえ
 3. F：サςン押さえ
 4. (：まつりぬい押さえ
 5. E：フΝスφー押さえ
 6. R：Ϙタンホール押さえ
 7. Ϙタンホール安定板
き押さえרつࡾ：% .8 
 9. F2：Ϋラフト F 押さえ
10. T：Ϙタン付け押さえ
11. O：ύッチϫーΫ押さえ
12. HP：プロフΣッシϣφル直線押さえ
13. P%-H：フリーΩルト押さえ
14. 交換ࣜフリーΩルト押さえ
15. 交換ࣜフリーΩルト押さえ（ؙ݀）
16. 交換ࣜフリーΩルト押さえ（前あき）
17. 交換ࣜフリーΩルト押さえ（ಁ明थࢷ）
18. 上送り押さえホルダー
19. A%：上送り押さえ
20. Ϙタン付けプレート
21. Ϙビン（5 （ݸ
˞ 1 。は、ミシンの内がまに入っていますݸ
22. 針έース
  ・ブルー針（11 番）...2 本
  ・レッド針（14 番）...1 本
  ・ύープル針（14 番）...1 本
  ・2 本針 ...1 本
23. ミシンブラシ
24. シームリッύー
25. ΩルςΟングΨイド
26. ドライόー
27. ωット ...2 ݸ
28. 糸こま押さえ（大）...2 ݸ
29. 糸こま押さえ（খ）...2 ݸ
30. 糸こま押さえ（特घ）...2 ݸ
31. 糸こまホルダー ...2 ݸ
32. χーリフト
33. 直線針板
34. プロフΣッシϣφル直線針板（左針Ґஔ専用）
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36

37

38

39

41

43 44 45

46 47

36. ϫイドςーブル
37. ૣ見板
38. ૣ見板୆
39. Ͷじ
40. ૣ見板ペラ（Ϟード 3）
41. ミシンΧόー
42. アイσアϘビン（10 （ݸ
43. 付属品έース
44. 取扱説明書
45. 説明 %V%
46. 電源コード
47. フットコントローラー

42

40
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൘のऔΓ෇͚方ݟૣ˔

ᶃ ૣ見板୆をミシンうしろに図のように、Ͷじ（2   （ݸ
  で取り付けます。

ᶄ ૣ見板を使用するときには、A のスロットにૣ見板  
  をࠩしࠐみます。
  ૣ見板を使用しないときには、# のスロットにૣ見板 
  をࠩしࠐみしまいます。

"
#

" #

Ͷじ

Ͷじ ૣ見板୆

ʬૣ見板使用のときʭ
ૣ見板୆ A にૣ見板を
ࠩしࠐみ

ʬૣ見板使用しないときʭ
ૣ見板୆ # にૣ見板を
ࠩしࠐみ

【༺࢖൘クϦッϓのݟૣ】
ૣ見板Ϟード 3 ଆにはΫリップが付いていますので、ૣ
見板Ϟード 3 のペラやメϞ用ࢴ等をڬんでご使用くださ
い。

˞ ΫリップにメϞ用ࢴをڬΉときには図のようにスライ 
  ドさせ、ڬんでください。
  Ϋリップを手で持ち上げてڬまないようにしてくださ 
  い。また、ްい用ࢴは無理にはさまないでください。

q w

Ϋリップ

ૣ見板

˔ϫイドテーϒϧのऔΓ෇͚

ᶃ ϫイドςーブルの 4 Օॴの٭を引きىします。

ᶄ ϫイドςーブルを྆手で持ち、ミシンにそわせ取り付 

 けます。

ᶅ ٭のఈに付いているͶじをドライόーでまわして高さ 

 を調અ（ϫイドςーブルをミシンに取り付けたとき、  

 高さがϕッド面とಉじか、গし௿いҐஔ）します。

˞ ʴドライόーは、ඪ準付属には付いていません。

ϫイドςーブルを使うと、大きな布をぬうときにぬいや
すくなります。

【ϫイドテーϒϧの͞ߴ調અ】

٭

Ͷじ

ϕッド面

ϫイドςーブル
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のͭͳ͗方ݯి˔

ɾ	 電源は、一般家庭用交流電源 100V でご使用ください。
 ミシンを使わないときは、必ず電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。
。電・火災の原Ҽになりますײ 
ɾ	 電源プラグは定期的に乾いた布でふき、ほこりなどを取り除いてください。
  ほこりなどが付ணしていると࣪気などによりઈԑ不良となり火災の原Ҽになります。

๏ํ࡞ૢ˕

ᶃ 電源スイッチを「OFF」（切）にします。

ᶄ 電源コードのプラグをプラグ受けにࠩしࠐみます。

ᶅ 電源プラグをコンセントにࠩしࠐみます。

ᶆ 電源スイッチを「ON」（入）にします。

˞ 電源スイッチを入れると、ミシンの準備のためのॳ期
 ઃ定が਺ඵ間行われます。
 ॳ期ઃ定中は針などが動きますので、ミシンに৮れな
 いでください。
˞ 電源を切ったあと、࠶度電源を入れる際は、5 ඵまっ 
 てから電源を入れてください。

ᶃ 電源スイッチを「OFF」（切）にします。

ᶄ フットコントローラープラグをフットコントローラー 
 プラグ受けにࠩしࠐみます。

ᶅ 電源コードのプラグをプラグ受けにࠩしࠐみます。

ᶆ 電源プラグをコンセントにࠩしࠐみます。

ᶇ 電源スイッチを「ON」（入）にします。

˞ フットコントローラーのコードの取りग़し方とऩೲ方 
 法は 8 ページをごらんください。
˞ フットコントローラーを઀ଓすると、スタートʗスト 
 ップϘタンは使用できません。

プラグ

コンセント

プラグ受け

電源プラグ

電源コード

電源スイッチ

コンセント

電源プラグ

電源コード

プラグ

フットコントローラー
プラグ

フットコントローラー
プラグ受け

プラグ受け

電源スイッチ

★スλート �ストッϓϘλϯを࢖༻すΔ৔߹

★	ϑットίϯトϩーϥーを࢖༻すΔ৔߹

フットコントローラー
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q w

e

★	ϑットίϯトϩーϥーのίード
	 औΓग़し方ͱऩೲ方๏

˔଎͞の調અ

フットコントローラーの౿みかげんで、ぬう速さが調અ
できます。

　・ਂく౿Ήˠ速くなる。
　・ઙく౿Ήˠ஗くなる。

˞ スϐードコントロールつまみは、通常、いちばんӈଆ
 のҐஔ（最高速）にして、౿みかげんで調અしてくだ 
 さい。
 ॳ৺ऀの方やࡉかいものをぬうときなどは௿速ଆにし
 ておくと、フットコントローラーをいっͺいに౿みࠐ
 んでもスϐードがग़ないので使いやすくなります。

スϐードコントロールつまみは、スタート / ストップϘ
タン使用時のぬう速さを調અできます。
つまみのҐஔがӈଆになるほど速くなります。

˞ フットコントローラー使用時は、フットコントローラ
 ーをいっͺいに౿みࠐんだときの最高速度を調અでき
 ます。

ぬう速さは、スϐードコントロールつまみやフットコン
トローラーで調અします。

ɾ� フットコントローラーの上に物をஔかないように 
 してください。けがや故障の原Ҽになります。
ɾ� フットコントローラーを使用する際は、पลに糸 
 くずやほこりがないことを確ೝしてください。
 動作不良をىこし、けがや故障の原Ҽになります。

★スϐードίϯトϩーϧͭまみ

★ϑットίϯトϩーϥー

ᶃ	フットコントローラーを使用するときは、ఈのΧόー 
 を外して、コードを取りग़します。

ᶄ	フットコントローラーを使用しないときは、ఈのΧ
 όーを外して、コードをרき付けてऩೲします。

ᶅ Χόーは、先に 2 Օॴのつめを押しࠐんでから取り
 付けます。

Χόー

コード
つめ

（Ώっくり） （はやい）

スϐードコントロール
つまみ

フットコントローラー
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Ϙλϯ࡞ૢ˔

【スλート �ストッϓϘλϯ】

Ϙタンを押すと、ミシンはΏっくり動きはじめてからスϐードコントロールつまみでセットした速さになります。
（Ώっくりスタート機能）
もう一度押すと停止します。（通常は針が下のҐஔで停止します。）
˞ 停止中はϘタンが྘৭に、運స中はϘタンが੺৭に点౮します。
˞ Ϙタンを押してスタートさせたとき、および停止させたときに、指をはなさないで押しଓけているあいだは、  
 ミシンは௿速で動きます。
˞ ミシンを停止したとき、通常は針が下のҐஔで停止しますが、針を上のҐஔに停止することもできます。
 39 ページをごらんください。
˞ 動きはじめの速度（Ώっくりスタート機能）は、かえることができます。
 39 ページをごらんください。
˞ フットコントローラーを઀ଓしているときは、スタート / ストップϘタンは使用できません。
˞ 押さえ上げをさげないでミシンをスタートさせようとすると安全૷ஔがはたらいてミシンがスタートできな
 いようになっています。押さえ上げをさげてスタートさせてください。

【ฦしぬいϘλϯ】

˙	௚ઢ模様	 ɹɹ（モード1）ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（モード�）おΑびδάβά模様ɹɹɹ（モード1）ɹ	ɹɹ
ɹɹɹɹ
	 ɹɹɹɹɹ（モード�）ɺɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（௚ઢ਑൘模様）ɺɹɹɹɹ（ϓϩϑΣッγϣφϧ௚ઢ模様）の৔߹

 ʬミシン停止中ʭ（フットコントローラーを઀ଓしていないときのみ）
 Ϙタンを押しているあいだは௿速でฦしぬいを行い、 指をはなすとミシンは停止します。

 ʬミシン運స中ʭ
 Ϙタンを押しているあいだはฦしぬいを行い、指をはなすと前ਐぬいにもどります。

˙	ͦのଞの模様の৔߹
	 ぬい్中にϘタンが押されると、そのҐஔでほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミシンが停止します。
 停止してから押した場合、運స࠶։後、そのҐஔでほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミシンが停止します。

˞ 模様　　　（モード1）ɺɹɹɹɹɹɹ（モード�）は、特घな使い方になります。（50、51、72、79、81 ページࢀর）

ฦしぬいϘタン

スタートʗストップϘタン
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【ΊぬいϘλϯࢭ】

˙	௚ઢ模様	 ɹɹ	（モード1）ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（モード�）おΑびδάβά模様ɹɹɹ（モード1）

ɹɹɹɹɹɹɹ（モード�）ɺɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（௚ઢ਑൘模様）ɺɹɹɹ（ϓϩϑΣッγϣφϧ௚ઢ模様）の৔߹	
	
	 ぬい్中にϘタンが押されると、そのҐஔでほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミシンが停止します。
 停止してから押した場合、運స࠶։後、そのҐஔでほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミシンが停止します。
˙	ͦのଞの模様の৔߹
	 ぬい్中にϘタンが押されると、Ϙタンが押されたときの模様を׬੒させたあと、ほつれ止めの止めぬいを行 
 って自動的にミシンが停止します。
 停止してから押した場合、運స࠶։後、Ϙタンが押されたときの模様を׬੒させたあと、ほつれ止めの止めぬ 
 いを行って自動的にミシンが停止します。
˞ ぬう前にϘタンを押しておくと、模様を 1 つだけぬったあと、ほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミ  
 シンが停止します。

【্Լఀ਑Ϙλϯ】

ミシンが停止しているときにϘタンを押すと、針のҐஔが上にあるときは下に、下にあるときは上に移動させる
ことができます。ミシンを停止したとき、通常針は下Ґஔで停止します。
˞ ミシンを停止したときの針Ґஔのઃ定方法は、39 ページをごらんください。

【੾ΓϘλϯࢳ】

ぬいऴわったあとϘタンを押すと、上糸と下糸を自動的に切ります。
（針が布にささった状態でも、糸切りϘタンを押すと針は上のҐஔに移動します。）

糸切り後は下糸を針板の上に引きあげないで、そのままの状態でぬうことができます。

止めぬいϘタン

項ࣄ੾Γの஫ҙࢳ

ɾ	 30 番および 30 番よりଠい糸や特घな糸を切る場合、または 2 本針ぬいで糸を切る場合は、ミシンの 
 面板に付いている糸切りを使用してください。
 ʜ面板の糸切りの使い方は、43 ページをごらんください。

ɾ	 糸こまの糸࢒りがগないものは使用しないでください。糸がらみの原Ҽになります。

ɾ	 糸切り部の૟除をときどき行ってください。糸切り部に糸くずがたまると故障の原Ҽになります。
 ʜ糸切り部の૟除は、117 ページをごらんください。

ɾ� 糸が切れず糸がからんでしまった場合は、ロッΫΩーによりミシンをロッΫ状態にしてから針板を外し、 
 からんでいる糸を取り除いてください。
 ʜかまと送りࣃ、糸切り部の૟除、117 ページをごらんください。

上下停針Ϙタン

糸切りϘタン
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ᶃ	モードϘλϯ（��ϖーδࢀর）
 Ϟード 1 からϞード 3 までの 3 種類にグループ分けされた模様を
 બぶときに使います。

ᶄ	模様ҰཡදࣔϘλϯ（��ɺ��ɺ��ɺ1��ϖーδࢀর）
 Ϟード 1 では、ダイレΫト模様બ୒ը面一ཡと表示されている模様
 のぬい目の幅、あらさ表示の切りかえになります。
 Ϟード 2・3 では、模様બ୒ը面一ཡが表示されます。

ᶅ	�ຊ਑Ϙλϯ（��ɺ��ϖーδࢀর）
	 2 本針ぬいのときに使います。

ᶆ	൓సϘλϯ（��ϖーδࢀর）
 બんだ模様を左ӈまたは上下൓సした形でぬうときに使います。
˞ ミシンのૣ見板に࢛֯にృられている模様が上下൓సができる模  

 様です。（ྫ：　　）

 （ミシンのૣ見板は、31 ページࢀর）

ᶇ	模様௕͞調અϘλϯ（��ϖーδࢀর）
	 サςン模様グループの模様の長さを変更するときに使います。	

ᶈ	רࢳきϘλϯ（��ϖーδࢀর）
 下糸רきをするときに使います。

ᶉ	ぬい目の෯調અダイϠϧ
	 ɾ	 直線ぬいの針Ґஔや模様のぬい目の幅をかえるときに使います。
	 	 （��ɺ��ɺ��ɺ��ϖーδࢀর）
� ɾ	 จࣈぬいの場合は、จࣈサイζをॖখするときに使います。
  （1��ϖーδࢀর）
� ɾ� Χーιルを動かしたり、ページを変更するときに使います。
	 	 （��ɺ��ɺ1��ɺ1��ɼ11�ʙ11�ϖーδࢀর）

ᶊ	ぬい目の͋Β͞調અダイϠϧ
	 ɾ� 模様のぬい目のあらさをかえるときや、特घな模様の形を整える  
  ときに使います。（��ɺ��ɺ��ɼ��ϖーδࢀর）
� ɾ� Χーιルを動かしたり、ページを変更するときに使います。
	 	 （��ɺ��ɺ1��ɼ11�ɺ11�ϖーδࢀর）
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ᶋ	保存 Ϙλϯ（ߋΦート値ม）びग़しɾFSݺ�
	
ɾ 模様を૊み合わせ記Աしたりฤूした模様σータを保存するとき 
 や、保存した模様σータをݺびग़すときに使います。
	 （11�ϖーδࢀর）
ɾ 模様のぬい目の幅（針Ґஔ）やあらさのΦート஋（電源を入れた 
 とき、ミシンに自動的にઃ定されている஋）をお޷みの஋に変更 

 したいときに使います。（��ɺ��ϖーδࢀর）

ᶌ	໼ҹϘλϯ（��ɺ��ɺ1��ɺ11�ϖーδࢀর）
 模様のબ୒、૊み合わせ模様のฤू、Χーιル移動等に使います。

ᶍ模様಄ग़しϘλϯ
ぬいを్中で止めた場合、模様の始めからぬうときに使います。
（��ɺ��ɺ�1ϖーδࢀর）

 ˞ ૊み合せわ模様の記Աぬいの場合は、記Աしているどの模様 

  からでもぬうことができます。（1�1ϖーδࢀর）

ᶎϩックϘλϯ（1�ʙ1�ɺ��ʙ ��ɺ��ϖーδࢀর）
ɾ� 押さえや針の交換、糸のセットを行うときなどに使います。

  すべてのϘタン操作を受け付けなくし、ミシンも動きません。 
  ミシンがࡏݱઃ定されている状態を保持したまま安全に押さえ 
  や針の交換、糸のセットなどを行うことができます。

 ˞ ロッΫϘタンを押してロッΫ状態にした場合は、ロッΫϘタン 
  をもう一度押すとロッΫ状態が解除されます。

ᶏηットϘλϯ（��ϖーδࢀর）
ミシンをॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）から変更するときに使 

 います。
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!4

!5 !6

ᶐ	਺ࣈϘλϯ
	 （��ɺ��ɺ��ɺ��ɺ��ɺ11�ɺ11�ϖーδࢀর）
	
	 Ϟード 1 では、਺ࣈϘタンを押して模様をબぶこと
 ができます。
 Ϟード2・3では、3ܻの番号を入力して模様をબびます。

ᶑ	औΓফしϘλϯ
 ɾ 記Աした模様を取り消すときに使います。
	 	 （11�ϖーδࢀর）
 ˞ ブβーが「ϐッ」と໐るまで取り消しϘタンを長
  押しすると、記Աしたすべての模様を一度で取り
  消すことができます。

 ɾ ઃ定した஋や৚݅などをもとにもどすときなど、
  さま͟まな取り消しを行うときにも使います。

	 	 （��ɺ��ɺ�1ɺ��ɺ��ɺ11�ɺ11�ϖーδࢀর）

ᶒ	記憶Ϙλϯ
	 （��ʙ ��ɺ��ʙ �1ɺ��ɺ��ɺ��ɺ��ɺ1��
	 1��ɺ1��ɺ1��ɺ11�ɺ111ɽ11�ϖーδࢀর）
	
	 模様を૊み合わせるときなどબんだ模様を記Աさせ
 るときや、変更内容を確定するときに使います。

 ˞ 模様は合計 50 。まで記Աできますݸ
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˔ԡ্͑͛͞

˔χーϦϑト

χーリフトを取り付けると、押さえ上げを使わないで押
さえのあげさげができます。
手を使わずにͻ͟の動作で行いますのでΩルトなどをぬ
うときにศ利です。

取り付けは、χーリフトのತ部をχーリフト取り付け݀
のԜ部に合わせ、ࠩしࠐみます。

χーリフトの֯度調અは、ͶじをΏるめてχーリフトを
ग़し入れし、お޷みの֯度のҐஔでͶじをしめて固定し
ます。

ͻ͟を使ってχーリフトをӈଆに押すと押さえがあがり、
（2 ஈ֊）もどすと押さえがさがります。

˞ ぬい中は、χーリフトに৮れないように注意してくだ
 さい。

押さえ上げで、押さえのあげさげを行います。
ී通にあげたҐஔよりさらに高くあげることもでき、ް
い布を入れるときなどに利用できます。
ᶃ さげたҐஔ
 　ぬうとき
ᶄ ී通にあげたҐஔ
 　布のग़し入れや、上糸かけ、押さえの交換のときなど
ᶅ さらにあげたҐஔ（固定されます。） 
 　ްい布を入れるときや針板を交換するときなど
˞ 押さえ上げをさらにあげたҐஔでは、はずみ車をまわ 
 したり、上下停針Ϙタンを押さないでください。押さ 
 えを傷つける原Ҽになります。
˞ 押さえ上げをさげないでミシンをスタートさせようと
 すると安全૷ஔがはたらいてミシンがスタートできな
 いようになっています。
 このとき「押さえ上げをさげてください」の意ຯの注 
 意ը面 1 または注意ը面 2 が表示されます。
 押さえ上げをさげてスタートさせてください。

ʤ஫ҙ画面 �1ʥ
ී௨ʹ͋͛たҐஔのͱきのදࣔ

ʤ஫ҙ画面 ��ʥ
͞Βʹ͋͛たҐஔのͱきのදࣔ

χーリフト取り付け݀

ತ部

Ԝ部

χーリフト
Ͷじ

押さえ上げ

押さえ

押さえ上げ
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q w

q w

˔ԡ͑͞の֎し方ɺ෇͚方

ɾ	押さえの取り外し、取り付けは、必ずロッΫϘタンによりミシンをロッΫ状態にしてから行ってください。 
 けがの原Ҽになります。
ɾ	押さえは模様に合ったものをご使用ください。押さえが合っていないと針が押さえにあたり、けがの原Ҽ 
 になります。

【ԡ͑͞の֎し方】

ᶃ 押さえ上げをあげます。

ᶄ 押さえホルダーのレόーをうしろଆから手前に押して、
 押さえを外します。
˞ レόーを上から押さないでください。故障の原Ҽにな 
 ります。

【ԡ͑͞の෇͚方】

押さえのϐンを押さえホルダーのみͧのਅ下において、
押さえ上げをΏっくりさげます。

˞ 押さえは、模様に合ったものを使用してください。
 押さえには記号が付いています。

【४උ】
ᶃ 上下停針Ϙタンを押して、針をあげます。
ᶄ ロッΫϘタンを押します。上下停針Ϙタン ロッΫϘタン

押さえ上げ

レόー

みͧ

ϐン

押さえ記号

˔ϩックϘλϯの࢖い方
押さえや押さえホルダーの交換、針板、針の交換、およびミシンに糸をセットするときなどは、安全のために
ミシンをロッΫ状態にするかミシンの電源スイッチを切って行います。
ロッΫϘタンを使用してミシンをロッΫ状態にすると、すべてのϘタン操作が受け付けられません。ミシンも
動きません。
ミシンがࡏݱઃ定されている状態を保持したまま、安全に押さえや針の交換、糸のセットなどを行うことがで
きます

q ロッΫ状態にする場合は、ロッΫϘタンを押します。
  ロッΫ状態になったことを示すロッΫը面が表示  
  され、ロッΫը面が表示されているあいだは、すべ  
  てのϘタン操作を受け付けず、ミシンも動きません。

w ロッΫ状態を解除する場合は、もう一度ロッΫϘタン 
  を押します。
  ミシンは、ロッΫ状態にする前の状態にもどります。

ʬロッΫը面ʭ

押さえ
ホルダー

押さえ

押さえ

押さえ
ホルダー

ロッΫϘタン
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模様をબ୒すると、模様બ୒ը面に模様のすいしΐう押
さえ圧が表示されます。
押さえ圧調અダイヤルをまわして、すいしΐう஋を目安
に合わせてください。
うす手の化ણ地や৳ॖੑの布地をぬうときや、アップリ
έなどぬいしろ部分が重なり合うものをΧーブしてぬう
ときに、ぬいずれしやすい場合は、押さえ圧調અダイヤ
ルをまわして、指示線を「2」または「1」に合わせます。

˞ 押さえ圧は「0」のҐஔよりΏるめないでください。

˔ԡ͑͞ѹの調અ
押さえ圧調અダイヤル

指示線

すいしΐう押さえ圧

w

q w e

q

˔ԡ͑͞ϗϧダーの֎し方ɺ෇͚方

【ԡ͑͞ϗϧダーの֎し方】

ᶃ 押さえ上げをあげます。

ᶄ ドライόーで押さえホルダー止めͶじを左にまわして
 Ώるめ、押さえホルダーを外します。

【ԡ͑͞ϗϧダーの෇͚方】

˞ 押さえホルダーは、押さえが付いた状態で取り付けて
 ください。押さえが付いていないと正常な取り付けが
 できません。

ᶃ 押さえ上げをあげます。
ᶄ 押さえ๮に押さえホルダーを取り付け、押さえホルダ
 ー止めͶじをܰくしめ、押さえホルダーをԾ止めして
 おきます。
ᶅ 押さえ上げをさげ、押さえホルダー止めͶじを一度গ
 しΏるめてから、押さえが針板に押し付けられた状態
 で押さえホルダー止めͶじをドライόーでしっかりし
 めます。

押さえホルダーの取り外し、取り付けは、必ずロッΫΩーによりミシンをロッΫ状態にしてから行ってくだ
さい。けがの原Ҽになります。

q w
【४උ】
ᶃ 上下停針Ϙタンを押して、針をあげます。
ᶄ ロッΫϘタンを押します。上下停針Ϙタン ロッΫϘタン

押さえ上げ

押さえホルダー
止めͶじ

押さえホルダー

押さえホルダー
止めͶじ

押さえ๮
押さえホルダー
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上送り取り付け
      ϐン

q

e r

上送り押さえの取り付け、取り外しは、必ずロッΫϘタンによりミシンをロッΫ状態にしてから行ってくだ
さい。けがの原Ҽになります。

˞ 上送り押さえホルダーは、押さえが付いた状態で取り
 付けてください。
 押さえが付いていないと正常な取り付けができません。

ᶃ 押さえ上げをあげます。

ᶄ ドライόーで押さえホルダー止めͶじを左にまわして
 Ώるめ、押さえホルダーを外します。

ᶅ 押さえ๮に上送り押さえホルダーを取り付け、押さえ
 ホルダー止めͶじをܰくしめ、上送り押さえホルダー 
 をԾ止めしておきます。

ᶆ 上送り押さえホルダーのフッΫ部をうしろଆから手前
 に「Χチン」と音がして止まるまでしっかりと押し付
 けます。

˞ 上送り押さえホルダーのフッΫ部が上送り取り付けϐ
 ンにしっかりと押し付けられた状態になっていないと、
 上送りが正常にはたらきません。

ᶈ 押さえホルダー止めͶじを一度গしΏるめてから、上
 送り押さえが針板に押し付けられた状態で、押さえホ
 ルダー止めͶじをドライόーでしっかりしめます。

˞ 上送り押さえホルダーを外すときは、通常の押さえホ
 ルダーを外す場合とಉじ方法（16 ページࢀর）で針  
 と押さえをあげ、押さえホルダー止めͶじをΏるめて 
 から上送り押さえホルダーをうしろଆに引いて外して 
 ください。

ᶇ 押さえ上げをΏっくりさげてから、はずみ車を手で手
 前にまわして針をいちばん下までさげます。

˔্ૹΓԡ͑͞のηット

q w
【४උ】
ᶃ 上下停針Ϙタンを押して、針をあげます。
ᶄ ロッΫϘタンを押します。上下停針Ϙタン ロッΫϘタン

押さえ上げ

フッΫ部

フッΫ部

押さえホルダー
止めͶじ

押さえホルダーw

上送り押さえ
ホルダー

t

押さえ上げ

押さえホルダー
止めͶじ

y

押さえホルダー
止めͶじ

押さえ๮
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HP：プロフΣッシϣφル直線押さえの取り付け、取り外しは、必ずロッΫϘタンによりミシンをロッΫ状態
にしてから行ってください。けがの原Ҽになります。

˔)1ɿϓϩϑΣッγϣφϧ௚ઢԡ͑͞のऔΓ෇͚方

q w
【४උ】
ᶃ 上下停針Ϙタンを押して、針をあげます。
ᶄ ロッΫϘタンを押します。上下停針Ϙタン ロッΫϘタン

ᶃ 押さえ上げをあげます。
ᶄ ドライόーで押さえホルダー止めͶじを左にまわして
 Ώるめ、押さえホルダーを外します。（16 ページࢀর）
ᶅ 押さえ๮にプロフΣッシϣφル直線押さえを図のよう 
 に取り付け、押さえホルダー止めͶじをܰくしめ、押 
 さえをԾ止めしておきます。
ᶆ 押さえ上げをさげ、押さえホルダー止めͶじを一度গ
 しΏるめてから、押さえが針板に押し付けられた状態
 で押さえホルダー止めͶじをドライόーでしっかりし
 めます。
˞ プロフΣッシϣφル直線押さえを外すときは、通常の 
 押さえホルダーを外す場合とಉじ方法（16 ページࢀ  
 র）で針と押さえをあげ、押さえホルダー止めͶじを 
 ΏるめてからプロフΣッシϣφル直線押さえをうしろ 
 ଆに引いて外してください。

P%-H：フリーΩルト押さえの取り付け、取り外しは、必ずロッΫϘタンによりミシンをロッΫ状態にしてか
ら行ってください。けがの原Ҽになります。

˔1%�)ɿϑϦーΩϧトԡ͑͞のऔΓ෇͚方

q w
【४උ】
ᶃ 上下停針Ϙタンを押して、針をあげます。
ᶄ ロッΫϘタンを押します。上下停針Ϙタン ロッΫϘタン

押さえ๮

押さえホルダー止めͶじ

プロフΣッシϣφル直線押さえ

ᶃ 押さえ上げをあげます。
ᶄ ドライόーで押さえホルダー止めͶじを左にまわして
 Ώるめ、押さえホルダーを外します。（16 ページࢀর）
ᶅ 押さえのϐンを針止めの上にのせ、押さえホルダー止 
 めͶじをドライόーでしっかりしめて取り付けます。

˞ P%-H：フリーΩルト押さえを外すときは、通常の押  
 さえホルダーを外す場合とಉじ方法（16 ページࢀ  
 র）で針と押さえをあげ、押さえホルダー止めͶじを 
 Ώるめてから P%-H：フリーΩルト押さえをうしろଆ 
 に引いて外してください。

ϐン
針止め

押さえホルダー止めͶじ
P%-H：フリーΩルト押さえ
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˔෍ʹదしたࢳ΍਑を選Ϳ目҆

˔਑のऔΓか͑方

ᶃ 押さえ上げをさげます。
ᶄ 針止めͶじを手前に 1 〜 2 ճまわしてΏるめ、針を  
 外します。
ᶅ 取り付けは、針の平らな面を向こうଆに向けてϐンに
 あたるまでࠩしࠐみ、針止めͶじをドライόーでしっ
 かりしめます。
˞ 正しく針が付けられていないと、糸通しができないだ
 けでなく、針がΏるんで針ંれして危ݥです。

【਑の調΂方】

針の平らな面を平らな物（針板など）にஔいたとき、す
きまが針先までۉ等に見えるのが良い針です。
針先が曲がったり、つぶれているものは使わないように
してください。

˞ ブルー針ʤ11 番ʥ・レッド針ʤ14 番ʥ・ύープル針ʤ14 番ʥは、ඪ準付属品の針έースに入っています。
˞ 一般に、うすい布にはࡉい糸とࡉい針を、ް い布にはଠい糸とଠい針を使用します。この表を目安に糸と針をબび、
。をෑくか、ਊ地をషってくださいࢴしぬいをして確かめてください。また、うすい布をぬうときには、布ཪにࢼ 
˞ 通常は、上糸と下糸はಉじものを使用してください。
˞ ブルー針（ฑの部分が੨৭の針）およびύープル針（ฑの部分がࢵ৭の針）は、目とびの防止ޮՌがあります。

෍ɹのɹछɹྨ

ϙリΤスςル　90 番

糸 50ݜ 番
໖糸 60 番
ϙリΤスςル、φイロン　50 番〜 90 番

໖糸 50 番

糸 50ݜ 番
໖糸 40 番〜 50 番
ϙリΤスςル　40 番〜 50 番

ϙリΤスςル　30 番
໖糸 30 番

͏すい෍

ී௨の෍

ްい෍
σχム
πΟード
コート地

ローン
ジϣーθット
トリコット

シーチング
ジϟージー
΢ール地

ࢳ ਑

9 番〜 11 番
または

ブルー針

11 番〜 14 番
または

ブルー針、レッド針、ύープル針

14 番または
レッド針、ύープル針

14 番〜 16 番
または

レッド針、ύープル針

16 番

針の交換は、必ずロッΫϘタンによりミシンをロッΫ状態にしてから行ってください。けがの原Ҽになります。

すきま

q w
【४උ】
ᶃ 上下停針Ϙタンを押して、針をあげます。
ᶄ ロッΫϘタンを押します。上下停針Ϙタン ロッΫϘタン

針止めͶじ

針の平らな面

ϐン

押さえ上げq
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˔Լࢳの४උ
★ϘϏϯのऔΓग़し

まのηット͜ࢳ★

˞ φイロンಁ明糸およびメタリッΫ糸は、下糸に使用し 
  ないでください。

ᶃ 押さえ上げをあげ、֯板։์Ϙタンをӈにずらして、  
 ֯板を外します。

w Ϙビンを取りग़します。

֯板

֯板։์Ϙタン

Ϙビン
おئい
Ϙビンは当社専用の J ϚーΫ付きプラスチッΫϘビン
を使用してください。

（お買い上げの販売店へご૬ஊください。）

11.5mm

（実物大）

J ϚーΫ

ۚ属Ϙビンは使用しないでください。
かまにϚグωットを使用しているので、糸調子がग़な
かったり、故障の原Ҽになります。

【͜まרきの৔߹】

ʬී通の糸こまの場合ʭ

糸こまホルダーを外し、糸の୺がうしろଆから左へग़る
ようにして、糸ཱて๮に糸こまを入れ、糸こま押さえ（大）
で糸こまを押さえます。

˞ 糸こまの糸࢒りがগないものは使用しないでください。
 糸がらみの原Ҽになります。

ʬখ͞い͜ࢳまの৔߹ʭ

糸こまホルダーを外し、糸の୺がうしろଆから左へग़る
ようにして、糸ཱて๮に糸こまを入れ、糸こま押さえ（খ）
で糸こまを押さえます。

糸こま押さえ（大）

糸こま

糸ཱて๮

糸の୺

糸こま押さえ（খ）

糸こま押さえ（খ）

খさい糸こまখさい糸こま

糸こまホルダー

糸の୺糸の୺
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【ίーϯרきの৔߹】

糸こまホルダーに糸こまを図のようにセットします。

˞ レジロンなど৳ॖੑの糸を使用する場合は、付属の糸 
 こまωットの使用をおすすめします。
 糸外れや糸のよじれ防止ޮՌがあります。
 糸こまωットは、糸こまの大きさに合わせてંり曲げ 
 るか、切って使用してください。

図のような長さの糸こまを使用するときには、糸こま押
さえ（特घ）を使用することで、糸こまを固定すること
ができます。

糸こま押さえ（特घ）は、糸こまを糸ཱて๮にセットし
た後、糸こまの݀に入れてください。
˞ 糸こまと糸こま押さえ（特घ）のあいだには、すきま 
  がないようにしてください。

すきまなし

70 〜 75mm

9.5 〜 10.5mm

★Լרࢳき͜ࢳまηット

糸ཱて๮は2本ありますので、いつでも（ぬいながらでも）
下糸רきができます。
図のように糸こまをセットしてください。
糸かけのৄࡉは、22 ページをごらんください。

˞ 2 本針のときにも、2 つの糸ཱて๮を使用します。
  （94 ページࢀর）

糸ཱて๮

コーンרき

糸こまωット

糸こまホルダー

糸こま押さえ（特घ）

糸ཱて๮
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★Լרࢳき
˞ φイロンಁ明糸およびメタリッΫ糸は、下糸に使用し 
  ないでください。

ᶃ 糸ֻけスタンドに糸をかけます。

ᶄ 糸ֻけスタンドにかけた糸を押さえ、うしろଆから手 
 前にまわし、໼ҹ方向に引いて糸רき糸Ҋ内に糸をか 
 けます。
˞ 糸をࡼの下に確実に入れてください。糸がࡼの下に確 
 実に入っていないと、ۉ等にרくことができません。

ᶅ Ϙビンの݀に内ଆから糸を通し、糸רき࣠にࠩしࠐみ 
 ます。

ᶆ Ϙビン押さえをϘビンの方に押しつけます。

ᶇ 糸の୺を上方向にܰくつまんだまま「糸רきϘタン」  
 を押します。糸רきがスタートして糸が 2 〜 3 重ほ  
 どרきついたら「糸רきϘタン」を押して止めます。
 つまんでいる糸をϘビンのきわで切ります。
˞ Ϙビン押さえを移動しないで「糸רきϘタン」を押す 
 と注意ը面が表示されます。

ᶈ 「糸רきϘタン」を押し、࠶びスタートします。
 きऴわるとϘビン押さえがӈに移動してもとのҐஔר 
 にもどり、自動的に止まります。
 Ϙビンを糸רき࣠から外して、糸切りで糸を切ります。

y

糸ֻけスタンド

w

ࡼ

糸רき糸Ҋ内

Ϙビン

糸רき࣠

Ϙビン押さえ

糸רきϘタン

ʬ注意ը面ʭ

糸切り

板

うしろଆから手  
前にまわす

糸רき糸Ҋ内
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ᶃ 糸の୺がϘビンのうしろଆから໼ҹ方向にग़るように
 向けて（糸が左רき）、Ϙビンを内がまに入れます。

˞ Ϙビンから引きग़される糸の状態の図が֯板に表示さ
 れています。

ᶄ Ϙビンがճసしないように、ӈ手でϘビンをܰく押さ 
 えます。
 左手で糸の୺を持ち、内がまの手前のみͧにかけ、さ
 らに手前のつのの下をく͙らせます。

を֤෦ʹ࣮֬ʹか͚ΔたΊʹɺԼ記खॱᶆ͕ऴྃすࢳ	※
	 ΔまͰɺӈखͰϘϏϯをԡ͑͞たঢ়ଶͰͬߦてͩ͘͞
	 いɻ

ᶅ つのの下をく͙らせた糸を໼ҹ 1 の方向に引きあげ  
 て໼ҹ 1 のӈଆのみͧに入れます。

※	खॱᶄͰɺ಺͕まのख前のみͧʹ͕ࢳかかͬていͳい
	 ͱɺ಺͕まの൘͹Ͷの͋いͩʹ͕ࢳೖΒͣɺϘϏϯか
	 Β௚઀໼ҹ1のӈଆのみͧʹ௨ͬてしまいますɻ
	 （রࢀ【#】ਤɺࠨ）
	 ͦの৔߹͸खॱᶄかΒか͚௚してͩ͘͞いɻ
	 ਖ਼し͘か͚ΒΕていͳいͱɺぬいෆྑのݪҼʹͳΓま
	 すɻ

ᶇ ֯板を左ଆから合わせて取り付けます。

˞ 通常下糸はこの状態のままでぬい始めることができま 
 す。
 ぬい始めに下糸を針板の上に引きग़す必要があるとき
 は、27 ページをごらんください。

ᶆ そのままみͧにそって໼ҹ 2 の方向に糸を通し、下  
 ଆのΧッターにかけてからӈに水平に引いて糸を切り 
 ます。

Ϙビンを内がまにセットするときは、必ずロッΫϘ
タンによりミシンをロッΫ状態にしてから行ってく
ださい。けがの原Ҽになります。

★ϘϏϯのηット
ロッΫϘタン

֯板
内がま糸の୺

つの

手前のみͧ

糸

໼ҹ 1 のӈଆのみͧ

板ばͶ糸板ばͶ糸

【"】 【#】

みͧ

Χッター

֯板

֯板を左ଆから合わせる
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か͚ࢳ্★

押さえ上げ

上糸をかけるときは、必ずロッΫϘタンによりミシ
ンをロッΫ状態にしてから行ってください。
けがの原Ҽになります。

【४උ】

ᶃ 押さえ上げをあげます。

ᶄ 電源スイッチを入れ、上下停針Ϙタンを押して針と 
 天びんをあげます。

ᶅ ロッΫϘタンを押してミシンをロッΫ状態にします。

˞ 糸こまが外れるのを防͙ため、必ず糸こま押さえを使 
 用してください。
˞ 上糸かけは、必ず押さえ上げをあげて行ってください。
 押さえ上げがあがっていないと糸が正しくかけられず、
 ぬい不良の原Ҽになります。

˞ 上糸かけは、糸を֤部に確実にかけるために、常にӈ
 手で糸こまଆの糸を押さえながら、左手で強めに引い
 てかけてください。

˞ 糸こまのセット方法は、20、21 ページをごらんく  
 ださい。

ᶃ 糸こまから引きग़した糸を糸ֻけスタンドにかけます。

ᶄ 糸Ҋ内 1 にかけます。

ᶅ 糸こまからの糸を྆手で持ち、下に押しࠐΉようにし 
 て糸Ҋ内Χόーの間に通します。

ᶆ 糸Ҋ内 2 に糸をかけ、みͧにそって手前に糸を引き  
 ग़します。

上下停針Ϙタン

ロッΫϘタン

天びん

糸ֻけスタンド

糸Ҋ内 1

糸Ҋ内Χόー

糸Ҋ内 2

みͧ

糸こま
押さえ
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ᶇ 糸こまଆの糸を持ち、糸調子ダイヤルの下をまわし、  
 左上に強めに引きあげて、糸取りばͶにかけます。
˞ 図のように、つのに糸がかかっていないと正しい糸調 
 子がでないため、糸こまଆの糸を持ち、強めに左上に 
 引きあげてください。

糸取りばͶ

糸調子ダイヤル

ᶈ 糸こまଆの糸を持ち、天びんにӈからうしろへまわし、 
 ばͶを通過させて糸݀に入れ、まっす͙下におろしま 
 す。

ᶉ アーム糸Ҋ内にӈからかけます。

ᶊ ໼ҹのように針๮糸かけにӈからかけ、図のҐஔまで 
 糸をずらします。

ᶋ 糸通しを使って針݀に糸を通します。
 糸通しの使い方は、26 ページをごらんください。

天びん

ばͶ

糸݀

針๮糸かけ

y

ui

o

アーム糸Ҋ内

ここまで糸を
入れます。

u i o

糸

つの
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˞ 針は 11 番〜 16 番、糸は 50 〜 90 番が使用できます。
˞ 2 本針のときは、糸通しは使えません。

ᶃ 糸保持板のみͧの奥まで糸を入れます。

ᶄ 糸切りに糸を手前から向こうଆにかけ、糸を切ります。

ᶅ 糸通しレόーをいちばん下までさげます。

ᶆ 糸通しレόーを੩かにもどすと、糸のྠが引きあげら 
 れます。

ᶇ 糸のྠを糸通しから外し、糸のྠを向こうଆに引いて、
 針݀から糸の୺を引きग़します。

௨しࢳ★

q w
【४උ】
ᶃ 上下停針Ϙタンを押して、針をあげます。
ᶄ ロッΫϘタンを押します。上下停針Ϙタン ロッΫϘタン

q

w

e r

t

糸通しレόー

糸切り

糸通しレόー

糸のྠ

糸保持板のみͧの奥
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ᶃ 「●下糸の準備ʗ˒Ϙビンのセット」手ॱᶃ〜ᶅ（23 
 ページ）とಉじ方法で下糸を໼ҹ 1 の方向に引きあ  
 げてみͧに入れたら、そのまま 10cm ほど向こうଆ  
 に引きग़しておき、֯板を取り付けます。
 （糸は、下ଆにあるΧッターで切らないでください。）

ᶄ 針に上糸を通し、押さえ上げをあげた状態で、上糸の
 ୺を指で押さえておきます。

ᶅ 電源スイッチを入れ、（ロッΫ状態の場合は、ロッΫ  
 状態を解除）上下停針Ϙタンを押して針をさげ、もう 
 一度押して針をあげます。
 上糸をܰく引くと下糸のྠが引きग़されます。

ᶆ 上糸と下糸を押さえの下から向こうଆに໿ 10cm ほ  
 ど引きग़して、そろえておきます。

ΪϟβーやスϞッΩングなどをぬう場合のように、ぬい
始めの下糸を長くする必要があるときだけ、下記手ॱᶃ
〜ᶆの方法で下糸を針板の上に引きग़してください。

上糸

下糸

上糸

下糸

上下停針Ϙタン

上糸

下糸

Χッター

みͧ ֯板

˔Լࢳを਑൘の্ʹҾきग़す৔߹
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q

q

w

˔਑൘の֎し方ɺ෇͚方

q w
【४උ】
ᶃ 上下停針Ϙタンを押して、針をあげます。
ᶄ ロッΫϘタンを押します。上下停針Ϙタン ロッΫϘタン

【਑൘の֎し方】

ᶃ 押さえ上げをී通にあげたҐஔよりさらにあげたҐஔ 
 まであげます。
˞ 押さえ上げのあげ方は、14 ページをごらんください。

ᶄ 針板։์レόーをӈに押すと、針板が外れます。

針板を外すときと付けるときには、必ずロッΫϘタ
ンによりミシンをロッΫ状態にしてから行ってくだ
さい。けがの原Ҽになります。

押さえ上げ

【਑൘の෇͚方】

ᶃ ミシンの針板取り付け部左ଆに針板の 2 つのΨイド  
 を入れます。

ᶄ 針板ӈଆにある「˕」ϚーΫが付いている場ॴを「ύ 
 チン」と音がするまで指でしっかりと押しつけて、針 
 板を取り付けます。

˞ 針板を取り付け後、押さえ確ೝメッセージが表示され 
 ます。（਺ඵ後、メッセージは消えます。）
 押さえを確ೝしてください。
 また、はずみ車を手で手前にΏっくりまわして、針が 
 針板にあたらないことを確ೝしてください。

˞ 押さえ確ೝメッセージが消えたら、ロッΫϘタンを押 
 して、ロッΫを解除します。

˞ ミシンの電源スイッチが入っている場合は、針板が外 
 れているあいだ、針板が外れていることを示す注意  
 ը面が表示されています。
 針板を取り付けたとき、この注意ը面が消えることを 
 確ೝしてください。消えない場合は、もう一度取り付 
 け直してください。

針板

針板։์レόー

w

Ψイド

Ψイド

「˕」ϚーΫ

ʬ注意ը面ʭ

ʬ押さえ確ೝメッセージʭ

ԡ͑͞を֬ೝしてͩ͘͞いɻ

ミシン運స中は、針板։์レόー
はさわらないでください。
けがの原Ҽになります。
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【す͗Δ৔߹の調અڧ͕ࢳ্】

上糸が強す͗ると下糸が布の表に引きग़されます。
糸調子ダイヤルをまわして਺஋をখさくします。

【ऑす͗Δ৔߹の調અ͕ࢳ্】

上糸がऑす͗ると上糸が布のཪに引きग़されます。
上糸が布の表でたるんだり、ྠになる場合もあります。
糸調子ダイヤルをまわして਺஋を大きくします。

【όϥϯスのͱΕたࢳ調ࢠ】

直線ぬいのときは、上糸と下糸が布のほ΅中ԝでまじわ
ります。

ジグβグぬいのときは、布のཪଆに上糸がগしग़るくら
いになります。

模様をબ୒すると模様のすいしΐう糸調子が表示されま
す。
糸調子ダイヤルをまわして、指示線にすいしΐう஋の目
安の਺஋を合わせてください。

˞ 糸調子が正しく調અされていないと、ぬい目がきたな
 くなったり、布にしわがよったり、糸が切れたりします。

【෍஍のཪଆ͕λΦϧ஍のΑ͏ʹͳΔの͸】
左図のように布地の表ଆはී通にぬえて、ཪଆがタΦル地のようになる
のは上糸の糸調子がऑす͗るか、上糸のかけ方がまちがっています。
24、25 ページをごらんの上、正しく上糸をかけてください。
また、上糸調子の調અは上図をߟࢀにしてください。

布のཪ
布の表

上糸

下糸

ʬ௚ઢぬいのྫʭ

布のཪ

布のཪ

布のཪ

布の表

布の表

布の表

上糸

上糸

上糸

下糸

下糸

下糸

෍のද

෍のཪ

ʬδάβάぬいのྫʭ

の調અࢠ調ࢳ˔
指示線

すいしΐう஋

糸調子ダイヤル
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(B)

(A)

(C)

˔ૹΓࣃの͛͞方
送りࣃドロップつまみで送りࣃを常時さげた状態にし、
布送り機能をなしにすることができます。
Ϙタン付けなどを行うときに使用します。

˞ 送りࣃをさげた場合、ぬいがऴわったら送りࣃドロッ 
 プつまみを「送りࣃをあげるҐஔ」にもどし、はずみ 
 車を手で手前にまわして送りࣃがあがることを確ೝし 
 てください。

送りࣃドロップつまみ

送りࣃ

ૹΓࣃの஫ҙ画面

「送りࣃをあげるҐஔ」「送りࣃをさげるҐஔ」

はずみ車

送りࣃをさげたままミシンをスタートさせるとը面に
メッセージが表示されます。

（A
 のը面は、送りࣃがさがっているという意ຯです。
布を送りたくない場合は、そのままスタートしてくだ
さい。
必ず、ద切な押さえに交換してください。

（#
 のը面は、送りࣃをあげてくださいというメッセー
ジです。
送りࣃをあげてミシンをスタートしてください。

（$
 のը面は、送りࣃをさげてくださいというメッセー
ジです。
送りࣃをさげてミシンをスタートしてください。

必ず模様に合った押さえを使用してください。
間ҧった押さえを使用すると、針が押さえにあたり
けがの原Ҽになります。



31

˕໛様のબͼํ
൘ݟૣ˔

ミシンのૣ見板は、このミシンでぬうことができるすべての模様が表示されています。
模様をબぶ場合は、ૣ見板からその模様がどのϞードにあるかを見つけ、ը面にそのϞードを表示させ、
次にその中からぬいたい模様をબびます。

ɾ ࢛֯にృられている模様　　　等は、上下൓సができる模様です。ʜ上記ૣ見板のʬ1ʭࢀর

ɾ 上送り押さえに使用できる模様はʜ上記ૣ見板のʬ2ʭࢀর

ɾ 直線針板使用時使用できる模様はʜ上記ૣ見板のʬ3ʭࢀর

ɾ プロフΣッシϣφル直線針板使用時使用できる模様はʜ上記ૣ見板のʬ4ʭࢀর

ɾ ૣ見板 2/3 のจࣈ番号の下ஈ੨਺ࣈは、ӳจࣈスΫリプト体です。

 ૣ見板 3/3 のจࣈ番号の下ஈ੨਺ࣈは、ͻらがな、ΧタΧφ、਺ࣈ、記号のॎ書きです。

˞ ૣ見板ペラはૣ見板のΫリップにڬんでお使いください。（6 ページࢀর）

ʬ1ʭ ʬ�ʭ

ʬ�ʭ ʬ�ʭ ʬૣݟ൘ϖϥ���ʭ

Ϋリップ

ʬૣݟ൘1��ʭ ʬૣݟ൘���ʭ
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模様番号

w e

q

˔模様の選び方

【モード1のダイレクト模様選択】
Ϟード1では਺ࣈϘタンで、ダイレΫトに模様をબびます。
˞ お޷みの模様をダイレΫト模様બ୒にొ࿥することが 
 できます。Ϟード 2 の模様 001 〜 200 がొ࿥でき 
 ます。
 （33 ページをごらんください。）

ᶃ ϞードϘタンを押して、Ϟード 1 のը面を表示させ  
 ます。
 模様 1 のぬい実行ը面が表示されます。
ᶄ ਺ࣈϘタンでダイレΫトに模様をબびます。
 （ྫ）模様 2
ᶅ 模様 2 のぬい実行ը面が表示されます。

【モードの੾Γか͑】
Ϟードは 3 つに分かれていてϞードϘタンを押し、Ϟー
ドをબ୒します。
બ୒されたϞードの模様をબぶことができます。

ϞードϘタン

ʬ模様 1 のぬい実行ը面ʭ

ʬ模様 2 のぬい実行ը面ʭ

਺ࣈϘタン

画面のઆ໌
ը面には、બばれているϞードと模様一ཡ、模様番号と模様、
その模様の代表的なぬいに使用される押さえのイラストと記号、
その模様に自動的にઃ定されている模様のぬい目の幅とぬい目
のあらさ、糸調子、押さえ圧の஋、送りࣃのҐஔが表示されて
います。

模様

押さえ

糸調子

送りࣃのҐஔ

押さえ圧

Ϟード

ぬい目の幅 ぬい目のあらさ

模様一ཡ

模様一ཡ表示Ϙタンを押すと、
Ϟード 1 では、模様一ཡの表示が
表示されている模様のぬい目の幅、
あらさ表示になります。

模様一ཡ表示Ϙタン

★模様の選び方（モード1）

記ԱΩーでダイ
レΫトબ୒模様
のొ࿥ができま
す。

ʬϞード 1 のॳ期ը面ʭ

ʬϞード 2 のॳ期ը面ʭ

ʬϞード 3 のॳ期ը面ʭ

モード1
10 Ϙタンで直઀模様をબぶこࣈの実用ぬい模様を਺ݸ
とができます。

モード�
200 の実用ぬい、Ϙタンホール、か͟りぬい等の模様ݸ
があります。
3 ܻの模様番号を入力して、模様をબびます。
モード�
จࣈぬい模様をબぶことができます。
3 ܻの模様番号を入力して、จࣈ（模様）をબびます。
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q

★ダイレクト選択模様の登録（モード1）
お޷みの模様をダイレΫト模様બ୒にొ࿥することがで
きます。

˞ ը面に模様一ཡが表示されていないと、お޷みの模様 
  をダイレΫト模様にొ࿥することができません。
  模様一ཡ表示Ϙタンを押して、模様一ཡを表示させて 
  ください。
˞Ϟード 2 の模様がダイレΫト模様にొ࿥することがで 
  きます。

模様一ཡ表示
Ϙタン

模様一ཡ

ᶃ 記ԱϘタンを押します。
 ダイレΫト模様ొ࿥ը面が表示されます。
 4 〜 9、0 の模様をお޷みの模様に変更し、ొ࿥で  
 きます。

ʬダイレΫト模様ొ࿥ը面ʭ

ᶄ お޷みの模様に変更したい模様の਺ࣈを 4 〜 9、0  
 の਺ࣈϘタンからબびます。
 （ྫ模様番号 4）

ᶅ ొ࿥する模様番号を入力します。（ྫ模様番号 023）
˞ 模様番号入力は、਺ࣈϘタン、ぬい目の幅調અダイ  
 ヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤル、໼ҹϘタンで入 
 力できます。
ᶆ 記ԱϘタンを押します。
˞ 取り消しϘタン「　　　」（ดじる）を押すと、ొ࿥し 

 ないで前のը面にもどります。

ᶇ 記ԱϘタンを押し、ొ࿥します。
˞ ダイレΫト模様ొ࿥ը面のᶆの模様が変更されます。

w

e

r

ʬダイレΫト模様ొ࿥ը面ʭ

記ԱϘタン

記ԱϘタン

਺ࣈϘタン

਺ࣈϘタン

記ԱϘタン

ొ࿥された模様

ʬぬい実行ը面ʭ

ʬぬい実行ը面ʭ ˞ ぬい実行ը面の模様一ཡ模様番号 4 がొ࿥した模様  
  になっています。次からは਺ࣈϘタン 4 を押して模  
  様をબぶことができます。

ดじる

t
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w

【ダイレクト選択模様の登録औΓফし】

ᶄ 2 本針Ϙタンを押します。
 「すべてॳ期状態に໭します」と注意メッセージが表  
 示されます。

ᶅ 記ԱϘタンを押します。
 「ϐー」と໐って、模様番号 4 のొ࿥が取り消されます。

˞ 取り消しϘタン「　　　」（ดじる）を押すと、ొ࿥し 

 ないで前のը面にもどります。

ᶆ 記ԱϘタンを押します。
 ぬい実行ը面が表示されます。

す΂て初期ঢ়ଶʹ戻します

ʬ注意メッセージʭ

2 本針Ϙタン

記ԱϘタン

ʬぬい実行ը面ʭ

ʬダイレΫト模様ొ࿥ը面ʭ

記ԱϘタン

ʬぬい実行ը面ʭ

e

r

ʬダイレΫト模様ొ࿥ը面ʭ

記ԱϘタン

q
ᶃ 記ԱϘタンを押します。

ดじる
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w

e

q

q

★模様の選び方（モード�ɾモード�）

【਺ࣈϘλϯを࢖༻すΔ৔߹】

3 ܻの模様番号を਺ࣈϘタンで入力し、模様をબびます。

q ϞードϘタンを押して、Ϟードをબびます。
 （ྫ . Ϟード 2）

w 「0」、「9」、「8」のॱに਺ࣈϘタンを押します。
 （ྫ . 模様番号 098）
 ਺ࣈϘタンを押すと、จࣈ入力ը面が表示されます。
˞ 入力は「0」をඈばして、「9」から入力しないでく  
 ださい。

ᶅ 模様 098 が表示されます。

w

e

ϞードϘタン

਺ࣈϘタン

【	ぬい目の෯調અダイϠϧɺぬい目の͋Β͞調		
	 અダイϠϧを࢖༻すΔ৔߹】

q ϞードϘタンを押して、Ϟードをબびます。
 （ྫ . Ϟード 2）

w 模様一ཡ表示Ϙタンを押します。
 模様一ཡ表示ը面が表示されます。

ᶅ ぬい目の幅調અダイヤルをまわして、ページをめく  
 ります。

ᶆ ぬい目のあらさ調અダイヤルをまわして、Χーιル  
。をબ୒する模様のҐஔまで移動させます「࿮࢛֯」 

ᶇ 記ԱϘタンを押します。
 模様 098 が表示されます。

ϞードϘタン

模様一ཡ表示
Ϙタン

ʬจࣈ入力ը面ʭ

ʬ模様一ཡ表示ը面ʭ

ページ

ぬい目の幅調અ
ダイヤル

ぬい目のあらさ
調અダイヤル

記ԱϘタン

Χーιル

r

t
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【໼ҹϘλϯを࢖༻すΔ৔߹】

q Ϟードをબびます。
 （ྫ . Ϟード 2）

w ໼ҹϘタンを押します。
 （ྫ . 模様番号 098）
˞ ໼ҹϘタンを長押しすると、自動で模様が切りかわ  
 ります。
ᶅ 模様 098 が表示されます。

q

ϞードϘタン

w

e

໼ҹϘタン
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【項目の選び方】ྫ . スタート速度調અઃ定

ᶃ ぬい目の幅調અダイヤルでઃ定したい項目のあるペー 
  ジをબびます。
˞ ઃ定ը面のスタートストップ表示は、ΧタΧφ表示で 
  すが、ミシンの表示は　　　ӳจࣈ表示です。

ᶄ ぬい目のあらさ調અダイヤルをまわして、ઃ定項目に 

  Χーιル「▶」を上下に移動させます。

e ໼ҹϘタンを押します。
  スタート速度調અઃ定ը面が表示されます。

˞ ઃ定しない場合は、取り消しϘタン「　　　」（ดじ  

  る）を押します。

ᶆ ぬい目のあらさ調અダイヤル、ぬい目の幅調અダイヤ 

  ル、または໼ҹϘタンでお޷みのઃ定をબびます。

ᶇ 記ԱϘタンを押します。

˞ ミシンのઃ定をଓける場合は、手ॱᶄにもどり、他の 

  ઃ定をબ୒します。

ᶈ ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。

  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。

˕ϛγϯのઃఆ

q

w

セットϘタンを押すとઃ定ը面が表示され、ミシンをॳ
期の状態（ߪ入時のઃ定状態）から変更することができ
ます。

ઃ定ը面は 3 ը面（1/3、2/3、3/3）になっていて、
ぬい目の幅調અダイヤルをまわすとը面が切りかわりま
す。
ઃ定項目は 12 項目あります。

セットϘタン

ʬઃ定ը面 1/3ʭ

e

r

ʬઃ定ը面 2/3ʭ

ʬスタート速度調અઃ定ը面ʭ

ページ

t

બんだ
項目

બんだઃ定項目のアイコン

໼ҹϘタン

y

ʬぬい実行ը面ʭ

記ԱϘタン

記ԱϘタン

ぬい目のあらさ
調અダイヤル

ぬい目のあらさ
調અダイヤル

ぬい目の幅
調અダイヤル

Χーιル

ʬઃ定ը面 2/3ʭ
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ʬぬい実行ը面ʭ

【画面の໌Δ͞の設定】

ը面の明るさが「0」〜「20」のൣғでઃ定できます。
ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）は「10」です。

ᶃ ໼ҹϘタンを押して、ը面の明るさઃ定をબびます。 
  ઃ定ը面（1/3 ページ）
ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイ  
 ヤル、 または໼ҹϘタンでお޷みの明るさをબびます。
ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。

【ϒβーԻྔの設定】

Ϙタンを押したときなどに໐るブβーの音量を「消音」
（OFF）「খさめ」（1）「ී通」（2）「大きめ」（3）の
4 ஈ֊でઃ定できます。
ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）は「ී通」（2）です。
˞ Ϙタンを押して受け付けられたときに໐るブβー音な 
 ど、正しい操作をしたときの受け付け音は「消音」に 
 できますが、その他の音（禁止、ܯ告音等）は「消音」 
 にできません。
ᶃ ໼ҹϘタンを押して、ブβー音量のઃ定をબびます。 
  ઃ定ը面（1/3 ページ）
ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤ 
  ル、または໼ҹϘタンでお޷みの音量をબびます。
ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。

ʬઃ定ը面 1/3ʭ

ʬը面の明るさઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

ʬઃ定ը面 1/3ʭ

ʬブβー音量ઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

【੾Γ記憶の設定ࢳ】

糸切り記Աあり（ON）をઃ定すると、Ϙタンホールなど
模様の最後にほつれ止めの止めぬいが入っていて、ぬい
ऴわると自動的にミシンが停止する模様は、ミシンが停
止するとಉ時に糸を切ります。その他の模様も、止めぬ
いϘタン、またはฦしぬいϘタンでぬいऴわりに止めぬ
いを入れてミシンを停止した場合、ミシンが停止すると
ಉ時に自動的に糸を切ります。ॳ期の状態（ߪ入時のઃ
定状態）は「OFF」（糸切り記Աなし）です。

˞ 30 番および 30 番よりଠい糸や特घな糸でぬう場合 
 は、糸切り記Աは使用しないでください。ミシンの  
 面板に付いている糸切りを使用してください。
 （43 ページࢀর） 
ᶃ ໼ҹϘタンを押して、糸切り記Աઃ定をબびます。
  ઃ定ը面（1/3 ページ）
ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤ 
  ル、または໼ҹϘタンで糸切り記Ա「ON」または  
  「OFF」をબびます。
ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。
˞ ぬい実行ը面に糸切りϚーΫが表示されます。

ʬઃ定ը面 1/3ʭ

ʬ糸切り記Աઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

糸切りϚーΫ
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【ϛγϯఀ࣌ࢭの਑Ґஔ設定】

ミシンを停止したときの針のҐஔを「下Ґஔ停止」（布に
ささったҐஔ）、「上Ґஔ停止」のどちらかにઃ定できます。
ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）は「下Ґஔ停止」です。

ᶃ ໼ҹϘタンを押して、ミシン停止時の針Ґஔઃ定をબ 
  びます。ઃ定ը面（1/3 ページ）

ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤ 
  ル、または໼ҹϘタンで停止Ґஔをબびます。

ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。

ʬઃ定ը面 1/3ʭ

ʬミシン停止時の針Ґஔઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

【Ώͬ͘Γスλートの଎౓設定】
（スタートʗストップϘタン）

スタート / ストップϘタンでミシンをスタートさせたと
き、Ώっくり動き始めてからスϐードコントロールつま
みでセットした速さになりますが（Ώっくりスタート機
能）、その動き始めの速度を「஗い」（1）「ී通」（2）速
め」（3）の 3 ஈ֊でઃ定できます。
ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）は「ී通」（2）です。

ᶃ ໼ҹϘタンを押して、動き始めの速度ઃ定をબびます。
  ઃ定ը面（2/3 ページ）

ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤ 
  ル、または໼ҹϘタンでお޷みの速度をબびます。

ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。

【Ώͬ͘Γスλートの଎౓設定】
（フットコントローラー）

フットコントローラーでミシンをスタートさせたとき、
Ώっくり動き始めてからスϐードコントロールつまみで
セットした速さになりますが（Ώっくりスタート機能）、
その動き始めの速度を「஗い」（1）「ී通」（2）速め」（3）
の 3 ஈ֊でઃ定できます。
ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）は「ී通」（2）です。

ᶃ ໼ҹϘタンを押して、動き始めの速度ઃ定をબびます。
  ઃ定ը面（2/3 ページ）

ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤ 
  ル、または໼ҹϘタンでお޷みの速度をબびます。

ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。

ʬઃ定ը面 2/3ʭ

ʬΏっくりスタートઃ定ը面ʭ

ʬઃ定ը面 2/3ʭ

ʬΏっくりスタートઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

記ԱϘタン
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【ステッチの調整値を保存（FS)】
（Ϟード 1・Ϟード 2 のみઃ定Մ能）

模様をબぶと、模様のぬい目の幅やあらさ、模様の長さ（Τ
ロンήーシϣン）などはॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）
Φート஋にセットされますが、スςッチの調整஋保存を

「ON」にઃ定すると、Φート஋を模様ごとにお޷みの஋
に変更して記Ա（保存）することができます。Φート஋を
お޷みの஋に変更して記Աしておくと、その模様をબぶだ
けで、ઃ定した஋でぬうことができます。
ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）は、スςッチの調整஋保
存ができるઃ定です。（ON）
ᶃ ໼ҹϘタンを押して、スςッチの調整஋保存ઃ定をબ 
  びます。ઃ定ը面（2/3 ページ）
ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤ 
  ル、または໼ҹϘタンでスςッチの調整஋保存「OFF」 
  または「ON」をબびます。
ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。
※	スςッチの調整஋保存を「OFF」にઃ定すると、変更 
 したΦート஋は、ॳ期の状態にもどります。
 変更したΦート஋は記Աされていますので、スςッチ  
 の調整஋保存を「ON」にઃ定すると、変更したΦー  
 ト஋にもどすことができます。
˞ Φート஋の変更は、46 ページをごらんください。
˞ 全模様の調整஋を࡟除する場合は、਺ࣈϘタン「　　」
 を押してください。
 注意メッセージը面が表示されます。記ԱϘタンを押  
 します。

ʬઃ定ը面 2/3ʭ

ʬスςッチ調整஋ઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

【お好み記憶の設定】

通常は、ミシンの電源スイッチを入れると模様 1（Ϟー
ド 1）のぬい実行ը面になります。

お޷み記Ա ON にするとミシンの電源スイッチを入れた
とき、前ճ最後にぬっていた模様のぬい実行ը面になり、
ぬい目の幅やあらさのઃ定஋も前ճとಉじ৚݅でぬうこ
とができます。
ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）はお޷み記Աがઃ定さ
れていません。（OFF


ᶃ ໼ҹϘタンを押して、お޷み記Աઃ定をબびます。
  ઃ定ը面（2/3 ページ）
ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤ 
  ル、または໼ҹϘタンで「お޷み記Աઃ定」（ON）  
  または「OFF」をબびます。
ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。
˞ お޷み記Աが「ON」にઃ定された状態で電源スイッ  
  チを入れると、前ճのぬいը面を確ೝするための注意 
  メッセージը面が表示されます。記ԱϘタンを押すと 
  前ճ最後にぬっていた模様のը面になります。

ʬઃ定ը面 2/3ʭ

ʬお޷み記Աઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

前回のぬい画面を
開きますか？

ʬ電源を入れたときの、注意メッセージը面ʭ

਺ࣈϘタン

保存してたステッチの調整値を
全て初期値の戻しますか？

ʬ਺ࣈϘタンᶃを押したときの、
注意メッセージը面ʭ



41

【画面のޠݴ設定】

ը面に表示されるޠݴを 15 Χ国の中からઃ定できます。
ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）は「日本ޠ」です。
はޠݴ ˞ 15 。ありますޠݴ
 （日、ӳ、෹、੢、ಠ、འ、ҏ、ス΢Σーσン、フΟ  
  ンランド、ロシア、ϙルトΨル、ϙーランド、
  トルコ、ϊル΢Σー、σンϚーΫ）
ᶃ ໼ҹϘタンを押して、ը面のޠݴઃ定をબびます。
  ઃ定ը面（3/3 ページ）
ᶄ ઃ定したいޠݴのあるページを、ぬい目の幅調અダイ 
  ヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤル、または໼ҹϘタ 
  ンでબびます。
ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。

ʬઃ定ը面 3/3ʭ

ʬޠݴઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

%ansk
NoSsk
日本ޠ

【ϛγϯの設定のΦーϧクϦΞ】

ઃ定ը面で変更したミシンのઃ定項目「ޠݴઃ定」を除
く全てを一ׅしてॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）にも
どすことができます。

ᶃ ໼ҹϘタンを押して、ミシンのઃ定のΦールΫリアઃ 
  定をબびます。ઃ定ը面（3/3 ページ）
ᶄ 注意メッセージが表示されます。
  ΦールΫリアする場合は、記ԱϘタンを押すと「ϐー」 
  と໐ってΦールΫリアされます。
˞ ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。  
˞ ΦールΫリアしない場合は、取り消しϘタン「　　 」 
  を押します。

【ࣗಈిݯΦϑλイϚー設定】
お買い上げミシンにはର応していません。

ʬઃ定ը面 3/3ʭ

ʬઃ定のΦールΫリアը面ʭ

記ԱϘタン
す΂て初期ঢ়ଶʹ戻します

【Լרࢳき଎౓設定】

下糸רきの速度をઃ定することができます。

ॳ期の状態（ߪ入時のઃ定状態）は「1」〜「5」の 5
ஈ֊で「5」（いちばん速い速度）にઃ定されています。

ᶃ ໼ҹϘタンを押して、下糸רき速度ઃ定をબびます。
  ઃ定ը面（3/3 ページ）
ᶄ ぬい目の幅調અダイヤル、ぬい目のあらさ調અダイヤ 
  ル、または໼ҹϘタンで「1」（いちばん஗い速度）  
 〜「5」（いちばん速い速度）のお޷みの速度をબびます。
ᶅ 記ԱϘタンを押すと変更されます。
　 ઃ定ը面にもどったら、記ԱϘタンを押します。
  ઃ定され、ぬい実行ը面になります。

ʬઃ定ը面 3/3ʭ

ʬ下糸רき速度ઃ定ը面ʭ

記ԱϘタン

日本ޠ
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ᶃ	模様൪߸	����������������������������1（Ϟード 1）

	 001（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

q

★௚ઢぬい（த਑Ґஔ）

ϛγϯのηット

˔௚ઢ（௚ઢঢ়模様）ぬい

【ぬい࢝Ί】

ᶃ 上糸を押さえの下から向こうଆに引きग़した状態で布 
 を入れ、糸と布を左手で押さえ、はずみ車を手で手前 
 にまわして最ॳのぬいҐஔに針をさします。

˞ 通常、内がまにϘビンをセットしたあとや、糸切りϘ 
 タンを使用して糸を切ったあとのぬい始めは、下糸は 
 針板の上に引きग़す必要はありませんが、上糸は必ず 
 向こうଆに引いて、押さえで押さえてください。

ᶄ 押さえ上げをさげて、ぬい始めます。

˞ ぬい始めのほつれ止めは、ฦしぬいϘタンを押します。

ぬい࢝ΊのࢳのҾきग़し方

通常は、ぬい始めの上糸は押さえの向こうଆに引きग़
して、押さえで押さえます。
ただし、F：サςン押さえや R：Ϙタンホール押さえ
など押さえのཪଆの前後方向（ॎ方向）がへこんでい
て押さえ面がない押さえは、ぬい始めの糸はԣ方向に
引きग़して、押さえで押さえてください。

【ްखの෍୺のぬい࢝Ί】

ᶃ 最ॳのぬいҐஔに針をさし、基本押さえのࠇϘタンを
 押しࠐみます。

ᶄ ࠇϘタンを押したまま押さえ上げをさげます。

ᶅ ࠇϘタンから手をはなし、ぬい始めます。

Ϙタンを押した状態で押さえ上げをさげると押さえࠇ ˞
 が水平に固定され、ஈ部をスムーζにぬい始めること
 ができます。
 ぬい始めるとࠇϘタンがもどり、押さえはもとの自༝
 に動く状態になります。

R：Ϙタンホール押さえ

F：サςン押さえ

Ϙタンࠇ

押さえが水平に
固定される

布

w

e r

ฦしぬいϘタン

˕͵͍ํ
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【ぬい方޲のมߋ】

ᶃ 布の方向をかえるҐஔまできたらミシンを止めます。

ᶄ 布に針がささっていない場合は、上下停針Ϙタンを押 
 して針を布にさし、押さえ上げをあげます。

˞ 通常はミシンを停止すると、針が布にささった状態に
 なっています。

ᶅ 針を布にさしたままぬい方向をかえ、押さえ上げをさ
 げてぬい始めます。

˞ ぬいҐஔがずれなくてきれいにぬうことができます。

【ぬいऴΘΓ】

ᶃ ぬいऴわりのҐஔでฦしぬいϘタンを押して਺針ฦし
 ぬいを行い、ミシンを止めます。

ᶄ 糸切りϘタンを押して糸を切ります。

˞ 針が布にささった状態でも、糸切りϘタンを押すと針
 は上のҐஔに移動します。

ᶅ 押さえ上げをあげて布を向こうଆに引きग़します。

˞ ぬい始めとぬいऴわりのほつれ止めを自動的に行う自

 動ฦしぬい模様　　	 Ϟード 1）　　（Ϟード 2）と、  

 自動止めぬい模様　　	 Ϟード 1）　　（Ϟード 2）  

 があります。

 「˒自動ฦしぬい」、「˒自動止めぬい」（50、51 ペ  
 ージ）をごらんください。

面൘のࢳ੾Γの࢖い方

30 番および 30 番よりଠい糸や特घな糸を切る場合または、2 本針ぬいで糸を切る場合は、ミシンの面板
に付いている糸切りを使用してください。
針と押さえ上げをあげ、布を向こうଆに引きग़してから手前にฦすようにして糸を切ります。

上下停針Ϙタン

方向をかえるҐஔ
（針をさしてぬい方向をかえる）

ฦしぬいϘタン

糸切りϘタン

面板

糸切り
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針板には、布のぬいҐஔをܾめるためのศ利なΨイドが
いろいろ表示されています。

【Ψイドϥイϯ】

布୺を針板のΨイドラインに合わせてぬうと、布୺から
正確なҐஔにぬうことができます。
Ψイドラインの਺ࣈは、ぬいҐஔ（針板の݀の中ԝ）か
らΨイドラインまでのڑ離を「インチ」と「ミリメートル」
で表示しています。

˞ Ψイドラインは֯板にも表示されています。

【ίーφーϦϯάΨイド】

布୺から 1.6cm（5/8 インチ）のところで直֯にぬい
方向をかえるときに利用します。

（ぬい方向をかえたあと布୺から 1.6cm（5/8 インチ）
のҐஔでぬうことができます。）

ᶃ 布୺がコーφーリングΨイドのところにきたらミシン 
 を停止します。

ᶄ 針を布にさした状態で押さえ上げをあげ、布を直֯に
 ճసさせます。
 布୺が針板ӈଆのΨイドライン 1.6cm（5/8 イン  
 チ）のҐஔに合います。

ᶅ 押さえ上げをさげ、ミシンをスタートさせます。

【֯౓目੝Γ】

֯度目੝りは、ύッチϫーΫのϐース作りに使うとศ利
です。
ύッチϫーΫ布（ϐース）の֯度とಉじ֯度目੝りに布
୺を合わせると、しるしなしでぬいしろ 0.65cm（1/4
インチ）のぬい始めのҐஔをܾめることができます。

˞ 使い方は、●ύッチϫーΫ（87 ページ）をごらんく  
 ださい。

★਑൘Ψイドの࢖い方

ぬいҐஔ（針板の݀の中ԝ）

֯度目੝り

֯板

コーφーリングΨイド
1.6cm（5/8 インチ） （針板手前のΨイドライン）

0.65cm
（1/4 インチ） 1.6cm（5/8 インチ）

0.95cm（3/8 インチ）

֯度目੝り

布（ϐース）

コーφーリングΨイド

1.6cm（5/8 インチ）

布୺

Ψイドライン（インチ表示）

Ψイドライン
（ミリメートル表示）
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4.5 9.00.0

5.001.00 2.40

★ぬい目の෯（਑Ґஔ）のか͑方
ぬい目の幅調અダイヤルでぬい目の幅（直線状模様の場
合は針Ґஔ）をかえることができます。

ぬい目の幅調અダイヤルをӈにまわすと表示されている
਺஋が大きくなり、ぬい目の幅が޿くなります。
直線状模様の場合は、針がӈへ移動します。

ぬい目の幅調અダイヤルを左にまわすと表示されている
਺஋がখさくなり、ぬい目の幅がせまくなります。
直線状模様の場合は、針が左へ移動します。

˞ ը面の਺஋は、ぬい目の幅の目安をミリメートルで表 
 示しています。
 直線状模様の場合は、左針Ґஔからのڑ離の目安をミ 
 リメートルで表示しています。
　 左針Ґஔが「0.0」、中針Ґஔが「4.5」、ӈ針Ґஔが
 「9.0」になります。

˞ ը面の਺஋にʦ　ʧが付いている場合がΦート஋（電 
 源を入れたとき、ミシンに自動的にઃ定されている  
 ஋）です。਺஋を変更するとʦ　ʧが消えます。

˞ 下記の直線状模様がぬい目の幅調અダイヤルで針Ґஔ 
 をかえることができます。（模様のイラストに針板の  
 ݀の表示があります。）

ぬい目のあらさ調અダイヤルでぬい目のあらさをかえる
ことができます。

ぬい目のあらさ調અダイヤルをӈにまわすと表示されて
いる਺஋が大きくなり、ぬい目のあらさがあらくなります。

ぬい目のあらさ調અダイヤルを左にまわすと表示されて
いる਺஋がখさくなり、ぬい目のあらさがࡉかくなります。

˞ ぬい目のあらさは、布や糸によりかわりますので、ը 
 面の਺஋は目安としてミリメートルで表示しています。
 また、ฦしぬいのぬい目のあらさは、表示਺஋よりখ 
 さくなります。
˞ ը面の਺஋にʦ　ʧが付いている場合がΦート஋（電 
 源を入れたとき、ミシンに自動的にઃ定されている  
 ஋）です。਺஋を変更するとʦ　ʧが消えます。

★ぬい目の͋Β͞のか͑方

針Ґஔの஋ 変更するとʤ　ʥの表示が
消えます。

ぬい目の幅調અダイヤル

ぬい目のあらさの஋ 変更するとʤ　ʥの表示が
消えます。

ぬい目のあらさ調અダイヤル

ʬ਑Ґஔ͕มߋͰきΔ௚ઢঢ়模様ʭ

ぬい目のあらさ

針板の݀の表示
（Ϟード 1） （Ϟード 2）
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【ྫ】	 模様ɹɹのぬい目の෯（਑Ґஔ）の
	 Φート値ʮ���ʯをʮ���ʯʹมߋすΔ

ᶃ Ϟード 2 の模様 001 をબびます。
 ぬい目の幅調અダイヤルをまわして、ぬい目の幅（針 
 Ґஔ）のを「5.0」に変更します。
˞ ぬい目のあらさを変更するときは、ぬい目のあらさ調 
 અダイヤルをまわして変更してください。

ᶄ 保存ʗݺびग़し・FS Ϙタンを押すと、保存ʗݺびग़  
 し・Φート஋ઃ定ը面が表示されます。
 記ԱϘタンを押すと、Φート஋ઃ定ը面になります。
˞ ਺ࣈϘタン「0」を押すと、ミシンに保存しているݺ  
 びग़しը面になります。模様σータの保存 114 ペー 
 ジをごらんください。
˞ 取り消しϘタン「　　」を押すと、ぬい実行ը面にも 
 どります。

ᶅ ਺ࣈϘタン「1」を押すと、変更したΦート஋が保存  
 され、ぬい実行ը面にもどります。

˞ 取り消しϘタン「　　」を押すと、ぬい実行ը面にも 
 どります。
˞ ぬい実行ը面の਺஋にΦート஋が変更されたことを示 
 す「FS」ϚーΫが表示されます。
˞ ਺ࣈϘタン「2」を押すと、注意ը面が表示されます。

 記ԱϘタン「　　」を押すと、ॳ期の஋にもどります。

 取り消しϘタン「　　」を押すと、Φート஋ઃ定ը面 

 にもどります。

w

q

★ぬい目の෯（਑Ґஔ）ɺぬい目の͋Β͞のΦート値のมߋ

ぬい目の幅（針Ґஔ）、ぬい目のあらさ、模様の長さ（Τ
ロンήーシϣン）のΦート஋（電源を入れたとき、ミシ
ンに自動的にઃ定されている஋）をお޷みの஋に変更し
て記Աすることができます。

Φート஋をお޷みの஋に変更して記Աしておくと、その
模様をબぶだけで、そのઃ定した஋でぬうことができます。
˞ Ϟード 3 は変更できません。
˞ スςッチの調整஋（FS
 ઃ定は、40 ページをごらん 
 ください。

保存ʗݺびग़し・
FS Ϙタン

記ԱϘタン

ʬぬい実行ը面ʭ

ʬ保存ʗݺびग़し・Φート஋ઃ定ը面ʭ

ʬΦート஋ઃ定ը面ʭe

ʬぬい実行ը面ʭ

「FS」ϚーΫ

਺ࣈϘタン「1」

ぬい目の幅調અ
ダイヤル

ʬ注意ը面ʭ

初期値の戻しますか？
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【มߋしたΦート値を初期のঢ়ଶʹ΋Ͳす৔߹】

ᶃ Φート஋を変更した模様をબびます。
 保存ʗݺびग़し・FS Ϙタンを押します。

ᶄ 保存ʗݺびग़し・Φート஋ઃ定ը面が表示されます。
 記ԱϘタンを押します。

ᶅ Φート஋ઃ定ը面が表示されます。
 ਺ࣈϘタン「2」を押します。

 「ॳ期஋に໭しますかʁ」と表示されます。

ᶆ 記ԱϘタンを押すと、「ϐー」とブβーが໐り、ॳ期  
 ஋（ぬい実行ը面）にもどります。

˞ 取り消しϘタン「　　」を押すと、Φート஋ઃ定ը面 
 にもどります。

ᶇ 「FS」ϚーΫが消え、ॳ期஋にもどります。

˞ 変更した全模様のΦート஋を一ׅしてॳ期の状態（ߪ
 入時のઃ定状態）にもどす方法は、˕ミシンのઃ定  
 40 ページをごらんください。

q

w

初期値ʹ戻しますか？

保存ʗݺびग़し・
FS Ϙタン

記ԱϘタン

ʬ保存ʗݺびग़し・Φート஋ઃ定ը面ʭ

ʬΦート஋ઃ定ը面ʭ

਺ࣈϘタン「2」

e

記ԱϘタン

ʬぬい実行ը面ʭ

「FS」ϚーΫなし

ʬぬい実行ը面ʭ

r

t
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上布と下布でずれやすい布地やൽなど送りにくい布地を
ぬう場合、上送り押さえを使用するときれいにぬうこと
ができます。

上送り押さえが使用できる模様は、ૣ見板に表示されて
いる左図の模様です。

【ぬい方】

ᶃ 上送り押さえを取り付けます。

˞ 上送り押さえの取り付け方は、17 ページをごらんく  
 ださい。

ᶄ 上糸を押さえの下に通して向こうଆに引きग़し、ぬい 
 ます。

˞ しま地や֨子じま、プリント地をぬうときは、布地の
 ୺と最ॳのしまをぬい目のはじめのところで注意ਂく
 そろえ、ぬい目の線に直֯にϐンを止め、ぬいます。

˞ 直線針板を使うときは、50 ページをごらんください。

্෍ͱԼ෍͕ͣΕΔ৔߹

上布と下布でずれる場合は、上送り調અダイヤルをまわ
して調અします。

A 図のようにずれる場合は、上送り調અダイヤルを「ʴ」
方向にまわします。

# 図のようにずれる場合は、上送り調અダイヤルを「−」
方向にまわします。

˞ 上送り押さえを使用しないときは、必ず上送り調અダ 
 イヤルのҐஔを「0」のҐஔにもどしてください。

★্ૹΓԡ͑͞の࢖い方

ʬૣ見板ʭ

上布

下布

下布

上布

"ਤ

#ਤ

上送り調અダイヤル
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★)1ɿϓϩϑΣッγϣφϧ௚ઢԡ͑͞ɾϓϩϑΣッγϣφϧ௚ઢ਑൘の࢖い方

プロフΣッシϣφル直線押さえは、付属のプロフΣッシϣ
φル直線針板と一ॹに使います。
針が布にささるときのばたつきがおさえられ、ぬい目が
ඒしく仕上がります。
また、ബ地のぬいॖみの防止にもదしています。

˞ 使用できる模様は、プロフΣッシϣφル直線針板専  
 用模様左図になります。

ᶃ	模様൪߸	�����������1（プロフΣッシϣφル直線模様）

ᶄ	ԡ͑͞	���������������HP：プロフΣッシϣφル直線押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ᶇ	ϓϩϑΣッγϣφϧ௚ઢԡ਑൘

˞ 押さえの取り付けは、18 ページをごらんください。
˞ 針板の交換方法は、28 ページをごらんください。

q

ϛγϯのηット

w

e r

t

【ぬい࢝Ί】

ᶃ 上糸を押さえの下から向こうଆに引きग़した状態で布 
 を入れ、糸と布を左手で押さえ、はずみ車を手で手前 
 にまわして最ॳのぬいҐஔに針をさします。

ᶄ 押さえ上げをさげて、ぬい始めます。

˞ ぬい始めのほつれ止めは、ฦしぬいϘタンを押します。

【ぬいऴΘΓ】

ᶃ ぬいऴわりのҐஔでฦしぬいϘタンを押して਺針ฦし
 ぬいを行い、ミシンを止めます。

ᶄ 糸切りϘタンを押して糸を切ります。

ʬ使用できる模様ʭ

ฦしぬいϘタン

糸切りϘタン
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★௚ઢ਑൘の࢖い方

ʬ直線針板ʭ

直線針板は、針の入る場ॴが
3 。のؙ݀になっていますݸ

針板の݀のখさい「直線針板」を使用すると、針が布に
ささるときのばたつきがおさえられ、ぬい目がඒしく仕
上がります。
直線ぬいの場合は、直線針板に交換することをおすすめ
します。

˞ 針板の交換方法は、28 ページをごらんください。

ぬい始めとぬいऴわりにしっかりしたほつれ止め（ฦし 
ぬい）を自動的に行うときに使います。

【ぬい࢝Ί】
ミシンをスタートさせると、ぬい始めに自動的に਺針ฦ
しぬいを行います。

【ぬいऴΘΓ】（スλート�ストッϓϘλϯ࣌༺࢖）
ぬいऴわりのҐஔにきたらミシンを停止し（または運స
したまま）、ฦしぬいϘタンを一度押します。
そのҐஔから自動的に਺針ฦしぬいを行ってミシンが停
止します。

【ぬいऴΘΓ】（ϑットίϯトϩーϥー࣌༺࢖）
ぬいऴわりのҐஔにきたらミシンを停止し（または運స
したまま）、ฦしぬいϘタンを一度押します。
ミシンを停止してからϘタンを押した場合は、࠶度フッ
トコントローラーを౿Ήと、そのҐஔから自動的に਺針
ฦしぬいを行ってミシンが停止します。
運సしたままϘタンを押した場合は、そのҐஔから自動
的に਺針ฦしぬいを行ってミシンが停止します。

w

e r

q

★ࣗಈฦしぬい

ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������2（Ϟード 1）

	 002（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ฦしぬいϘタン

˞ 使用できる模様は、直線針板専用模様下図になりま  
 す。

ʬ使用できる模様ʭ

【模様の選び方】
直線針板を取り付けて、電源を入れると、直線針板ぬい
実行ը面が表示されます。
਺ࣈϘタン 1 〜 9、0 を押して模様をબびます。
˞ ը面の切りかえは、໼ҹϘタンで行います。

ʬ直線針板ぬい実行ը面ʭ

໼ҹϘタンでը面
切りかえ
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w

e r

q

ぬい始めとぬいऴわりに目ཱたないほつれ止め（止めぬ
い）を自動的に行うときに使います。

【ぬい࢝Ί】

ミシンをスタートさせると、ぬい始めに自動的に਺針止
めぬいを行います。

【ぬいऴΘΓ】（スλート�ストッϓϘλϯ࣌༺࢖）

ぬいऴわりのҐஔにきたらミシンを停止し（または運స
したまま）、ฦしぬいϘタンを一度押します。
そのҐஔで自動的に਺針止めぬいを行ってミシンが停止
します。

【ぬいऴΘΓ】（ϑットίϯトϩーϥー࣌༺࢖）

ぬいऴわりのҐஔにきたらミシンを停止し（または運స
したまま）、ฦしぬいϘタンを一度押します。
ミシンを停止してからϘタンを押した場合は、࠶度フッ
トコントローラーを౿Ήと、そのҐஔで自動的に਺針止
めぬいを行ってミシンが停止します。
運సしたままϘタンを押した場合は、そのҐஔで自動的
に਺針止めぬいを行ってミシンが停止します。

w

e r

q

୺ぬいや、ബ物ぬいに使います。

★ࣗಈࢭΊぬい

ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������3（Ϟード 1）

	 003（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

★௚ઢぬい（ࠨ਑Ґஔ）

ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������004（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ฦしぬいϘタン
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w

e r

q

w

e r

q

布が৳びても糸が切れにくい৳ॖੑのあるぬい目で、χ
ット地のぬい合わせなどに使います。

˞ 模様　　は、ബ物のχット地などに使います。

˞ 模様　　　の場合、ぬい目の幅調અダイヤルでの調અ 

 は、他の直線状模様と異なり、ぬいҐஔではなく、ぬ 

 い目の幅の調અになります。

˞ 模様　　　のぬい目のイラストのӈに書かれている  

 「.」「L」は、ぬい目の幅をかえたときの基準Ґஔです。

 ぬい目の幅の基準Ґஔは、60 ページをごらんくださ  
 い。

ৎ෉なぬい目で、ްい布やା物、ζϘンなどしっかりと 
ぬい合わせたい場ॴに使います。

ॏぬいࡾ★

ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������005（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

★৳ॖぬい（χットステッチ）

ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������009、010（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3
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【ྫ】	 ࿬͋きのぬい方ࠨ

ᶃ フΝスφーのあき寸法を確かめます。
 あき寸法はフΝスφー寸法に 1cm プラスした寸法で
 す。

布表

1cm

୆布

Ήし

スライダー

ฦしぬい

あ
き
寸
法

フ
ァ
ス
ナ
ー
寸
法

あき止まり

ぬいしろ：2cm

あき部分（しつけ）

地ぬい

あき止まり

布表

布ཪ

布ཪ

ᶄ 布を中表に合わせて、あき止まりまで地ぬいをします。

˞ 地ぬいの部分は、A：基本押さえを使ってぬってくだ  
 さい。

ᶅ あき部分のしつけをします。

˞ しつけは、ほどきやすくするために、ぬい目のあらさ
 「5.0」（໿ 0.5cm）、糸調子「1」くらいでぬい（し  
 つけ）ます。
 しつけがऴわったら、ぬい目のあらさおよび糸調子を
 もとの஋にもどしてください。（糸調子は「4」）

q

w e

ᶃ	模様൪߸	����������������������������1（Ϟード 1）

	 001（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

  E：フΝスφー押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

q

ϛγϯのηット

˔ϑΝスφー෇͚

w

e r

ぬい目のあらさの஋を
「5.0」に調અする。
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r

y

t

下の布

Ήし
0.3cm

上の布（ཪ） あき寸法

ંりࢁ

あき止まり

しつけのҐஔ

ᶆ ぬいしろをׂり、下の布のぬいしろを 0.3cm ग़して 
 アイロンでંり目をつけ、ંりࢁをΉしのきわにあて 
 ます。

ᶇ ぬい目の幅「7.5」〜「8.5」のあいだにઃ定し、E： 
 フΝスφー押さえに付けかえ、Ήしのきわを押さえの
 ӈଆ面にあて、あき止まりからフΝスφーの左ଆをぬ
 います。

˞ ぬい始めのほつれ止めは਺針ฦしぬいをします。
˞ 必ず、ぬい目の幅調અダイヤルでぬい目の幅（針Ґஔ） 
 を「7.5」〜「8.5」のあいだにઃ定し、針が、押さえ 
 やフΝスφーにあたらないことを確ೝしてください。

ᶈ フΝスφーの୺から໿ 5cm ほど手前でミシンを停止
 し、針を布にさした状態で押さえ上げをあげ、スライ
 ダーを押さえの向こうଆにずらし、押さえ上げをさげ
 て࢒りの部分をぬいます。

˞ ぬいऴわりのほつれ止めは਺針ฦしぬいをします。

上の布（ཪ）

Ήし

スライダー

໿ 5cm

ぬい目の幅の஋を「7.5」
〜「8.5」に調અする。
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ぬい目の幅の஋を「4.5」
に調અする。

u

i o

!0

ᶉ フΝスφーをดじ、スライダーを上にたおし、上の布 
 をフΝスφーの上にかぶせます。
 かぶせた布と୆布をしつけで止めます。
 ぬい目の幅を「4.5」（Φート஋）にもどし、A：基本
 押さえに付けかえ、かぶせた布と୆布をしつけで止め 
 ます。

˞ しつけは A：基本押さえを使用します。
 しつけは、ほどきやすくするために、ぬい目のあらさ
 「5.00」（໿ 0.5cm）、糸調子「1」くらいでぬい  
 （しつけ）ます。
 しつけがऴわったら、ぬい目のあらさおよび糸調子を
 もとの஋にもどしてください。（糸調子は「4」）

ᶊ ぬい目の幅（針Ґஔ）を「0.5」〜「1.5」のあいだ
 にઃ定し、E：フΝスφー押さえに付けかえ、上の布
 のあき止まりを 0.7 〜 1cm ほどฦしぬいしてから、
 Ήしのきわを押さえの左ଆ面にあて、フΝスφーのӈ
 ଆをぬいます。
˞ 必ず、ぬい目の幅調અダイヤルでぬい目の幅（針Ґஔ） 
 を「0.5」〜「1.5」のあいだにઃ定し、針が、押さえ 
 やフΝスφーにあたらないことを確ೝしてください。

ᶋ フΝスφーの上ଆを໿ 5cm ほど࢒したところでミシ
 ンを停止し、針を布にさした状態で押さえ上げをあげ、
 手ॱᶅでぬったしつけ糸をほどき、スライダーを押さ
 えの向こうଆにずらします。

ᶌ 押さえ上げをさげて࢒りの部分をぬいます。
 ぬいऴわったら手ॱᶉでぬったしつけ糸をほどきます。

あき止まり
（0.7 〜 1cm ฦしぬいをする）

しつけ糸を
ほどく

しつけ糸をほどく

スライダー

୆布

上の布（ཪ）

下の布（表）

上の布（表）

しつけ

୆布

໿ 5cm

ぬい目の幅の஋を「0.5」
〜「1.5」に調અする。
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ᶃ	模様൪߸	����������������������������1（Ϟード 1）

	 001（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������%：ࡾつרき押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

q

w

r

e

ᶃ 布୺໿ 6cm の長さを、໿ 0.3cm の幅でࡾつંりに  
 します。

˞ ંり目がつきにくい布には、アイロンでંり目をつけ 
 るとぬいやすくなります。

ᶄ ぬい始めのҐஔに針をさして押さえをさげ、上糸と下 
 糸をそろえて向こうଆに引きながら 1 〜 2cm ぬって 
 ミシンを止めます。

ᶅ 針を布にさした状態で押さえをあげ、布のࡾつંりの 
 部分を։いて、布୺を押さえのうずの中にרきࠐみま 
 す。

ᶆ 押さえをさげ、布୺をཱてて、左دりに引き͗みに持 
 ちあげながらぬいます。

【෍୺の࢝຤】
きぬいの重なる֯の部分は、ްみをうすくするרつࡾ
ために布୺を切り落としてંり合わせます。

໿ 6cm໿ 0.3cm

押さえのうず

໿ 0.9cm

໿ 0.9cm
切り落とす

q

ϛγϯのηット

きぬいרͭࡾ˔

w

e r
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ᶃ	模様൪߸	����������������������������1（Ϟード 1）

	 001（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

q
ᶃ 上糸と下糸を押さえの下から向こうଆに໿ 10cm ほ  
 ど引きग़しておきます。
˞ 下糸を針板の上に引きग़す方法は、（27 ページ）をご 
 らんください。

ᶄ 糸調子を「1」にし、ぬい目のあらさ「4.0」〜「5.0」
 の直線を図のようにग़དྷ上がり線をڬんで 2 本平行に 
 しつけをぬいます。

ᶅ 押さえ上げをあげて、布を引きग़し、上糸と下糸を  
 5cm くらい࢒して切ります。
 （糸切りϘタンで切らないでください。）

ᶆ ぬい始めの糸を݁んでから、ぬいऴわりの下糸を 2 本 
 一ॹに引いて、布をॖめ、糸を݁びます。

ᶇ Ϊϟβーを整え、アイロンがけします。

ᶈ 糸調子を「4」、ぬい目のあらさ「2.4」にもどし、ग़ 
 དྷ上がり線をぬって、しつけを取ります。

˞ しつけを取ったときの針݀が気になる場合は、ग़དྷ上 
 がり線の上ଆに 2 本しつけをして、Ϊϟβーをدせま 
 す。

 0.5 〜 0.7cm

ग़དྷ上がり線

 0.5 〜 0.7cm

ग़དྷ上がり線

w e

r

t

y

q

ϛγϯのηット

˔Ϊϟβー

w

e r
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ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������012（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������P%:H：フリーΩルト押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 3

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����1

ᶇ	ドϩッϓͭまみ	����������������さげるҐஔ（30 ページࢀর）

w

e r

q

q

ϛγϯのηット

˔し͚ͭぬい

しつけぬいの模様は、ミシンをスタートさせても布は送
られずに、1針ぬって停止します。（フットコントローラー
の場合も、౿みଓけていても 1 針ぬって停止します。）
ミシンの停止時の針Ґஔઃ定が下Ґஔ停止になっていて
も針は上のҐஔで停止します。
お޷みの間かくを、1 針ずつ手で布を移動させてぬうこ
とができます。

˞ P%:H：フリーΩルト押さえの取り付け方法は、18  
 ページをごらんください。

w e

r t

˔ϐϯλック

ᶃ	模様൪߸	����������������������������004（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������(：まつりぬい押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ᶃ 布のંりࢁをΨイドに合わせてぬいます。

ᶄ ぬいऴわったら布を։いて、片ฦしにし、アイロンで 
 整えます。  

q w

【ぬい方】
押さえ上げをさげ、布を前後にϐンと張ってぬいます。
1 針ぬってミシンが停止したら、ぬい目をつまんで布を
向こうଆに必要なだけ引きग़し、܁りฦしぬいます。

ϑットίϯトϩーϥーのར༻
しつけぬいは、フットコントロー
ラーを使用すると྆手がつかえて
ศ利です。

フットコントローラー

˞ 送りࣃをあげた状態になっているときは、注意ը面が 
 表示され、ミシンがスタートできないようになってい 
 ます。送りࣃをさげてからぬってください。

ʬ注意ը面ʭ



59

w

e r

q
ϛγϯのηット

˔δάβάぬい

ᶃ	模様൪߸	����������������������������005（Ϟード 1）

  006
007
008（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 7

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ぬい目のあらさ調અダイヤルでぬい目のあらさをかえる
ことができます。

ぬい目のあらさ調અダイヤルをӈにまわすと表示されて
いる਺஋が大きくなり、ぬい目のあらさがあらくなります。

ぬい目のあらさ調અダイヤルを左にまわすと表示されて
いる਺஋がখさくなり、ぬい目のあらさࡉかくなります。

˞ ը面の਺஋にʦ　ʧが付いている場合がΦート஋（電 
 源を入れたとき、ミシンに自動的にઃ定されている  
 ஋）です。਺஋を変更するとʦ　ʧが消えます。
˞ ը面の਺஋は、ぬい目のあらさの目安をミリメートル 
 で表示しています。

★ぬい目の͋Β͞のか͑方

ぬい目のあらさの஋

ぬい目のあらさ調અダイヤル

ぬい目のあらさ

৳ॖੑのある布（χット、ジϟージーなど）にはཪにਊ
地をషるときれいにぬえます。

は͗合わせや、あらさをࡉかくして০りぬいやアップリ
έなどଟ目的用్に使用できます。
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ぬい目の෯のج४Ґஔ

ૣ見板に表示されている模様　　　　などのよう

に、ぬい目のイラストのӈに書かれている「.」「L」

「R」は、 ぬい目の幅をかえたときの基準Ґஔを示し、

「.」は中針Ґஔを基準（固定）にした模様で、ぬ
い目の幅をかえたときに、中ԝ針Ґஔを基準（固定）
に左ӈに幅が変化します。
ಉ様に、「L」は左針Ґஔを基準（固定）にした模様
で、左針Ґஔを基準（固定）にӈに幅が変化し、「R」
はӈ針Ґஔを基準（固定）にした模様で、ӈ針Ґஔ
を基準（固定）に左に幅が変化します。

★ぬい目の෯のか͑方
ぬい目の幅調અダイヤルでぬい目の幅をかえることがで
きます。

ぬい目の幅調અダイヤルをӈにまわすと表示されている
਺஋が大きくなり、ぬい目の幅が޿くなります。

ぬい目の幅調અダイヤルを左にまわすと表示されている
਺஋がখさくなり、ぬい目の幅がせまくなります。

˞ ը面の਺஋にʦ　ʧが付いている場合がΦート஋（電 
 源を入れたとき、ミシンに自動的にઃ定されている  
 ஋）です。਺஋を変更するとʦ　ʧが消えます。
˞ ը面の਺஋は、ぬい目のあらさの目安をミリメートル 
 で表示しています。

ぬい目の幅調અダイヤル

ぬい目の幅の஋

ぬい目の幅

模様　　のྫ

（中針Ґஔ基準）

模様　　のྫ

（左針Ґஔ基準）

模様　　のྫ

（ӈ針Ґஔ基準）
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★か͕Γぬい�

w

e r

q

w

e r

q

w

e r

q

ϛγϯのηット

˔か͕Γぬい
★トϦίットぬいのたͪ目か͕Γ

ϛγϯのηット

★か͕Γぬい1

ϛγϯのηット

ී通地、平৫り 2 ຕにదしています。
地ぬいをかͶたかがりぬいで、たち目のほつれ止めに使
います。

布୺を押さえのΨイドにあててぬいます。
˞ ぬい目の幅は調અできません。

ほつれやすい布や৳ॖੑのある布のほつれ止め、布୺の
൓り防止などに使います。

ぬいしろをগしଟめにとってぬい、༨分なところをぬい
目近くで切り落とします。

ී通の布やްい布、およびほつれやすい布のしっかりし
た布୺をかがるときに使います。

布୺を押さえのΨイドにあててぬいます。
˞ ぬい目の幅は調અできません。

ᶃ	模様൪߸	����������������������������006（Ϟード 1）

  011（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ᶃ	模様൪߸	����������������������������013（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������.：ԑかがり押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 7

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ᶃ	模様൪߸	����������������������������015（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������.：ԑかがり押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 7

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

Ψイド

布୺

Ψイド

布୺
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w

e r

q

w

e r

q

ϛγϯのηット

★か͕Γぬい�

ϛγϯのηット

★χットステッチ

ΦーόーロッΫのぬい目にࣅていて、布୺がほつれやす
い布地のかがりぬいに使います。
布୺を押さえのΨイドにあててぬいます。
˞ ぬい目の幅は調અできません。

৳ॖੑ布地（χット地など）のかがりぬいに使います。

ԑかがり押さえを使用する場合は、布୺を押さえのΨイ
ドにあててぬいます。

基本押さえを使用する場合は、ぬいしろをগしଟめにと
ってぬい、༨分なところをぬい目近くで切り落とします。

ᶃ	模様൪߸	����������������������������016（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������.：ԑかがり押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������6 〜 8

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ᶃ	模様൪߸	����������������������������014（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������.：ԑかがり押さえ

  A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ʬ.：ԑかがり押さえ使用ʭ ʬA：基本押さえ使用ʭ

Ψイド

布୺

Ψイド
布୺
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【ぬい方】
ᶃ ંりࢁをΨイドに合わせてぬいます。

˞ 針がંりࢁから外れないように、また必要以上に針が
 ંりࢁにかかりす͗ないように、ぬい目の幅調અダイ 
 ヤルで左針Ґஔを調અしてください。
 （左針Ґஔの調અ方法は、64 ページをごらんください。）

ᶄ ぬいऴわったら布を޿げます。

˞ スΧートやϫンϐースなどの੄のまつりができます。
˞ 模様番号 019（Ϟード 2）は、৳ॖੑの布に使います。

【෍のંΓ方】
布をંるときは、ཪを表にして下にંりࠐみ、布୺を 0.4
〜 0.7cm ほどはみださせます。

˞ ްい布の場合は、布୺にたち目かがりをかけてからં 
 ります。

ʤബい෍ɺී௨の෍の৔߹ʥ

0.4 〜 0.7cm

0.4 〜 0.7cm

たち目かがり

Ψイド

ંりࢁ

ʤްい෍の৔߹ʥ

布のཪ

布のཪ

ϛγϯのηット

˔まͭΓぬい

ᶃ	模様൪߸	����������������������������018（Ϟード 2）

  019（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������(：まつりぬい押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 4 模様番号 018（Ϟード 2）

	 	 3 〜 6 模様番号 019（Ϟード 2）

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

布のཪ

布のཪ

布の表
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【਑Ґஔの調અ方๏ࠨ】

模様　　と　　の場合、ぬい目の幅調અダイヤルは、模

様を左ӈに移動させて、左ଆの針Ґஔ（ંりࢁଆの針Ґஔ）

を調અできます。（模様の幅をかえることはできません。）
布のްさなどによって、針がંりࢁにかかりす͗たり、
かかりがগなかったりする場合に調અしてください。

ը面のぬい目の幅の਺஋は、押さえのΨイドから左針Ґ
ஔ（ંりࢁଆの針Ґஔ）までのڑ離を目安としてミリメ
ートルで表示しています。

 ɾ� ぬい目の幅調અダイヤルを左へまわすと、表示さ  

  れている਺஋がখさくなり、左針Ґஔがӈへ移動  
  します。（模様がӈへ移動します。）

 ɾ� ぬい目の幅調અダイヤルをӈへまわすと、表示さ  

  れている਺஋が大きくなり、左針Ґஔが左へ移動  
  します。（模様が左へ移動します。）

௚ઢ෦෼のぬい目਺を૿΍してぬ͏方๏

模様　　とつな͗模様　　の模様を૊合わせ記Աしてぬう
と、直線部分のぬい目を૿やして直線部分だけ長くぬうこ
とができます。

˞ つな͗模様の使い方は、102 ページをごらんください。
　

押さえのΨイドから
左針Ґஔ（ંりࢁଆの
針Ґஔ）までのڑ離

ぬい目の幅調અダイヤル
を左へまわすと、針Ґஔ
がӈに移動

ぬい目の幅調અダイヤル
をӈへまわすと、針Ґஔ
が左に移動

Ψイド

左針Ґஔ
（ંりࢁଆの針Ґஔ）

模様　　と　　を૊み

合わせてぬった場合

模様　　だけをぬった

場合

直線部分のぬい目が長くなる
（2 針૿える）

ぬい目の幅調અダイヤル ぬい目の幅調અダイヤル
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ϛγϯのηット

˔γΣϧλック

ᶃ	模様൪߸	����������������������������020（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������6 〜 8

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ᶃ 布をόイヤスに 2 つંりにします。

ᶄ ӈଆの針Ґஔが布のંりࢁのきわ（布の外ଆ）にな  
 るように布をΨイドしてぬいます。

ӈ針Ґஔ

ંりࢁ

˔ΰϜͻ΋෇͚

w

e r

q

ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������097（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2 〜 3

ᶃ 布のཪଆにまち針でΰムͻもを等間かくに਺Օॴ止め 
 ます。
 （ΰムͻもは、৳ばした状態で等間かくに止めます。）

ᶄ ΰムͻもを布とಉじ長さに྆手で৳ばしながら、ΰ  
 ムͻもの上をぬいます。
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ɹɹɹɹɹɹ

　　　　　　　　　

ɹɹɹɹɹɹ

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

˔Ϙλϯϗーϧ
★Ϙλϯϗーϧのछྨͱ༻్

スクΤΞϘλϯϗーϧ
ී通の布からްい布まで一般的な使用目的のϘタンホールです。

ϝモϦーϘλϯϗーϧ（スクΤΞϘλϯϗーϧ）
自分でϘタンホールの長さをܾめてぬうϘタンホールです。
2.5cm 以上の長いϘタンホールをぬうことができます。

ยϥ΢ϯドϘλϯϗーϧ
ബい布からී通の布に使います。ブラ΢ス、子供෰でよく使われます。

྆ϥ΢ϯドϘλϯϗーϧ
ബい布に使います。ബ手のブラ΢スでよく使われます。

χットϘλϯϗーϧ
৳ॖੑのある布にదしたϘタンホールです。
そのぬい目の形から০りϘタンホールとしても使われます。

ΩーϗーϧϘλϯϗーϧ
ී通の布からްい布に使われる一般的なϘタンホールです。
大きくްめのϘタンはΩーホールϘタンホールがよく使われます。
˞　模様　　は、片方の口をิ強したϘタンホールです。

模様　　（メϞリーϘタンホール）を除くϘタンホールは、R：Ϙタンホール押さえにϘタンをセットするだけで

自動的に最దなϘタンホールをぬうことができます。（Ϙタンホールの長さは、使用するϘタンをϘタンホール押

さえのϘタン受け୆にはさみࠐΉと自動的にܾまります。）

˞ Ϙタンの直ܘが 1.0 〜 2.5cm までのϘタンホールができます。

˞ Ϙタンホールは、模様が׬੒するとほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミシンが停止します。（ミシン停  
 止時の針Ґஔઃ定が下Ґஔ停止になっていても針は上のҐஔで停止します。）

Ϙλϯϗーϧの஫ҙࣄ項

ɾ	 ৳ॖੑのある布は、৳びないようにཪにਊ地をషってください。

ɾ	 使用する布のは͗れなどでࢼしぬいをして、正しくぬえることを確ೝしてください。

ɾ	 Ϙタンホールをぬう場ॴに、必ずϚーΫ（しるし）を付けてください。

ɾ	 ް物のஈ部や安定して布送りできない布などをぬうときには、Ϙタンホール安定板 
 を使用してください。
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q ᶃ 押さえホルダーにϘタンホール押さえを取り付けます。

˞ 押さえの取り付け方は、15 ページをごらんください。

ϛγϯのηット

★スクΤΞϘλϯϗーϧ

ᶃ	模様൪߸	����������������������������023（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������R：Ϙタンホール押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 5

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

˞ Ϙタンホール切りかえレόー .............さげます。

ᶄ Ϙタンホール押さえのϘタン受け୆を 	A
 方向へ引き、
 Ϙタンをのせて 	#
 方向にもどしてはさみࠐみます。

Ϙλϯϗーϧ௕͞のඍ調અ方๏
Ϙタンホールをগし長めにぬいたいときは、Ͷじを（$）
方向にまわして、指示線を「L」ଆにします。
Ϙタンホールをগし୹めにぬいたいときは、Ͷじを（%）
方向にまわして、指示線を「S」ଆにします。

˞ ぬいऴわったあとは、ͶじをもとのҐஔ（指示線を目 
 ੝りの中ԝのҐஔ）にもどしてください。

Ϙタンホール押さえ

押さえホルダー

Ϙタン受け୆

	A


	#


（$） （%）

Ͷじ

指示線

Ϙタンホール切りかえレόー
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r ᶆ Ϙタンホール切りかえレόーを止まるまでいっͺいに
 引きさげます。

ᶅ 押さえ上げをあげて上糸を押さえの݀から下に通し、
 ԣに引きग़します。
 上糸をԣに引きग़した状態で布を入れ、布に付けたϚ 
 ーΫのぬい始めのҐஔに針をさし、押さえ上げをさげ 
 ます。

˞ 押さえ上げをさげるとき、押さえ前部のストッύーを
 向こうଆにܰく押しつけた状態でさげ、ストッύーと
 押さえスライダーにすきまがあかないように注意して
 ください。
 （ʤぬい始める前の確ೝʥ下記ࢀর）

ぬい始めのҐஔ

押さえの݀

布に付けた
ϚーΫ

上糸

Ϙタンホール
切りかえレόー

ぬい࢝ΊΔ前の֬ೝ
ぬい始める前に押さえスライダーとストッύーのあいだにすき
まがないことを確ೝしてください。
すきまがあると、ぬいऴわったときにぬいҐஔがずれる場合が
あります。

押さえスライダー

ストッύー

すきまがないこと

スタートϚーΫ

˞ スタートϚーΫは、 
 ぬいҐஔを合わせ 
 るための目安です。

Ґஔずれ

ぬい始めのҐஔ

ʬ片ラ΢ンド
　Ϙタンホールの場合ʭ

ʬΩーホールϘタンホール
　の場合ʭ

Ґஔずれ Ґஔずれ

ぬい始めのҐஔ ぬい始めのҐஔ

布に付けたϚーΫ

布に付けたϚーΫ 布に付けたϚーΫ布に付けたϚーΫ
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【ぬいॱং】

ʦ1ʧ 下ぬいをし、左ଆのラインタッΫをぬいます。

ʦ2ʧ 下ぬいをし、かんぬきとӈଆのラインタッΫをぬい
 ます。

ʦ3ʧ かんぬきと止めぬいを行って自動的にミシンが停止
 します。

ᶇ 上糸をԣにܰく引いて持ち、ミシンをスタートさせま
 す。（ぬい始めから਺針ぬったあとは、糸から手をは  
 なしてください。）
 Ϙタンホールをぬいऴわったところでほつれ止めの止
 めぬいを行って、自動的にミシンが停止します。

上糸

ʦ1ʧ ʦ2ʧ

ʦ3ʧ 

下ぬい
左ଆのライン
タッΫ かんぬき下ぬい

ӈଆのラインタ
ッΫ

かんぬき

【ϘλϯϗーϧのॏͶぬい】

Ϙタンホールをぬいऴわったところで押さえ上げをあげ
ずにもう一度ミシンをスタートさせると、Ϙリϡームײ
のあるϘタンホールの「重Ͷぬい」ができます。

「重Ͷぬい」は、必ず押さえ上げをあげずにそのままの状
態でミシンを࠶スタートさせてください。

˞ Ϙタンホールの重Ͷぬいで送りがつまるときには、ぬ 
 い目のあらさを大きくしてぬってください。

Ϙλϯϗーϧ੾Γか͑レόーを͛͞ͳいͰぬͬた৔߹

Ϙタンホール切りかえレόーをさげないでミシンをスタートさせると、
গしだけぬってミシンは停止します。
このとき਺ඵ間だけ「Ϙタンホール切りかえレόーをさげてください」
の意ຯの注意ը面が表示されます。
Ϙタンホール切りかえレόーを引きさげて、ミシンを࠶スタートさせ
てください。

ᶉ かんぬきの内ଆにまち針をわたして、シームリッύー
 で左ӈのラインタッΫの糸を切らないようにϘタン݀
 を切り։きます。

ᶈ ぬいऴわったら、Ϙタンホール切りかえレόーを止ま
 るまでいっͺいに押しあげてもどします。

u

Ϙタンホール
切りかえレόー

まち針

シームリッύー
ラインタッΫ

ラインタッΫ

ʬ注意ը面ʭ
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ぬい目の幅調અダイヤルでϘタンホール全体の幅を
「2.6」〜「9.0」まで 0.2 ずつかえることができます。

ぬい目の幅調અダイヤルを左へまわすと表示されている
਺஋がখさくなり、Ϙタンホール全体の幅がせまくなり
ます。

ぬい目の幅調અダイヤルをӈへまわすと表示されている
਺஋が大きくなり、Ϙタンホール全体の幅が޿くなります。

˞ ը面の਺஋は、Ϙタンホール全体の幅の目安をミリメ 
 ートルで表示しています。

ぬい目のあらさ調અダイヤルでぬい目のあらさを「0.2」
〜「0.50」まで 0.05 ずつ、「0.50」〜「1.00」まで
0.10 ずつかえることができます。

ぬい目のあらさ調અダイヤルを左へまわすと、表示され
ている਺஋がখさくなり、ぬい目のあらさがࡉかくなり
ます。

ぬい目のあらさ調અダイヤルをӈへまわすと表示されて
いる਺஋が大きくなり、ぬい目のあらさがあらくなります。

˞ ը面の਺஋は、ぬい目のあらさの目安をミリメートル 
 で表示しています。

ぬい目の幅調અダイヤル

Ϙタンホール全体の幅の஋

全体の幅（せまい） 全体の幅（޿い）

ぬい目の幅調અダイヤル

★Ϙλϯϗーϧの෯ͱ͋Β͞のか͑方

ぬい目のあらさの஋

ぬい目のあらさ調અ
ダイヤル

ぬい目のあらさ調અ
ダイヤル

ぬい目のあらさ
（かいࡉ）

ぬい目のあらさ
（あらい）
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★Ϙλϯϗーϧ҆定൘の࢖い方

ް物のஈ部や安定して布送りできない布などをぬうとき
にϘタンホール安定板を使用すると、布送りをスムーζ
にしてぬうことができます。

【い方࢖】
ᶃ Ϙタンホール押さえの取り付け݀に、Ϙタンホール安 
 定板のΨイド部分をࠩしࠐみます。

ᶄ Ϙタンホール安定板を૊み付けたϘタンホール押さえ 
 をミシンに取り付けます。

ᶅ 押さえ上げをあげ、上糸を押さえの݀から下に通し、  
 Ϙタンホール押さえとϘタンホール安定板のあいだか 
 らԣに引きग़します。

ᶆ 上糸をԣに引きग़した状態でϘタンホール押さえとϘ 
 タンホール安定板のあいだに布を入れます。

˞ ぬい方は、「スΫΤアϘタンホール」とಉじです。
 67 〜 69 ページをごらんください。

˞ ݀の։け方は、69 ページをごらんください。

෍͕Ϙλϯϗーϧ੾Γか͑レόーʹ৮Εてɺ͏ま͘
ぬ͑ͳい৔߹
஄力ੑのあるްい布（フリースなど）をぬう場合、布を送る
ときにුきあがった布がϘタンホール切りかえレόーに৮れ
て誤操作をىこし、正しい形にぬえないことがあります。
このような場合は、布を送るときに布がුきあがらないよう
にまち針で固定し、Ϙタンホール安定板を使用してぬてくだ
さい。

r

取り付け݀

Ϙタンホール安定板 Ψイド

まち針

Ϙタンホール
切りかえレόー

上糸

押さえの݀

Ϙタンホール安定板

上糸

布

Ϙタンホール安定板

Ϙタンホール
安定板
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★ϝモϦーϘλϯϗーϧ（スクΤΞϘλϯϗーϧ）
ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������024（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������R：Ϙタンホール押さえ

  F：サςン押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 5

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

メϞリーϘタンホールは、Ϙタンホールの長さを自分で
ܾめてぬうϘタンホールです。

˞ Ϙタンホール切りかえレόーは、さげないでぬいます。
˞ 2.5cm 以上の長いϘタンホールをぬう場合や、ްい 
 布のஈ部の近くをぬうときなど R : Ϙタンホール押さ 
 えを使用できない場合は、F：サςン押さえを使用し
 てください。
˞ Ϙタンホールの幅とあらさは、70 ページをごらんく
 ださい。

【ぬい方（3ɿϘλϯϗーϧԡ͑͞のྫ）】
ᶃ Ϙタン受け୆を向こうଆにいっͺいに引きग़します。
˞ 模様をબんだとき、Ϙタン受け୆を向こうଆに引きग़ 
 す注意ը面と、必要な長さまでぬいฦしぬいϘタンを 
 押しますの注意ը面が਺ඵ間表示されます。

ᶄ ミシンにϘタンホール押さえを取り付けます。
 上糸をԣに引きग़した状態で布を入れ、布に付けた  
 ϚーΫのぬい始めのҐஔに針をさし、押さえ上げをさ 
 げます。

ᶅ 上糸をԣにܰく引いて持ち、ミシンをスタートさせま 
 す。（ぬい始めから਺針ぬったあとは、糸から手をは  
 なしてください。）
 左ଆのラインタッΫを必要な長さまでぬったらミシン 
 を停止し、ฦしぬいϘタンを押します。

q w

e

ฦしぬいϘタン

ぬい始めのҐஔ

必要な長さҐஔ

Ϙタン受け୆

上糸
ぬい始めのҐஔ

布に付けた 
ϚーΫ

ʬ注意ը面ʭ ʬ注意ը面ʭ

ඞཁͳ௕͞まͰぬい
ɹɹϘλϯをԡしますɻ
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r ᶆ ミシンをスタートすると、下ぬいを行います。
 ぬい始めのҐஔにもどったらミシンを停止し、ฦしぬ 
 いϘタンを押します。

ᶇ ミシンをスタートすると、かんぬきとӈଆのライン  
 タッΫをぬいます。
 必要な長さのҐஔにもどったらミシンを停止し、ฦし 
 ぬいϘタンを押します。

ᶈ ミシンをスタートすると、かんぬきと止めぬいを行  
 い、ミシンが自動的に停止します。

必要な長さҐஔ

ぬい始めのҐஔ

ฦしぬいϘタン

下ぬい

かんぬき

ฦしぬいϘタン

かんぬき

ᶉ ぬいऴわるとϘタンホールの長さを記Աした . Ϛー  
 Ϋが表示されます。
 ミシンは、手ॱᶅ〜ᶈでぬったϘタンホールの長さを 
 記Աしています。

ɾ� 別の場ॴにಉじ長さのϘタンホールをぬう場合は、こ 

 のը面の状態のまま布のҐஔをかえてミシンをスター 
 トさせます。
 ฦしぬいϘタンを押さなくてもಉじ長さのϘタンホー 
 ルを自動的にぬってミシンは停止します。

ɾ� 異なるサイζをぬう場合は、಄ग़しϘタンを押しま  

 す。. ϚーΫが消え、記Աしている長さは取り消され 
 ます。
˞ ݀の։け方は、69 ページをごらんください。

಄ग़しϘタン

Ϙタンホールの長さを
記Աした . ϚーΫ
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★ϥ΢ϯドϘλϯϗーϧ
ϛγϯのηット

★ΩーϗーϧϘλϯϗーϧ
ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	�����������������025（Ϟード 2）（片ラ΢ンド）

  026（Ϟード 2）（྆ラ΢ンド）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������R：Ϙタンホール押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 5

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

˞ ぬい方は、「スΫΤアϘタンホール」とಉじです。
 67 〜 69 ページをごらんください。
˞ Ϙタンホールの幅とあらさは、70 ページをごらんく 
 ださい。

ɾ� Ϙタンホールの幅は、「2.6 〜 9.0」まで 0.2 ずつか 
 えることができます。
ɾ� Ϙタンホールのあらさは、「0.20 〜 0.50」まで  
 0.05 ずつ「0.50 〜 1.00」まで 0.10 ずつかえる  
 ことができます。
˞ ݀の։け方は、69 ページをごらんください。

【ぬいॱং】（模様ɹɹのྫ）

˞模様　　もಉじॱংです。

ʦ1ʧ ʦ2ʧ ʦ3ʧ

ぬい始めのҐஔ

ᶃ	模様൪߸	����������������������������027（Ϟード 2）

   028（Ϟード 2）

   029（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������R：Ϙタンホール押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1〜 5

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

【ぬいॱং】（模様ɹɹのྫ）

˞模様　　　　もಉじॱংです。

ʦ1ʧ ʦ2ʧ ʦ3ʧ

ぬい始めのҐஔ

˞ ぬい方は、「スΫΤアϘタンホール」とಉじです。
 67 〜 69 ページをごらんください。
˞ Ϙタンホールの幅とあらさは、70 ページをごらんく 
 ださい。

ɾ� Ϙタンホールの幅は、「5.6 〜 9.0」まで 0.2 ずつか 
 えることができます。
ɾ� Ϙタンホールのあらさは、「0.20 〜 0.50」まで  
 0.05 ずつ「0.50 〜 1.00」まで 0.10 ずつかえる  
 ことができます。
˞ ΩーホールϘタンホールの݀は、ύンチ（市販品）  
 でؙ݀を։けてからシームリッύーで切り։いてく  
 ださい。

ύンチ（市販品）
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★χットϘλϯϗーϧ
ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������030（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������R：Ϙタンホール押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 5

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

˞ ぬい方は、「スΫΤアϘタンホール」とಉじです。
 67 〜 69 ページをごらんください。
˞ Ϙタンホールの幅とあらさは、70 ページをごらんく 
 ださい。

ɾ� Ϙタンホールの幅は、「2.6 〜 9.0」まで 0.2 ずつか 
 えることができます。
ɾ� Ϙタンホールのあらさは、「0.50 〜 1.00」まで  

 0.10 ずつかえることができます。

˞ 左ӈのぬい目のあらさがそろわないときは、●送り  

 調અͶじ（模様の形の調અ）（116 ページ）をごら  

 んください。

˞ ݀の։け方は、69 ページをごらんください。

【ぬいॱং】（模様ɹɹのྫ）

ʦ1ʧ ʦ2ʧ

ぬい始めのҐஔ

ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������031（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������R：Ϙタンホール押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1〜 5

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

【ぬいॱং】（模様ɹɹのྫ） ˞ ぬい方は、「スΫΤアϘタンホール」とಉじです。
 67 〜 69 ページをごらんください。
˞ Ϙタンホールの幅とあらさは、70 ページをごらんく 
 ださい。

ɾ� Ϙタンホールの幅は、「2.6 〜 9.0」まで 0.2 ずつか 
 えることができます。
ɾ� Ϙタンホールのあらさは、「0.70 〜 1.20」まで  

 0.10 ずつかえることができます。

˞ ݀の։け方は、69 ページをごらんください。

ʦ1ʧ ʦ2ʧ

ぬい始めのҐஔ
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★ਊೖΓϘλϯϗーϧ
ϛγϯのηット

ᶃ	模様൪߸	����������������������������023（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������R：Ϙタンホール押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 5

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

˞ ぬい方は、「スΫΤアϘタンホール」とಉじです。
 67 〜 69 ページをごらんください。
˞ 使用するਊ糸のଠさに合わせてϘタンホールの全体の 
 幅を調અしてください。

ᶃ Ϙタンホール押さえのϘタン受け୆にϘタンをはさみ 
 んでから、ਊ糸の一方の୺をϘタンホール押さえ後ࠐ 
 部の左ଆの切りࠐみに入れ、ԣに引いてۚ属の板のあ 
 いだにはさみࠐんで固定します。
 ਊ糸は、押さえの下から前に引き、ྠにして押さえ前 
 部にある中ԝのつのにかけます。

ᶄ つのにかけたਊ糸を、押さえの下を通して押さえ後部 
 のӈଆの切りࠐみに入れ、ԣに引いてۚ属の板のあい 
 だにはさみࠐんで固定します。

˞ ਊ糸は、たるみのないように強く張ってください。

ᶅ スΫΤアϘタンホールの手ॱᶃ〜ᶉ（67 〜 69 ペー 
 ジ）とಉじようにぬいます。

ᶆ ぬいऴわったらਊ糸を引いてたるみをなくし、༨分な 
 ਊ糸を切ります。
 左ӈどちらのਊ糸も引けない場合は、ਊ糸の྆ଆを切 
 ります。
˞ ݀の։け方は、69 ページをごらんください。

r

ۚ属の板

切りࠐみ

つの

ਊ糸

Ϙタンホール
切りかえレόー

上糸

ʬਊ糸が引けない場合ʭ
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˔Ϙλϯ෇͚

【Ϙλϯ෇͚ԡ͑͞のऔΓ෇͚方】
押さえを交換する場合の基本操作は、15 ページをごら
んください。

ᶃ 押さえのうしろのϐンを押さえホルダーのうしろの  
 みͧにかけます。
ᶄ 押さえのうしろをܰくささえながら押さえ上げをさ  
 げてϘタン付け押さえを取り付けます。

˞ 送りࣃをあげた状態になっているときは、注意ը面が 
 表示され、ミシンがスタートできないようになってい 
 ます。送りࣃをさげてからぬってください。

【ී௨のϘλϯ෇͚のぬい方】

˞ 模様　　は、ぬいがऴ了すると自動的にミシンが停  
 止します。（ミシン停止時の針Ґஔઃ定が下Ґஔ停止  
 になっていても針は上のҐஔで停止します。）
ᶃ Ϙタンの左ӈの݀の間かくをはかり、ぬい目の幅調  
 અダイヤルで、ぬい目の幅の஋を間かくとಉじ஋に  
 ઃ定します。
ᶄ Ϙタンを押さえの下にஔき、はずみ車を手で手前に  
 まわしてϘタンの左の݀に針をさします。
ᶅ Ϙタンの左ӈの݀がਅԣになるようにして、押さえ  
 上げをさげます。
ᶆ はずみ車を手で手前にまわし、針がϘタンにあたら  
 ないで、Ϙタンのӈの݀に入ることを確ೝします。
˞ 針がϘタンにあたる場合は、ぬい目の幅調અϘタン  
 で調અしてください。（左ଆの針Ґஔは固定で、ӈଆ  
 の針Ґஔが移動します。）
ᶇ ミシンをスタートさせると、必要な針਺をぬったあ  
 と自動的にミシンは停止します。
ᶈ 押さえ上げをあげて布を引きग़し、上糸と下糸を 10 
 〜 20cm   して切ります。（糸切りϘタンで切らな࢒
 いでください。）
ᶉ ぬい始めの上糸と下糸をϘタンのきわで、ハサミで  
 切ります。
 ぬいऴわりの上糸と下糸は、下糸を引いて上糸を布  
 のཪଆに引きग़し、上糸と下糸を݁んでから切りま  
 す。

ϐン

うしろのみͧ

ᶃ	模様൪߸	����������������������������032（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������T：Ϙタン付け押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ᶇ	ૹΓࣃドϩッϓͭまみ	����さげるҐஔにします。

  （30 ページࢀর）

ぬいऴわりの下糸

ぬいऴわりの上糸

ぬいऴわりの上糸

ˠ ˠ

q

w e r t

y u

ぬい目の幅調અダイヤル

ʬ注意ը面ʭ
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ϛγϯのηット
ᶃ	模様൪߸	����������������������������032（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������T：Ϙタン付け押さえ

  Ϙタン付けプレート

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ᶇ	ૹΓࣃドϩッϓͭまみ	����さげるҐஔにします。

  （30 ページࢀর）

【きϘλϯ෇͚のぬい方רࠜ】

きϘタン付けは、付属のϘタン付けプレートを使用רࠜ
してぬいます。（Ϙタンのްさがްいものは使用できませ
ん。）

ᶃ Ϙタンの左ӈの݀の間かくをはかり、ぬい目の幅調  
 અダイヤルで、ぬい目の幅の஋を間かくとಉじ஋に  
 ઃ定します。（最大 7mm まで調અできます。）

ᶄ Ϙタンを押さえの下にஔき、はずみ車を手で手前に  
 まわしてϘタンの左の݀に針をさします。

ᶅ Ϙタンの下にϘタン付けプレートをࠩしࠐみ、Ϙタ  
 ンの左ӈの݀がਅԣになるようにして、押さえ上げ  
 をさげます。
˞ Ϙタン付けプレートは、みͧの部分がϘタン݀の下  
 になるようにࠩしࠐんでください。
˞ Ϙタン付けプレートは、ްい方が 4.5mm、うすい  
 方が 3mm になっています。ࠜרきの用్に合わせ  
 ておબびください。

ᶆ はずみ車を手で手前にまわし、針がϘタンおよびϘ  
 タン付けプレートにあたらないで、Ϙタンのӈの݀  
 に入ることを確ೝします。
˞ 針がϘタンにあたる場合は、ぬい目の幅調અϘタン  
 で調અしてください。（左ଆの針Ґஔは固定で、ӈଆ  
 の針Ґஔが移動します。）

ᶇ ミシンをスタートさせると、必要な針਺をぬったあ  
 と自動的にミシンは停止します。

ᶈ 押さえ上げをあげて布を引きग़し、上糸と下糸を 10 
 〜 20cm   して切ります。（糸切りϘタンで切らな࢒
 いでください。）

ᶉ ぬい始めの上糸と下糸をϘタンのきわで、はさみで  
 きります。ぬいऴわりの上糸をϘタンと布のあいだ  
 に引きग़し、次にその上糸を引いて下糸をϘタンと  
 布のあいだに引きग़します。
 上糸と下糸をුかせた଍の部分にそれͧれ൓ର方向  
 にす਺ճרき付けて݁びます。

q

Ϙタン付けプレート

みͧ

ぬい目の幅調અダイヤル

ぬいऴわりの上糸

ぬいऴわりの下糸

ぬいऴわりの上糸

ぬいऴわりの下糸
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ϛγϯのηット

˔ͭ͘Ζいぬい（ダーχϯά）

ᶃ	模様൪߸	����������������������������033（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������R：Ϙタンホール押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

˞ 模様　　は、模様が׬੒するとほつれ止めの止めぬ  
 いを行って自動的にミシンが停止します。（ミシン  
 停止時の針Ґஔઃ定が下Ґஔ停止になっていても針  
 は上のҐஔで停止します。）

ᶃ Ϙタン受け୆をいっͺいに引きग़します。
˞ 模様をબんだとき、Ϙタン受け୆を向こうଆに引きग़ 
 す注意ը面と、必要な長さまでぬいฦしぬいϘタンを 
 押しますの注意ը面が਺ඵ間表示されます。

ᶄ 上糸を押さえの݀から下に通し、ԣに引きग़して下  
 糸とそろえます。

ᶅ ぬい始めのҐஔに針をさし、押さえ上げをさげます。

ᶆ ミシンをスタートさせ、自動的に停止するまでぬい  
 ます。
 ぬいऴわると、. ϚーΫが表示されます。ミシンは  
 ぬった長さを記Աします。

˞ 自動的に停止するまでぬうと、最大໿ 2cm の長さを 
 ぬうことができます。（幅は໿ 0.9cm）
 2cm より୹い長さでぬう場合は、̡ 2cm より୹い長 
 さでぬう場合 （r80 ページ）をごらんください。

ᶇ 布の向きをかえてぬいます。

˞ ಉじ場ॴにಉじ長さのものをぬう場合は、このը面  
 の状態のまま布のҐஔをかえて、ミシンをスタート  
 させます。
ɾ 異なるサイζをぬう場合は、಄ग़しϘタンを押します。
 . ϚーΫが消え、記Աしている長さは取り消されます。

Ϙタン受け୆

ぬい始めのҐஔ

最大長さ໿ 2cm

幅໿ 0.9cm

つくろいぬいの長さを
記Աした . ϚーΫ

಄ग़しϘタン

ʬ注意ը面ʭ ʬ注意ը面ʭ

ඞཁͳ௕͞まͰぬい
ɹɹϘλϯをԡしますɻ
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【の整͑方ܗ】

つくろいぬい（ダーχング）のぬい始め（左ଆ）とぬい
ऴわり（ӈଆ）の高さがそろわないときは、ぬい目のあ
らさ調અϘタンで調અします。

「E1」〜「E9」のൣғで調અできます。
（「E5」はΦート஋）

 ɾ 左ଆが௿い場合は、ぬい目のあらさ調અダイヤル  
  を左にまわして「E1」〜「E4」のあいだで調અし 
  ます。

 ɾ ӈଆが௿い場合は、ぬい目のあらさ調અダイヤル  
  をӈにまわして「E6」〜「E9」のあいだで調અし 
  ます。

ぬい目のあらさ
調અダイヤル

ぬい目のあらさ
調અダイヤル

ʬӈଆが௿い場合ʭʬ左ଆが௿い場合ʭ ʬ正しい形ʭ

「E1」〜「E4」 「E6」〜「E9」

形の調અ஋

【�DNΑΓ୹い௕͞Ͱぬ͏৔߹】

最ॳに必要な長さまでぬい、ฦしぬいϘタンを押します。
押したҐஔからંりฦしますので、自動的にミシンが停
止するまでぬいます。

ぬいऴわると、. ϚーΫが表示されます。ミシンはぬっ
た長さを記Աします。

ɾ 別の場ॴにಉじ長さのものをぬう場合は、このը面の 
 状態のまま布のҐஔをかえてミシンをスタートさせま 
 す。
 ฦしぬいϘタンを押さなくてもಉじ長さのものを自動 
 的にぬってミシンは停止します。

ɾ 異なるサイζをぬう場合は、಄ग़しϘタンを押します。 
 . ϚーΫが消え、記Աしている長さは取り消されます。

必要な長さのҐஔ
（ฦしぬいϘタン
を押す） 必要な長さ

ฦしぬいϘタン

つくろいぬいの長さを
記Աした . ϚーΫ

಄ग़しϘタン
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ϙέット͙ちなど、ぬい目に力がかかってほつれやすい
部分などをิ強します。

˞ 模様をબぶと、注意メッセージը面が਺ඵ間表示され 
 ます。必要な長さでぬう場合は、ฦしぬいϘタンをお 
 します。（下記 1.5cm ୹い長さでぬう場合ࢀর）

˞ 模様　　は、模様が׬੒するとほつれ止めの止めぬい 

 を行って自動的にミシンが停止します。（ミシン停  
 止時の針Ґஔઃ定が下Ґஔ停止になっていても針は上 
 のҐஔで停止します。）
ᶃ ぬい始めの上糸を押さえの下からԣに引きग़しておき
 ます。
ᶄ ぬい始めのҐஔに針をさし、押さえ上げをさげます。
ᶅ ミシンをスタートさせ、自動的に停止するまでぬいま
 す。ぬいऴわると、. ϚーΫが表示されます。ミシ  
 ンはぬった長さを記Աします。
˞ 異なるサイζでぬう場合は、಄ग़しϘタンを押します。 
 . ϚーΫが消え、記Աしている長さは取り消されます。
˞ 自動的に停止するまでぬうと、最大໿ 1.5cm の長さ 
 のかんぬき止めをぬうことができます。
 1.5cm より୹い長さでぬう場合は、下記ʲ1.5cm  
 より୹い長さでぬう場合ʳをごらんください。
˞ ぬい目の幅やあらさは、ぬい目の幅調અダイヤルとぬ 
 い目のあらさ調અダイヤルでかえることができます。
 （ぬい目のあらさをかえると、自動でぬえる最大長さ  
 「1.5cm」もかわります。）

【1��DNΑΓ୹い௕͞Ͱぬ͏৔߹】

最ॳに必要な長さまでぬい、ฦしぬいϘタンを押します。
押したҐஔからંりฦしますので、自動的にミシンが停
止するまでぬいます。

ぬいऴわると、. ϚーΫが表示されます。
ミシンはぬった長さを記Աしています。

ɾ 別の場ॴにಉじ長さのものをぬう場合は、このը面の 
 状態のまま布のҐஔをかえてミシンをスタートさせま 
 す。
 ฦしぬいϘタンを押さなくてもಉじ長さのものを自動 
 的にぬってミシンは停止します。

ɾ 異なるサイζでぬう場合は、಄ग़しϘタンを押します。

 . ϚーΫが消え、記Աしている長さは取り消されま  

 す。

かんぬき止め

ぬい始めのҐஔ

最大長さ໿ 1.5cm

ぬいऴわり

必要な長さのҐஔ
（ฦしぬいϘタンを押す）

ぬい始めのҐஔ

必要な長さ

಄ग़しϘタン
つくろいぬいの長さを
記Աした . ϚーΫ

ฦしぬいϘタン

ϛγϯのηット

˔かΜぬきࢭΊ

ᶃ	模様൪߸	����������������������������034（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ʬ注意ը面ʭ

ඞཁͳ௕͞まͰぬい
ɹɹϘλϯをԡしますɻ

つくろいぬいの長さを
記Աした . ϚーΫ ಄ग़しϘタン



82

w

e r

q
ϛγϯのηット

˔Ξイレット

˞ アイレット模様は、模様が׬੒するとほつれ止めの止 
 めぬいを行って自動的にミシンが停止します。（ミシ  
 ン停止時の針Ґஔઃ定が下Ґஔ停止になっていても針 
 は上のҐஔで停止します。）

ᶃ ぬい始めの上糸を押さえの下からԣに引きग़しておき
 ます。

ᶄ ぬい始めのҐஔに針をさし、押さえ上げをさげます。

ᶅ ミシンをスタートさせ、自動的に停止するまでぬいま
 す。

˞ ぬい目の内ଆは、ύンチ（市販品）などで݀を։けます。
 ύンチの݀の大きさは、直ܘ 0.25cm 以下のものを  
 ご使用ください。

【の整͑方ܗ】

布などによってアイレットの形がくずれる場合は、ぬい
目のあらさ調અダイヤルで調અします。

「S1」と「S3」で調અできます。（「S2」はΦート஋）

 ɾ ぬい目にすきまがある場合は、ぬい目のあらさ調  
  અダイヤルを左にまわして「S1」にします。

 ・ ぬい目が重なる場合は、ぬい目のあらさ調અダイ  
  ヤルをӈにまわして「S3」にします。

ᶃ	模様൪߸	����������������������������035（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 4

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����3

ぬい始め

アイレット

ʬすきまがある場合ʭ ʬ重なる場合ʭ

ぬい目のあらさ
調અダイヤル

「S1」にする 「S3」にする

形の調અ஋
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ϛγϯのηット

˔ΞッϓϦέ

ᶃ	模様൪߸	����������������������������7（Ϟード 1）

   036 〜 052（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ、または

  F2：Ϋラフト F 押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2

アップリέ布をのり付けするか、しつけで止めます。
模様の針Ґஔがӈのときに、アップリέ布のԑの外ଆに
ささるようにぬいます。

Χーブのところや方向స換するところでは、アップリέ
布の外ଆに針がささったҐஔでミシンを停止し、針をさ
したまま押さえをあげて方向をかえるときれいに仕上が
ります。

模様　　　　のようにのぬい目のイラストのӈに書かれ

ている「.」「R」は、ぬい目の幅をかえたときの基準Ґ

ஔです。

模様　　の「.」は、ぬい目の幅をかえたときに、中針

Ґஔを基準（固定）に左ӈに幅が変化します。

模様　　の「R」は、ぬい目の幅をかえたときに、ӈ針

Ґஔを基準（固定）に左に幅が変化します。

模様　　は、記号は付いていませんが、ぬい目の幅をか

えたときに、左針Ґஔを基準（固定）にӈに幅が変化し

ます。

˞ ぬい目の幅とあらさのかえ方は、59 〜 60 ページを 
 ごらんください。
˞ 模様 048ɼ049 はぬい目の幅は変化せず、針Ґஔが 
 変化します。
 （模様 048 はぬい目の幅 3.5、模様 049 はぬい目の 
 幅 2.0 です。）

中針Ґஔを基準（.） 左針Ґஔを基準（L）

ӈ針Ґஔを基準（R）

（模様 051）（模様 036）

（模様 039）
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ϛγϯのηット

˔ϑϦϯδ

ᶃ	模様൪߸	����������������������������036（Ϟード 2）

   038 〜 040（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

  F2：Ϋラフト F 押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2

ᶃ ドロンϫーΫする部分の྆わきの৫り糸を 1 〜 2 本  
 抜きとります。

ᶃ フリンジのたばになる部分の৫り糸を 1 〜 2 本抜き  
 取ります。

ᶄ ৫り糸を抜いた上をぬいます。

ᶅ フリンジにする部分の৫り糸を全部抜き、ふさを作り
 ます。

˞ 模様　　　　のぬい目のイラストのӈに書かれている 

 「.」、「R」は、ぬい目の幅をかえたときの基準Ґஔです。

 83 ページをごらんください。

ϛγϯのηット

˔ドϩϯϫーク

q

w

e

q

ᶃ	模様൪߸	�������������������������������（Ϟード 2）

   038 〜 040（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

  F2：Ϋラフト F 押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2
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ᶄ ৫り糸を抜いた左ଆをぬいます。

ᶅ ൓సϘタンを押して、模様を左ӈ൓సにし、ӈଆをぬ 
 います。

ᶆ ドロンϫーΫする部分の৫り糸を全部抜きとります。

上糸と下糸を押さえの下から向こうଆに໿ 10cm ほど
引きग़しておきます。
˞ 下糸を針板の上に引きग़す方法は、27 ページをごら  
 んください。

ᶃ 直線模様をબび、糸調子を「1」にし、ぬい目のあら  
 さ「3.00」〜「5.00」の直線を 1cm 間かくで਺本 
 平行にぬいます。

ᶄ 上糸と下糸を布の片ଆで݁び、൓ରଆから下糸を引い
 てͻだをよせ、上糸と下糸を݁びます。

ϛγϯのηット

˔スモッΩϯά

ᶅ 糸調子を「4」のҐஔにもどし、模様　　をબんで、

 直線ぬいと直線ぬいのあいだにぬいます。
 模様をぬったあと直線ぬいの糸を抜き取ります。

e

ᶃ	模様൪߸	����������������������������060（Ϟード 2）

   061 〜 065（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

  F2：Ϋラフト F 押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2 〜 3

1cm 間かく

直線ぬい

൓సϘタン

˞ 模様　　　　のぬい目のイラストのӈに書かれている 

 「.」、「R」は、ぬい目の幅をかえたときの基準Ґஔです。

 83 ページをごらんください。
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ᶃ 布୺と布୺の間かくを 0.5 〜 0.6cm あけて、下に  
 あてࢴをஔきます。

ᶄ 布の表から、間かくの中ԝを中৺にしてぬいます。

ᶅ あてࢴを取ります。

布の表から布୺を 1cm くらい࢒してぬいます。

糸を切らないように外ଆの布を切り落とします。

ᶃ	模様൪߸	�����������������064（Ϟード 2）

  065
100
101（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

  F2：Ϋラフト F 押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2 〜 3

ϛγϯのηット

˔ϑΝΰテΟϯά

ϛγϯのηット

˔スΧϥッϓ

0.5 〜 0.6cm

あてࢴ

ᶃ	模様൪߸	�����������������075（Ϟード 2）

 　　　　　　　 111
128
132（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

  A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2 〜 3
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ϛγϯのηット

˔ύッチϫークɾΩϧト

ᶃ	模様൪߸	�����������������������������（Ϟード 1）

 　　　　　　　 082
083
084（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������O：ύッチϫーΫ押さえ

  A%：上送り押さえ

  A：基本押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2 〜 3

★ύッチϫーク（1）ɾɾɾϐーγϯά

ύッチϫーΫ布（ϐース）を中表に合わせ、0.65cm（1/4
インチ）または 0.7cm のぬいしろでぬいます。

˞ ύッチϫーΫ押さえを利用し、模様　　でぬうと、  

 1/4 インチのぬいしろを正確にぬことができます。

 ύッチϫーΫ押さえを利用し、模様　　でぬうと、

 0.7cm のぬいしろを正確にぬうことができます。

਑൘֯౓目੝Γの࢖い方

ύッチϫーΫ布（ϐース）の֯度とಉじ֯度目੝りに布୺を
合わせると、しるしなしでぬいしろ 0.65cm（1/4 インチ）
のぬい始めのҐஔをܾめることができます。

【ྫ】レモϯスλー

ᶃ ύッチϫーΫ押さえをセットし、模様　　をબびます。
ᶄ ϐースのର֯線にંり目を付けます。
ᶅ ぬい始めは、布୺をύッチϫーΫ押さえのΨイドおよび 
 ֯度目੝り「45」度（点線）に合わせて布をஔきます。
˞ ύッチϫーΫ押さえを使わず基本押さえなどを使用する 

 場合は、模様　　（中針Ґஔの直線）をબび、布୺を針板 

 のΨイドライン 0.65cm（1/4 インチ）および֯度目੝ 

 り「45」度（実線）に合わせて布をஔきます。

ᶆ ぬいऴわりはର֯線までぬいます。

ର֯線

ぬい始めのҐஔ

0.65cm（1/4 インチ）

ぬいऴわりのҐஔ

0.65cm
（1/4 インチ）

ύッチϫーΫ押さえの
Ψイドに合わせる

Ψイド

֯度目੝り

֯度目੝り
（実線）

֯度目੝り「45」度
（点線）に合わせる

中表
1/4 インチ
または 0.7cm

地ぬい

針板手前ଆΨイドライン
0.65cm（1/4 インチ）
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ᶃ	模様൪߸	����������������������������1（Ϟード 1）

  001（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������A：基本押さえ

  ...........................................A%：上送り押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ�����3

ᶇ ΩϧテΟϯάΨイド

w

e r

q

ぬいしろをׂり、布の表から地ぬいの線を中৺にしてぬ
います。
˞ 地ぬいは、布୺を針板の手前ଆΨイドライン 0.65cm
 （1/4）インチに合わせてぬいます。

針板手前ଆΨイドライン
0.65cm（1/4 インチ）

ϛγϯのηット

★ύッチϫーク（�）ɾɾɾ০Γぬい

q

w

w

e r

q

ϛγϯのηット

★ΩϧテΟϯάΨイドの࢖い方

地ぬい

ᶃ	模様൪߸	�����������������������������（Ϟード 1）

 　　　　　　　  100（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1〜 4

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ	����2 〜 3

ΩルςΟングΨイドを利用すると、前にぬったぬい目と
平行に等間かくでぬうことができます。
ᶃ 押さえホルダーのうしろの取り付け݀にΩルςΟン  
 グΨイドをࠩしࠐみます。（針ҐஔとΩルςΟング  
 ΨイドのΨイド部分までのڑ離がぬう間かくになり  
 ます。）
ᶄ ΩルςΟングΨイドのΨイド部分にぬい目を合わせ  
 ながらぬいます。

t

取り付け݀

ΩルςΟングΨイド

Ψイド部分
ΩルςΟングΨイド

取り付け݀

上送り押さえホルダー

্ૹΓԡ͑͞の৔߹のऔΓ෇͚方

ぬい目とぬい目の
間かく

表 表

地ぬいぬいしろ

ཪ

˞ 模様　　　　　　　　　　　　　 なども使えます。

（Ϟード 2）
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ϛγϯのηット

★ΩϧテΟϯά（1）ɾɾɾステッϓϦϯάステッチ

ϛγϯのηット

★ΩϧテΟϯά（�）ɾɾɾͱ͡ぬい

ᶃ	模様൪߸	����������������������������093（Ϟード 2）

  094、095（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

  ...........................................F2：Ϋラフト F 押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ�����2 〜 3

ᶃ	模様൪߸	����������������������������098（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ�����2 〜 3

表布と布ཪのあいだに໖を入れ、表に模様をうめていき
ます。

ްみのあるΩルト໖をとじるときに使用します。

ᶃ 模様を 1 つだけぬうために、模様　　をબんで、記  
 ԱϘタンを押します。

ᶄ 止めぬい模様　　をબびます。

ᶅ ミシンをスタートさせると、模様を 1 つだけぬった  
 あと、ほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミシ  
 ンが停止します。
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ϛγϯのηット

★ΩϧテΟϯά（�）ɾɾɾϑϦーΩϧテΟϯά1

ᶃ	模様൪߸	������ �直線針板（SS 針板）

ᶄ	ԡ͑͞	����������2#-S：交換ࣜフリーΩルト押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������2 〜 6

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ�����2 〜 3

ᶇ	ૹΓࣃドϩッϓͭまみ	����さげるҐஔにします。

  （30 ページࢀর）

【2#�S� 【ϑϦーΩϧトԡ͑͞のऔΓ෇͚方ࣜ׵ަ
ᶃ 押さえホルダーを外し、押さえ๮に交換ࣜフリーΩ  
 ルト押さえを取り付け、押さえホルダー止めͶじを  
 しっかりしめます。
˞ 押さえホルダーの外し方は、16 ページをごらんく  
 ださい。
ᶄ 布をセットし、押さえ上げをさげて、押さえ高さを  
 調અします。
 押さえの下面が布にܰく৮れる͙らいになるように、  
 調અͶじをまわして調અします。

˞ 模様は、直線針板を取り付けているときにબぶこと  
 ができます。

˞ 模様　　には 2#-S：交換ࣜフリーΩルト押さえ（ؙ 

 ݀）、（前あき）を使用してください。

˞ 模様　　には 2#-S：交換ࣜフリーΩルト押さえ（ಁ 

 明थࢷ）を使用してください。

【ԡ͑͞のऔΓ෇͚方】
ᶃ 針と押さえ上げをあげます。
ᶄ 止めͶじをΏるめ、押さえを外します。
e 使用する押さえを取り付け、止めͶじをしめます。

押さえ๮押さえホルダー
止めͶじ

交換ࣜフリーΩルト押さえ

調અͶじ

押さえの下面

布

止めͶじ
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【ぬい方】
図Ҋにそって྆手で布をҊ内しながらΩルςΟングしま
す。

ᶃ 布をセットし、上糸の୺を針から離れたところで持  
 ちます。（上糸は押さえの݀に入れないでください。）

ᶄ 上下停針Ϙタンを 2 ճ押して 1 針ぬいます。

ᶅ 上糸を引いて、下糸を引きग़します。
˞ 下糸を布のཪଆでぬいࠐまないために、布の上に下  
 糸を引きग़します。

˞ 布を動かす量は、1 針あたり 0.3cm 以下を目安に
 行ってください。
˞ 交換ࣜフリーΩルト押さえ（前あき）を使用すると
 きは、布を手前に強く引っ張らないでください。
 針ંれ、けが、故障の原Ҽになります。

ɾ� 交換ࣜフリーΩルト押さえ（ؙ݀）、（前あき）
 フリーΩルトの基本的な押さえです。
 前あきの押さえは、手元が見えやすいのでࡉかな 
 作業にదしています。
ɾ 交換ࣜフリーΩルト押さえ（ಁ明थࢷ）
 ಁ明で手元が見やすく、安定して布を押さえるの 
 で、ஈ部のある作品にもదしています。
 また、Ψイド線があるので先にぬったラインにΨ 
 イド線を合わせて、次のラインをۉ等にぬうこと 
 ができます。

交換ࣜフリーΩルト押さえ
（ؙ݀）

交換ࣜフリーΩルト押さえ
（前あき）

交換ࣜフリーΩルト押さえ
（ಁ明थࢷ）

ʬ注意ը面ʭ

˞ 送りࣃをさげた状態でミシンをスタートさせようと  
 すると「送りࣃをあげてください」の意ຯの注意  
 ը面が表示され、ミシンはスタートできません。
 もう一度スタートするとぬうことができます。

ᶆ 上糸を押さえの݀から下に通し、引きग़した下糸と  
 そろえて布の上のぬいࠐまないҐஔに手で押さえま  
 す。

ᶇ ミシンをスタートさせてぬい始めます。
 図Ҋにそって、྆手で布をҊ内しながらΩルςΟン  
 グします。

q w e

r t

上糸

下糸

押さえの݀

上糸

下糸

交換ࣜフリーΩルト押さえ（ಁ明थࢷ）は、
Ψイド線に合わせてぬうと、等間ִにぬえます。

Ψイド線

໿ 6.5mm

໿ 10mm
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ϛγϯのηット

★ΩϧテΟϯά（�）ɾɾɾϑϦーΩϧテΟϯά�

ᶃ	模様൪߸	������006（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	����������P%-H：フリーΩルト押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������3 〜 7

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ�����1

ᶇ	ૹΓࣃドϩッϓͭまみ	����さげるҐஔにします。

  （30 ページࢀর）

ʬ注意ը面ʭ

˞ 送りࣃをさげた状態でミシンをスタートさせようと  
 すると「送りࣃをあげてください」の意ຯの注意ը  
 面が表示され、ミシンはスタートできません。
 もう一度スタートするとぬうことができます。

˞ 模様はその他　　　　　（Ϟード 1）、

 （Ϟード 2）が使えます。

˞ P%-H：フリーΩルト押さえ取り付け方は、18 ペー  
 ジをごらんください。
˞ ぬい方は、2#-S：交換ࣜフリーΩルト押さえとಉじ 
 です。91 ページをごらんください。
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【模様の௕͞の調અ】（模様ɹɹのྫ）
ᶃ 模様をબびます。

ᶄ 模様長さ調અϘタンを押して、ぬいたいഒ཰をબび  
 ます。Ϙタンを押すごとに、模様の長さ表示が
 「× 2」（2 ഒ）、「× 3」（3 ഒ）、「× 4」（4 ഒ）、
 「× 5」（5 ഒ）とかわり、「× 1」（1 ഒ）にもどります。

˞ ぬい目の幅、ぬい目のあらさをかえると模様はさら  
 に変化します。

ᶅ ミシンをスタートさせてぬいます。

˞ ぬい్中で止めぬいϘタンを押すと、その模様を׬੒ 
 させたあと、ほつれ止めの止めぬいを行って、自動的 
 にミシンが停止します。
˞ ぬい్中でฦしぬいϘタンを押すと、その模様の్中 
 でほつれ止めの止めぬいを行って、自動的にミシンが 
 停止します。

ϛγϯのηット

˔ີண模様ぬい

模様　　　　　　　　　　　　　は、ぬい目のࡉかい০

り模様です。

ぬい目のあらさ調અダイヤルであらさをখさくすると、

ぬい目がつまって布を送らなくなることがありますので、

必ずࢼしぬいをして確ೝをしてください。

˞ 布がॖΉ場合は、ཪにਊ地をషってください。

模様　　　　　　　　　　　　　は、他の模様と異なり、

ぬい目のあらさをかえずに、模様の長さを 2 〜 5 ഒにか
えることができます。

ᶃ	模様൪߸	����������������������������125（Ϟード 2）

ᶄ	ԡ͑͞	��������������������������������F：サςン押さえ

ᶅ	ࢳ調ࢠダイϠϧ	����������������1 〜 4

ᶆ	ԡ͑͞ѹ調અダイϠϧ�����3

★模様の௕͞調અػೳ（Τϩϯήーγϣϯ）

模様長さ調અϘタン

模様の長さ表示

ʮY1ʯ
（1ഒ）

ʮY�ʯ
（�ഒ）

ʮY�ʯ
（�ഒ）

ʮY�ʯ
（�ഒ）

ʮY�ʯ
（�ഒ）
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付属の 2 本針を使用して 2 本針ぬいを行うと、きれい
な০りぬいができます。

2 本針ぬいができる模様は左図の模様です。

˞ 2 本針は、付属の 2 本針をご使用ください。
 2 本針の交換方法は、針の取りかえ方 19 ページを 
 ごらんください。
˞ ぬいऴわりの上糸と下糸はミシンの面板に付いてい 
 る糸切りで切ってください。
 （糸切りϘタンを使用しないでください。）
 面板の糸切りの使い方は、43 ページをごらんくだ 
 さい。

˞ 2 本針ぬいは、ࢼしぬいをして確ೝしてください。

【のか͚方ࢳ্】

˞ 2 本針ぬいを行うときは、2 本の糸ཱて๮を使います。

˞ 糸は、60 番および 60 番よりࡉい糸を使用してくだ 
 さい。

2 つの糸こまから引きग़した 2 本の糸は、్中でよじれ
ないように左の糸はᶃᶅ〜ᶋの手ॱでかけ、ӈ糸はᶃ〜
ᶉᶋの手ॱで正しくかけてください。

ᶃ〜ᶈ
 糸のかけ方は、針が 1 本のときの通常の上糸かけの  
 手ॱᶃ〜ᶈとಉじです。24 〜 25 ページをごらんく 
 ださい。

ᶉ 左の糸はアーム糸Ҋ内にӈからかけます。
 ӈの糸はアーム糸Ҋ内の݀に通します。

ᶊ 左の糸は針๮糸かけにӈからかけます。
 ӈの糸は針๮糸かけにはかけません。

ᶋ 2 本針に左ӈに分けて糸を通します。

˞ 2 本針は糸通しが使えません。針݀に糸を通すときは、
 手で針の手前から向こうଆに通してください。

˔�ຊ਑ぬい

qwer

t

y

uアーム糸Ҋ内の݀

i

o

アーム糸Ҋ内

針๮糸かけ

2 本針
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【ぬい方】

ᶃ 模様をબび、2 本針Ϙタンを押します。
 ը面に 2 本針表示が点౮し、2 本針ぬいઃ定状態に  
 なります。
˞ ぬい目の幅が最大 3.0mm に制ݶされます。（直線状  
 模様の場合は、針Ґஔが 3.0 〜 6.0 のൣғに制ݶさ  
 れます。）
 2 本針ぬいを行うときは、安全のために、必ず 2 本  
 針Ϙタンを押して 2 本針ぬいઃ定状態にしてください。
ᶄ ぬう模様にదした押さえに交換します。
˞ 2 本針ぬいに使用する押さえは、A：基本押さえ、ま  
 たは F：サςン押さえです。
ᶅ 上糸を、A：基本押さえを使用している場合は押さえ  
 の下から向こうଆに、F：サςン押さえを使用してい  
 る場合は押さえの下からԣに引きग़し、押さえ上げを 
 さげてぬい始めます。
˞ ぬい方向をかえるときは、針をあげてから布の方向を
 かえてください。
ᶆ 2 本針ぬいがऴ了したら通常の針に交換します。
˞ 2 本針を取り付けた状態で通常のぬいを行うと、針が
 押さえや針板にあたる場合があります。
˞ 2 本針ぬいઃ定状態は、2 ճ 2 本針Ϙタンを押すか、 
 電源スイッチを一度切り、࠶度電源スイッチを入れる 
 と解除されます。

�ຊ਑ぬいの஫ҙࣄ項

ɾ 2 本針ぬいができない模様がબばれているときは、2 本針Ϙタ 
 ンを押しても 2 本針ぬいઃ定状態になりません。このとき、ブ 
 βー 音（禁止音）が໐り、2 本針禁止の表示が਺ඵ間表示します。

ɾ 2 本針ぬいઃ定状態になっているときに別の模様をબ΅うとす 
 ると、2 本針ぬいができない模様は、模様番号の上の模様のイ 
 ラストが 2 本針禁止の表示にかわっていて、模様をબぶことが 
 できないようになっています。（બ΅うとしてもブβー音（禁止 
 音）が໐りબぶことができません。）

ɾ 2 本針ぬいઃ定状態のときは、記Աぬいはできません。

ɾ ぬいऴわりの上糸と下糸はミシンの面板に付いている糸切りで 
 切ってください。（糸切りϘタンを使用しないでください。）
 面板の糸切りの使い方は、43 ページをごらんください。

ɾ 2 本針ぬいઃ定を解除したとき、針交換確ೝの注意ը面が表示 
 されます。針を確ೝの後、2 本針Ϙタンを押してください。

2 本針Ϙタン

ぬい目の幅の஋

2 本針表示

ʬ2 本針禁止表示ʭ

ʬ2 本針
 禁止表示ʭ

ʬ針交換確ೝの注意ը面ʭ
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˔૊み߹Θͤ記憶

記ԱϘタンを使うと異なる模様（จࣈをؚΉ）を૊み合わせて一度でぬうことができます。

˞ 模様（จࣈをؚΉ）は合計 50 。まで記Աできますݸ

˞ 記Աぬいは、૊み合せ記Աした模様の内容の確ೝ、模様の௥Ճや࡟除、模様のぬい目の幅やあらさのઃ定஋の 
 変更などのฤूができます。ฤूは、模様を記Աしている్中やすべて記Աしたあと、およびぬったあとのい 
 つでもできます。「˕ฤू機能」（109 ページ）をごらんください。

˞ 模様を૊み合わせてぬうときは、必ずࢼしぬいをして糸調子を確ೝしてください。
 上糸と下糸のόランスがとれていない場合は糸調子ダイヤルで調અしてください。糸調子の調અ方法は、29  
 ページ）をごらんください。

【ྫ】	 模様1��ɺ1��ɼ1��（モード�）を		
	 ૊み߹ΘͤΔ

ᶃ 模様 190（Ϟード 2）をબびます。

ᶄ 記ԱϘタンを押します。

ᶅ 模様 188（Ϟード 2）をબびます。

ᶆ 記ԱϘタンを押します。

ᶇ 模様 184（Ϟード 2）をબびます。

r

t

y ᶈ 記ԱϘタンを押します。

記ԱϘタン

記ԱϘタン

記ԱϘタン
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ᶉ ミシンをスタートさせると、૊み合わせ記Աした模様
 をくりฦしぬいます。

˞ ぬっている模様にΧーιルがあります。
˞ ぬっている模様のぬい৘ใが表示されます。

˞ ぬい్中で止めぬいϘタンを押すと、その模様を׬੒ 
 させたあとほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミ 
 シンが停止します。
 止めぬいϘタンの使い方は、10 ページをごらんくだ  
 さい。
˞ ぬい్中でฦしぬいϘタンを押すと、その模様の్  
 中でほつれ止めの止めぬいを行って、自動的にミシ  

 ンが停止します。

 ฦしぬいϘタンの使い方は、9 ページをごらんくだ  
 さい。

˞ ぬい్中で止めた場合の模様の始めからぬうぬい方は 

 ಄ग़しϘタン「　　　　」の使い方（101 ページ）  

 をごらんください。

˞ 糸切り記Աઃ定を使うと、ぬいऴわったあと糸切りϘ 
 タンを押さなくても自動的に糸切りを行うことができ 
 ます。ミシンのઃ定 38 ページをごらんください。

u

Χーιル

ぬい৘ใ

止めぬいϘタン



98

w

e

r

q

【ྫ】	 模様1��（モード�）を1͚ͭͩぬ͏

ᶃ 模様 127（Ϟード 2）をબびます。

ᶄ 記ԱϘタンを押します。

ᶅ 止めぬい模様 202（Ϟード 2）をબびます。

ᶆ 記ԱϘタンを押します。
 ミシンをスタートさせると、模様を 1 つだけぬった  
 あと、ほつれ止めの止めぬいを行って自動的にミシン 
 が停止します。

˞ 模様のぬい始めには止めぬいが入っています。

˞ ಉじ模様をෳ਺ぬったあとほつれ止めの止めぬいを行
 って自動的にミシンを停止する場合は、模様をબんだ
 あとぬいたい਺だけ記ԱϘタンを押し、そのあと止め 
 ぬい模様をબびます。

模様を 1 つだけまたはෳ਺૊み合わせて記Աし、そのあ
とに止めぬい模様 202（Ϟード 2）をબぶと、模様を
1 つだけまたは૊み合わせた模様の਺だけをぬったあと、
ほつれ止めの止めぬぬいを行って自動的にミシンを停止
することができます。

い方࢖Ίぬい模様のࢭ˔

記ԱϘタン

記ԱϘタン

止めぬい

止めぬい
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൓సϘタンを使うと、બんだ模様の形を左ӈまたは上下
൓సした形でぬうことができます。

通常のぬいおよび記Աぬいどちらでも使用できます。

˞ Ϙタンホール模様、จࣈおよびその他の模様の一部は
 ൓సできません。
 上下൓సできる模様は、ミシンのૣ見板の模様を࢛֯
 にృって表示しています。31 ページをごらんくださ  
 い。

【ӈ൓సɺ্Լ൓సの選び方ࠨ】

ᶃ 模様をબびます。（模様 184（Ϟード 2）のྫ）

ᶄ ൓సϘタンを一度押します。 
 ը面に左ӈ൓సϚーΫが表示され、左ӈ൓సした形で
 ぬうことができます。

ᶅ ൓సϘタンをもう一度押します。 
 ը面の左ӈ൓సϚーΫが上下൓సϚーΫにかわり、上
 下൓సした形でぬうことができます。

˞ 上下൓సできない模様の場合は、൓సϚーΫが消えて、 
 もとの通常の形にもどります。

ᶆ ൓సϘタンをもう一度押します。 
 ը面の上下൓సϚーΫが左ӈ上下൓సϚーΫにかわり、
 左ӈおよび上下൓సした形でぬうことができます。

ᶇ ൓సϘタンをもう一度押します。
 ൓సϚーΫが消え、もとの通常の形でぬうことができ
 ます。

˔൓సϘλϯの࢖い方

൓సϘタン

左ӈ൓సϚーΫ

൓సϘタン

上下൓సϚーΫ

左ӈ上下൓సϚーΫ

൓సϘタン

t

൓సϘタン

左ӈ൓సのぬい

上下൓సのぬい

左ӈ上下
൓సのぬい

通常のぬい
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【ྫ】模様1��（モード�）ͱ模様1��（モー	
	 ド �）	のࠨӈ൓స模様をަޓʹぬ͏
	 （記憶ぬいのྫ）

ᶃ  模様 128（Ϟード 2）をબびます。

ᶄ 記ԱϘタンを押します。 

ᶅ 模様 128（Ϟード 2）をબびます。

ᶆ ൓సϘタンを押して、左ӈ൓సϚーΫを表示させます。

ᶇ 記ԱϘタンを押します。

ᶈ ミシンをスタートさせると、൓స模様をؚΉ૊み合わ
 せ記Աした模様をくりฦし います。

e

൓సϘタン

記ԱϘタン

r

記ԱϘタン

t

y

左ӈ൓సϚーΫ
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【௨ৗぬいの৔߹】

ᶃ 模様 127（Ϟード 2）（1 つの模様を࿈ଓしてぬうྫ）

ᶄ ミシンを停止したҐஔ

ᶅ 模様಄ग़しϘタンを押します。

ᶆ ミシンをスタートさせると、模様の始めからぬいます。

模様಄ग़しϘタンを使うと、ぬいを్中で止めた場合、
模様の始めからぬうことができます。
ෳ਺の模様が૊み合わされている場合、どの模様の始め
からでもぬうことができます。

通常のぬいおよび記Աぬいどちらでも使用できます。

˞ ぬう前でも、૊み合せ記Աした模様の中のお޷みの模
 様からぬい始めることができます。

【૊み߹Θͤ記憶ぬいの৔߹】
ʤぬいか͚た模様の࠷初かΒぬ͏৔߹ʥ
ᶃ ૊み合わせ記Ա模様 128、129ɼ127（Ϟード 2）
 （3 （の模様を૊み合わせたྫݸ

ᶄ ミシンを停止したҐஔ（3 （目の్中ݸ

ᶅ 模様಄ग़しϘタンを 1 ճ押します。

ᶆ ミシンをスタートすると、్中で止めた模様の最ॳか 
 らぬいます。

ʤ૊み߹Θͤた模様の࠷初かΒぬ͏৔߹ʥ

ᶃ 模様಄ग़しϘタンを押すごとにΧーιルが移動し、1  
。目の模様の次は最後の模様にもどり、くりฦしますݸ 

˞ 模様಄ग़しϘタンを長押しすると、1 ճの動作で 1  
。目の模様に։始ϚーΫを合わせることができますݸ 

ᶄ ミシンをスタートさせると、Χーιルを合わせた模様 
 の始めからぬいます。

˔模様಄ग़しϘλϯの࢖い方

ミシンを停止したҐஔ

e 模様಄ग़しϘタン

r

3 目のݸ
模様の始め

e
r

ミシンを停止した
Ґஔ

模様の始め

模様಄ग़しϘタン

2 目のݸ
模様の始め

模様಄ग़し
Ϙタン

模様಄ग़し
Ϙタン

1 目のݸ
模様の始め

ʬミシン停止時ʗ模様಄ग़し
Ϙタンを 1 ճ押したときのը面ʭ

ʬ2 ճ押したときのը面ʭ

ʬ3 ճ押したときのը面ʭ

Χーιル
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つな͗模様　　のぬい

模様　　　　　　　　　　　（Ϟード 2）は、つな͗模様です。つな͗模様は、模様と模様の間かくを直線ぬいを

使ってあけるときに使います。

ぬい目のイラストのӈଆの਺「3」「2」「1」ࣈは、つな͗模様を 1 つ記Աしたときのぬい目の਺を示します。

・ 模様　　　　　　　　は、針Ґஔやぬい目のあらさのΦート஋（電源を入れたとき、ミシンに自動的にઃ定さ

れている஋）がઃ定されていて、そのΦート஋はぬい目の幅調અダイヤルとぬい目のあらさ調અダイヤルでかえ
ることができます。

・ 模様　　　　　は、針Ґஔやぬい目のあらさのΦート஋がઃ定されていないで、その஋はつな͗模様の 1 つ前

に記Աされている模様とಉじ஋になり、ぬい目の幅調અダイヤルとぬい目のあらさ調અダイヤルでかえることは
できません。（針Ґஔは、前の模様のぬいऴわりの針Ґஔになります。）

w

q

ᶄ 記ԱϘタンを押します。

【ྫ】	 模様���（モード�）の͋いͩʹ模様	 	
	 1��（モード�）を૊み߹Θͤてɺؒか		
	 ͘を͚͋Δ

ᶃ 模様 053（Ϟード 2）をબびます。

ᶅ つな͗模様 139（Ϟード 2）をબびます。

˔ͭͳ͗模様の࢖い方

ᶇ ミシンをスタートさせると、模様 053 の間かくがあ
 いた状態でくりฦしぬいます。

˞ 模様と模様のあいだに、中針Ґஔの直線のぬい目が 2
 つ入っています。

ᶆ 記ԱΩーを押します。

e

r

t
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ྫえば、模様　　のように、ぬい目のあらさがࡉかい

模様の次につな͗模様　　　　を使うと、つな͗模様

のぬい目のあらさは 1 つ前の模様のぬい目のあらさと

ಉじになるため、つな͗模様のぬい目のあらさもࡉか

くなって、次の模様とほとんど間かくがあきません。

ぬい目のあらさがࡉかい模様のあとにつな͗模様で間

かくをあけたい場合は、つな͗模様　　　　　　　　

を使用してください。

ぬい目の͋Β͕͞ࡉかい模様ʹͭͳ͗模様を͏࢖৔߹

模様　　のぬい

つな͗模様　　のぬい

˞ 直線のぬい目が 2 つ入っている  

  が、   模様　　のぬい目のあらさが 

  0.4mm とࡉかいため、ほとんど間 

  かくがあかない。

模様　　のぬい

˞ 直線のぬい目が 1 つしか入ってい 

  ないが、模様　　のΦート஋のぬい 

 目のあらさが 2.5mm あるため、間 

 かくがあく。

つな͗模様　　のぬい

˔スϖース模様の࢖い方
模様と模様の間かくをあける模様は、つな͗模様の他に
スペース模様 201（Ϟード 2）があります。
スペース模様を 1 つ記Աすると模様と模様の間かくを最
大໿ 5mm（Φート஋）あけることができます。

1 のスペース模様ݸ
（Φート஋）を入れたྫ

スペース模様 201
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˕จࣈ͵͍

˔จࣈ（ॻମ）のछྨ

ɾ จࣈは、通常の模様とಉじようにෳ਺のจࣈ（記号をؚΉ）および模様を૊み合わせてぬうことができます。
 จࣈのબび方は通常の模様と異なりますが、૊み合わせ記Աの方法は通常の模様とಉじです。

ɾ จࣈを 1 つだけまたはෳ਺のจࣈを૊み合わせてぬった場合、最後のจࣈをぬって自動的にミシンは停止しま 
 す。（ミシン停止時の針Ґஔઃ定が下Ґஔ停止になっていても針は上のҐஔで停止します。）
 ぬわれたจࣈのぬい始めとぬいऴわりには、ほつれ止めの止めぬいが入っています。

ɾ จࣈと模様を૊み合わせてぬった場合、૊み合わせ記Աした模様の最後がจࣈの場合は、最後のจࣈをぬって 
 自動的にミシンは停止します。
 ૊み合わせ記Աした模様の最後がจࣈ以外の模様の場合は、૊み合わせ記Աした模様をくりฦしぬいます。

˞ ぬい目の幅調અダイヤルをまわすごとに、จࣈ種類ア 
 イコンのΧーιルが移動し、その後書体に移動して  
 （1）ブロッΫ体、（2）スΫリプト体、（3）ブロッΫ体 
 （9mm 幅）、（4）かなจࣈ（ԣ書き）、（5）かなจࣈ 
 （ॎ書き）、の 5 種類の書体のจࣈグループをબぶこ  
 とができます。

˞ จࣈબ୒ը面のจࣈ種類アイコンはぬい目の幅調અダ 
 イヤルをまわすことにより、Χーιルが移動し、大จ 
 をࣈ等のจࣈ記号、Ϥーロッύจ、ࣈ਺、ࣈখจ、ࣈ 
 બぶことができます。（105 ページࢀর）
˞ ਺ࣈϘタン、໼ҹϘタンでもจࣈがબ୒できます。

˞ 9 ミリ幅Ϟϊグラムは、他の書体と異なり、ブロッΫ 
 体を大きなจࣈサイζ（9mm の高さ）でぬうことが 
 できます。（大จࣈ、਺ࣈ、記号のみ）
 ʜʤจࣈのサイζ（高さ）ʥཝ（108 ページ）ࢀর

ᶃ ϞードϘタンを押して、Ϟード 3 のը面を表示させ  
 ます。
 模様 001 のぬい実行ը面が表示されます。

ϞードϘタン
ᶄ 模様一ཡ表示Ϙタンを押して、模様一ཡ（จࣈબ୒ը 
  面）を表示させます。

模様一ཡ表示
Ϙタン

模様一ཡ（จࣈબ୒ը面）

จࣈ種類アイコン

（1） （2） （3） （4）（5） （6） （7） （8）

Χーιル

จࣈ種類アイコン
（ӳࣈの場合）
（1） アルフΝϕット大จࣈ
（2） アルフΝϕットখจࣈ
（3） ਺ࣈʗシンϘル
（4） シンϘル
（5） Ϥーロッύจࣈ（大จࣈ）
（6） Ϥーロッύจࣈ（大จࣈ）
（7） Ϥーロッύจࣈ（খจࣈ）
（8） Ϥーロッύจࣈ（খจࣈ）

ぬい目の幅調અ
ダイヤル



105

˔จࣈ（ॻମ）の選び方
จࣈ種類アイコンのΧーιルが移動し、その後書体に移
動して（1）ブロッΫ体、（2）スΫリプト体、（3）ブロ
ッΫ体（9mm 幅）、（4）かなจࣈ（ԣ書き）、（5）かな
จࣈ（ॎ書き）、の 5 種類の書体のจࣈグループをબぶ
ことができます。

（1）ブロッΫ体
（2）スΫリプト体
（3）ブロッΫ体（9mm 幅）
（4）かなจࣈ（ԣ書き）
（5）かなจࣈ（ॎ書き）

˞ 「˕ミシンのઃ定ʗʲը面のޠݴઃ定 （r41 ページ）  
 でロシアޠがઃ定された場合、下記の表示になります。

（1） （2） （3） （4） （5）

จࣈ種類アイコン
（1） ͻらがな大จࣈ（あ行〜な行）
（2） ͻらがな大จࣈ（は行〜わ行）
（3） ͻらがなখจࣈ
（4） ͻらがな大จࣈ（୙点、൒୙点、ϐリΦド、スペース）
（5） ΧタΧφ大จࣈ（ア行〜φ行）
（6） ΧタΧφ大จࣈ（ハ行〜ϫ行）
（7） ΧタΧφখจࣈ
（8） ΧタΧφ大จࣈ（୙点、൒୙点、ϐリΦド、スペース）
（9） ਺ࣈʗシンϘル
（10）シンϘル

˞ 日本ޠのจࣈ種類

จࣈ種類アイコン

（1）（2）（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）

จࣈ種類
アイコン

ぬい目の幅調અダイヤル
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˔จࣈの選び方

ᶃ ぬい目のあらさ調અダイヤルをまわし、Χーιルを移 
 動させて、จࣈをબびます。
 （ྫアルフΝϕット大จࣈ「P」


ᶄ 記ԱϘタンを押します。

q

w

ぬい目のあらさ調અ
ダイヤル

Χーιル

記ԱϘタン

˔จࣈぬいのྫ

จࣈぬいの஫ҙࣄ項

ɾ 必ずಉじ布地でࢼしぬいをしてください。
ɾ 押さえは、F：サςン押さえを使用してください。
ɾ 針は、付属のブルー針（ฑの部分が੨৭の針）を使用してください。
ɾ ৳びる布地、ബ手の布地などをぬう場合は、布のཪに市販品のਊ地をషるかまたはトレーシングペーύー 
 やബいࢴを布の下にෑいてぬってください。
ɾ จࣈや記号を૊み合わせた場合、ྡり合う模様によっては間かくがせまくなったり、޿くなることがあり 
 ます。気になる場合はスペース模様で調અしてください。（ʤスペース模様ʥ108 （রࢀ

q 【ྫ】ϒϩックମʮ3&#ʯをぬ͏
ᶃ ϞードϘタンを押して、Ϟード 3 のը面を表示させ  
 ます。
 模様 001 のぬい実行ը面が表示されます。

ϞードϘタン

【ྫ】	 ぬい目の͋Β͞調અダイϠϧͰ選Ϳ方๏
	 （1を選Ϳ）

【ྫ】	 ਺ࣈϘλϯͰ選Ϳ方๏（1を選Ϳ）

਺ࣈϘタンを 016 のॱ番に押して、จࣈをબびます。

਺ࣈϘタン

˞ ໼ҹϘタン　　　　　　を押して、จࣈをબぶことも 
 できます。Ϙタンを長押しすると表示が速く切りかわ 
 ります。
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ᶄ 模様一ཡ表示Ϙタンを押して、模様一ཡ（จࣈબ୒ը 
  面）を表示させ、ぬい目のあらさ調અダイヤルをまわ 
  して「R」をબびます。

模様一ཡ表示
Ϙタン

ᶅ 記ԱϘタンを押します。

ᶆ 記ԱϘタンを押し、「R」を記Աします。

記ԱϘタン

記ԱϘタン

ᶇ 模様一ཡ表示Ϙタンを押して、模様一ཡ（จࣈબ୒ը 
  面）を表示させます。
ᶈ ぬい目の幅調અダイヤルをまわし、จࣈ種類アイコン 
  の਺ࣈʗシンϘルをબびます。
ᶉ ぬい目のあらさ調અダイヤルをまわし、「＆」をબび  
  ます。

ᶊ 記ԱϘタンを押し、記Աします。

模様一ཡ表示
Ϙタン

記ԱϘタン

ᶋ ぬい目の幅調અダイヤルをまわし、จࣈ種類アイコン 
  のアルフΝϕット大จࣈをબびます。
ᶌ ぬい目のあらさ調અダイヤルをまわし、「#」をબび  
  ます。

記ԱϘタン

!1 !2
ᶍ 記ԱϘタンを押して、記Աします。
ᶎ ミシンをスタートさせると、「R&#」をぬったあと自  
  動的にミシンは停止します。
˞ 糸切り記ԱϘタン（38 ページࢀর）、模様಄ग़しϘ  
 タンの使い方（101 ページࢀর）および、つな͗  
 模様の使い方（102 ページࢀর）は、通常の模様  
 の場合とಉじです。
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A 2/3"

A a j yЩ 1 2

スϖース模様

จࣈબ୒ը面のӈ下にある「 　　　　」はスペース模
様です。จࣈとจࣈの間かくをあけてぬうときに使い
ます。

จࣈとจࣈのあいだに૊み合わせて記Աしてください。

「　」は໿ 2.5mm、「　 」は໿ 3.5mm、「　　」は
໿ 5mm の間かくがあきます。

˞ 上記間かくの長さは、ぬい目のあらさがΦート஋ 
 （電源を入れたとき、ミシンに自動的にઃ定され 
 ている஋）のときの஋です。ぬい目のあらさ調અダ 
 イヤルでઃ定஋を変更すると、間かくはかわります。

จࣈのαイζ（͞ߴ）

ը面のぬい目の幅の஋「9.0」は、いろいろなจࣈを
૊み合わせたときのจߏࣈ੒全体の高さ（࿮）の寸法
です。ݸ々のจࣈの高さは、9mm よりもখさくなり
ます。

˞ 9 ミリ幅Ϟϊグラム書体は、ブロッΫ体のจࣈを実
 際に 9mm の高さでぬうことができます。（大จࣈ、
 ਺ࣈ、記号のみ）

จࣈのॖখ

จࣈをબんでから、ぬい目の幅調અダイヤルをまわし
て、จࣈの高さを໿ 2/3 にॖখできます。

૊み合わせ記Աしたจࣈをॖখする場合は、ฤू機能
を利用して໼ҹϘタンでΧーιルをॖখしたいจࣈに
合わせる必要があります。
ฤू機能は、「˕ฤू機能」（113 ページ）をごらんく
ださい。

˞ 9 ミリ幅Ϟϊグラム書体は、จࣈのॖখはできません。

スペース模様

໿ 2.5mm

໿ 3.5mm

໿ 5mm

ぬい目の幅の஋

9mm

໼ҹϘタン

ぬい目の幅調અ
ダイヤル

ぬい目の幅の஋が
「6.0」になる
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ᶄ ໼ҹϘタン「　　」を押します。（ྫでは 4 ճ押す。）

˞ ը面ӈの「　　」ϚーΫは、模様番号      のうしろ  

 に模様が記Աされていることを示します。

˞ Χーιルに表示されている਺ࣈは、Χーιルが付いて
 いる模様が記Աされている模様のԿ番目かを示します。

˞ 模様の下に表示されているのは、Χーιルが付いてい 
 る模様のϞードと模様番号を示し、その他、ぬい目の 
 幅やあらさなどの৘ใです。

˞ ը面左の「　　」ϚーΫは、模様番号　　の前に別  
 の模様が記Աされていることを示します。

ᶃ 模様番号 125 〜 131 までをॱ番に 7  記Աした直ݸ
 後のը面。

໼ҹϘタンでΧーιルを左やӈへ移動させることで、ը
面に表示されていない記Աした模様を表示させ、内容を
確ೝすることができます。

˞ ໼ҹϘタン「　　」はΧーιルを左に移動させ、
 「　　」はΧーιルをӈに移動させることができます。

記Աぬいは、૊み合せ記Աした模様の内容の確ೝ、模様の௥Ճや࡟除、模様のぬい目の幅やあらさのઃ定஋の
変更などのฤूができます。
ฤूは、模様を記Աしている్中やすべて記Աしたあと、およびぬったあとのいつでもできます。

˞ ฤू機能はը面のΧーιルが点໓しているときにできます。ぬったあとはΧーιルが点౮状態になっています
 ので、一度໼ҹϘタンの「　　」または「　　」のどちらかを押して、Χーιルを点໓状態にしてください。

q

w

˕ฤूػೳ

˔記憶಺༰の֬ೝ

【ྫ】	 模様ɹɹʙɹɹ（ݸ�）を記憶したͱきの

	 す΂ての模様を画面্Ͱ֬ೝすΔ

ϚーΫ

ϚーΫ

໼ҹϘタン

Χーιル

記Աされている
模様の記Աॱং

Χーιルが付いている
模様の৘ใ
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˔記憶಺༰のमਖ਼（模様の࡟আͱૠೖ）

【ྫ】	 記憶͞ΕていΔ模様ɹɹͱɹɹ	 	 	
	 かΒ模様ɹɹ	を࡟আすΔ

ᶃ 模様番号 127 と模様番号 128 記Աした直後のը面。

ᶄ 取り消しϘタンを押します。
 模様番号 128 が࡟除されます。
˞ Χーιルの前の模様が࡟除されます。

˞ 取り消しΩーをブβーが「ϐッ」と໐るまで長押し  
 すると、記Աしたすべての模様を一度に࡟除できます。

໼ҹϘタンでΧーιルを合わせた模様のところで取り消
しを押すと、その模様を࡟除することができます。Χー
ιルを合わせた模様のところで৽しくબんだ模様を記Ա
すると、その模様の前に৽しい模様をૠ入することがで
きます。

Χーιル

取り消しϘタン

【ྫ】	 記憶͞ΕていΔ模様ɹɹɹɹ		かΒ	 	
	 模様ɹɹを࡟আすΔ

ᶃ 模様番号 190、模様番号 188、と模様番号 184 を 
 記Աした直後のը面。

w ໼ҹϘタンを押して、Χーιルを࡟除する模様 188  
 に合わせます。

e 取り消しϘタンを押します。
 模様番号 188 が࡟除されます。
˞ 取り消しΩーをブβーが「ϐッ」と໐るまで長押し  
 すると、記Աしたすべての模様を一度に࡟除できます。

e

w

Χーιル

໼ҹϘタン

取り消しϘタン

【আ1࡟】

【�আ࡟】
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【ྫ】	 記憶͞ΕていΔ模様ɹɹͱɹɹ	 	 	
	 の͋いͩʹ模様ɹɹをૠೖすΔ

ᶃ 模様番号 190 と模様番号 188 記Աした直後のը面。

ᶄ ໼ҹϘタンで、模様     にΧーιルを合わせます。

˞ ૠ入はΧーιルがある模様の前にૠ入されます。

ᶅ 模様 184 をબびます。
 

ᶆ 記ԱϘタンを押します。
 模様 188 の前に模様がૠ入されます。

【模様のૠೖ】

Χーιル

໼ҹϘタン

記ԱϘタン

ૠ入された模様

【模様のίϐー】

【ྫ】	 記憶͞ΕていΔ模様ɹɹͱɹɹ	 	 	
	 の͋いͩʹ模様ɹɹをίϐーすΔ

ᶃ 模様　　と模様　　記Աした直後のը面。

ᶄ ໼ҹϘタンで、コϐーする模様 188 にΧーιルを合 
 わせます。

ᶅ 記ԱϘタンを押します。
 模様 188 がコϐー（記Ա）されます。

Χーιルを合わせた模様のところで記ԱϘタンを押すと、
その模様の手前にಉじ模様をコϐーしてૠ入することが
できます。

໼ҹϘタン

記ԱϘタン

Χーιル

コϐーされた模様
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【ྫ】	 模様ɹɹͱɹɹ（ࠨӈ൓స）を૊み߹	 	
	 Θͤた全ମのぬい目の෯をҰׅして調અ		
	 すΔ

ᶃ 模様番号 151 と模様番号 151（左ӈ൓స）を記Ա  
 した直後のը面。

ᶄ Χーιルの上ଆに模様表示がない状態で、ぬい目の幅 
 調અダイヤル（またはぬい目のあらさ調અダイヤル）  
 をまわして౷一Ϛχϡアル஋「5.0」をઃ定します。

ᶅ ミシンをスタートさせると、記Աしたすべての模様を
 ઃ定したぬい目の幅（あらさ）でぬいます。

記Աされたෳ਺の模様全体を 1 つの模様として、ぬい目
の幅、ぬい目のあらさを一ׅ調અする方法です。
すべての模様が、ಉじ幅とあらさでぬわれます。
記Աした模様の外ଆ（ӈଆ）にΧーιルの表示があると
きに模様全体の౷一Ϛχϡアル஋のઃ定ができます。

˞ 模様の૊み合わせによっては、ぬい目の幅やあらさが 
 一ׅして調અできない場合もあります。

˔ぬい目の෯ͱ͋Β͞の調અ方๏

（1） 左針Ґஔ模様　　と中針Ґஔ模様　　の૊み合わせ 
 ...... 左針Ґஔ（左合わせ）に౷一されます。

（2） ӈ針Ґஔ模様　　（左ӈ൓స）と中針Ґஔ模様　　の 
 ૊み合わせ
 ...... ӈ針Ґஔ（ӈ合わせ）に౷一されます。

（3） 左針Ґஔ模様　　とӈ針Ґஔ模様　　（左ӈ൓స）の 
 ૊み合わせ
 ...... 中針Ґஔ（中合わせ）に౷一されます。

（4） 左針Ґஔ模様　　と中針Ґஔ模様　　とӈ針Ґஔ模様      

 （左ӈ൓స）の૊み合わせ

 ...... 中針Ґஔ（中合わせ）に౷一されます。

基準針Ґஔが異なる模様を૊み合わせ記Աし、ぬい目の幅をখさくして౷一Ϛχϡアル஋をઃ定した場合、
基準針Ґஔは下記のように౷一されます。

★౷ҰϚχϡΞϧ方ࣜ

ぬい目の幅 
調અダイヤル

Χーιル

ྫ：ぬい目の幅「9.0」を「5.0」
　　にઃ定

Φート஋
ぬい目の幅「9.0」

౷一Ϛχϡアル஋
ぬい目の幅「5.0」
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【ྫ】	 ಉ͡模様をݸ�記憶しɺ�൪目の模様の		
	 ぬい目の෯をมߋすΔ

ᶃ 模様 127（Ϟード 2）を 2 。記Աした直後のը面ݸ

ᶄ ໼ҹϘタンを押して、変更する模様（2 番目）に
 Χーιルを合わせます。

˞ 記Ա模様のॱ番は、Χーιルに表示されている਺ࣈ  
 で確ೝしてください。

ᶅ ぬい目の幅調અダイヤル（またはぬい目のあらさ調અ 
 ダイヤル）をまわして、2 番目の模様のぬい目の幅
 を「3.5」にセットします。

ᶆ ミシンをスタートさせると、ぬい目の幅が 1 番目の  
 模様は 9.0mm（Φート஋）、2 番目の模様は 3.5mm
 （ઃ定஋）の 2 つの模様を交ޓにぬいます。

 々の模様の下にΧーιルを合わせると、ઃ定したϚχݸ˞
 ϡアル஋がը面下に表示されます。
 （Φート஋の場合はʤ　ʥ付きで表示されます。
˞ 最後の模様の次のҐஔにΧーιルを移動させ、ぬい目 
 の幅調અダイヤル、またはぬい目のあらさ調અダイヤ 
 ルをまわすと、౷一Ϛχϡアル方ࣜになります。 
 

記Աされたݸ々の模様について、ぬい目の幅、ぬい目の
あらさを調અする方法です。
調અしたい模様の下にΧーιルの表示があるときに、そ
の模様のݸ別Ϛχϡアル஋のઃ定ができます。

ผϚχϡΞϧ方ࣜݸ★

Χーιル 記Ա模様のॱ番
（2 番目）

ྫ：ぬい目の幅「9.0」を「3.5」
　　にઃ定

w

e

r

໼ҹϘタン

ぬい目の幅
調અダイヤル
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模様を૊み合せ記Աしたりฤूした模様σータをミシンに保存し、いつでもݺびग़してぬうことができます。
合計 20 。の模様σータが保存できますݸ

ᶃ 保存したい模様を記Աします。（模様番号 128、模様 
 番号 129 と模様番号 127 の૊み合わせ記Աしたྫ）

ᶄ 保存 / びग़し・FS（Φート஋変更ݺ 
 Ϙタンを押して、 
 保存 / 。びग़しը面を表示させますݺ

˞ ը面には、01/20（1 番目）の保存σータの内容が  
 表示されています。（ߪ入時は、Կも保存されていない 
 ので保存σータが表示されません。）

e 保存したい場ॴ（ページ）を 01/20（1 ページ）、  
 05/20（2 ページ）、09/20（3 ページ）、13/20
 （4 ページ）17/20（5 ページ）の中からぬい目の  
 幅調અダイヤルをまわしてબびます。（ྫでは 05/20
 （2 ページ）をબ୒）

ᶆ ぬい目のあらさ調અダイヤルをまわして、保存したい 
 場ॴをબびます。（ྫでは 2 ページの 06/20 をબ୒）

ᶇ ਺ࣈϘタン「1」を押します。
 （ྫでは 2 ページの 06/20 に保存）

˞ すでに別のσータが保存されている場ॴに৽しいσー
 タを保存すると、৽しいσータに上書きされ、もとの
 σータは࡟除されます。

˞ ը面をもどす場合は、取り消しϘタン　　を押します。

˔模様σーλの保存

˕໛様のอଘɾݺͼग़͠ػೳ

ʬ保存 / びग़しը面ʭݺ

保 存 / ݺ び ग़ し・
FS Ϙタン

t

ぬい目のあらさ
調અダイヤル

ぬい目の幅
調અダイヤル

保存したい場ॴ
（05/20）

保存したい場ॴ
（06/20）

保存した場ॴ
（06/20）

਺ࣈϘタン

Χーιル
Χーιル
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ᶃ 保存 / びग़し・FS（Φート஋変更ݺ 
 Ϙタンを押し  
 て、保存 / 。びग़しը面を表示させますݺ

ᶄ ਺ࣈϘタン「0」を押します。

ᶅ ݺびग़したい場ॴをぬい目の幅調અダイヤルをまわす 
 か、またはぬい目のあらさ調અダイヤルまわして、ݺ 
 びग़したい模様をબびます。
 （ྫでは 2 番目の 06/20 をબ୒）

ᶆ ਺ࣈϘタン「2」を押します。

ᶇ ݺびग़した૊み合わせ模様のぬい実行ը面になります。

【模様σーλの࡟আ方๏】

ᶃ 模様σータをݺびग़した場ॴで、਺ࣈϘタン「3」を  
 押します。

ᶄ 「࡟除しますかʁ」と注意メッセージが表示されます  
 ので、記ԱϘタンを押します。

。除しない場合は、取り消しϘタン　　を押します࡟ ˞

˔模様σーλのݺびग़し

（06/20 をબ୒）

ぬい目の幅調અ
ダイヤル

ぬい目のあらさ調અ
ダイヤル

保存 / ・びग़しݺ
FS Ϙタン

t

਺ࣈϘタン

？আしますか࡟

q

w

਺ࣈϘタン

記ԱϘタン

਺ࣈϘタン

ぬい実行ը面

ʬ保存 / びग़しը面ʭݺ
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布の種類、ްさ、ぬいの速さなどによっては模様の形が
くずれて正しい形でぬえない場合があります。
実際にぬうときとಉじ৚݅でࢼしぬいをし、模様の形が
くずれている場合は送り調અͶじで調અします。

˞ 図のように指示線をਨ直にしたҐஔが、ඪ準的な৚݅
 での模様を正しくぬえる目安のҐஔです。

˞ 送り調અͶじのҐஔをかえた場合は、ぬいऴわったあ
 とඪ準Ґஔ（指示線がਨ直Ґஔ）にもどしてください。

【模様のܗの整͑方】

図 1 のように模様がつまっているときは、送り調અͶじ
を「ʴ」方向にまわします。

図 2 のように模様が৳びているときは、送り調અͶじを
「−」方向にまわします。

【χットϘλϯϗーϧɹɹのࠨӈのぬい目の͋
Β͞の整͑方】

図 1 のように左ଆがあらいときは、送り調અͶじを「ʴ」
方向にまわします。

図 2 のようにӈଆがあらいときは、送り調અͶじを「−」
方向にまわします。

【จࣈのܗの整͑方】

図 1 のようにจࣈがつまっているときは、送り調અͶじ
を「ʴ」方向にまわします。

図 2 のようにจࣈが৳びているときは、送り調અͶじを
「−」方向にまわします。

˕໛様のܗの੔͑ํ

指示線
ඪ準Ґஔ

送り調અͶじ

ʬ模様の場合：模様　　（Ϟード 1）のྫʭ

ʬχットϘタンホール場合：模様　　（Ϟード 2）のྫʭ

ʬจࣈの場合：模様「8」（Ϟード 3）のྫʭ

ਤ1 ਖ਼しいܗ ਤ�

ਤ1 ਖ਼しいܗ ਤ�

ਤ1 ਖ਼しいܗ ਤ�
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【಺͕まのऔΓ֎しͱ૟আ】

ᶃ 針と押さえを外します。

ᶄ 針板を外し、Ϙビンを取りग़します。

˞ 針板の外し方、付け方は、28 ページをごらんください。

ᶅ 内がまの手前を上に引きながら外します。

ᶆ 内がまを付属のミシンブラシで૟除し、やわらかい布
  でܰくふきます。

ᶇ 送りࣃ、糸切り部のごみをミシンブラシで手前に落と
 し、さらに外がまを૟除します。

ᶈ 外がまの中ԝ部をやわらかい布でܰくふきます。

˞ ミシンブラシで૟除しにくい乾いた糸くずやほこりは、
 ૟除機などでٵいとってください。

【಺͕まの૊み෇͚】

ᶃ 内がまを取り付けます。
 内がまの֯ࡾϚーΫとճస止めの֯ࡾϚーΫを合わせ、
 内がまのತ部がճస止めの左ଆにくるように取り付け
 ます。

ᶄ 針板を取り付けます。

ᶅ 押さえ、針を取り付けます。

ɾ お手入れのときは、必ず電源スイッチを切り、電源
 プラグをコンセントから抜いてください。
ɾ 説明されている場ॴ以外は、分解しないでください。

。電・火災・けがの原Ҽになりますײ

˕ϛγϯのおखೖΕ
˔かまͱૹΓࣃɺࢳ੾Γ෦の૟আ

内がま

内がま
ミシン
ブラシ

布

ミシンブラシ
送りࣃ

糸切り部

布

内がま

ತ部

ճస止め

ϚーΫ֯ࡾ
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ϝッηーδ画面 ରॲ方๏

フットコントローラーがյれているときに表示されるܯ告ը面です。
ɾお客様૬ஊࣨもしくは、お買い上げ店はお問い合わせください。

フットコントローラーを઀ଓした状態でスタートʗストップϘタンを押したときに਺
ඵ間表示されます。
ɾスタートʗストップϘタンを使用する場合は、フットコントローラーの઀ଓを外し
てください。

フットコントローラーが౿みࠐまれた状態で電源スイッチを入れると、౿みࠐまれて
いるあいだ表示されます。安全のためミシンは動きません。
ɾ�フットコントローラーの౿みࠐみを外してください。

電源スイッチを入れたときに針が下Ґஔになっていると、下Ґஔのあいだ表示されま
す。ϘタンやΩーの操作は受け付けません。
ɾ はずみ車を手で手前にまわして、針をあげてください。

押さえ上げをさげていない状態で、ミシンをスタートさせようとしたとき、またはฦ
しぬいϘタンまたは糸切りϘタンまたは上下停針Ϙタンを押したときに਺ඵ間表示さ
れます。安全のためにミシンは動きません。
ɾ 押さえ上げをさげて、操作を行ってください。

˞ 上下停針Ϙタンは、押さえ上げをී通にあげたҐஔでは操作できますが、さらに
　 あげたҐஔでは操作できません。

Ϙビン押さえを移動しないで糸רきϘタンを押すと、注意ը面が表示されます。
ɾ Ϙビン押さえをセット（左に移動）して、糸רきϘタンを押してください。

Ϙタンホール切りかえレόーをさげないでϘタンホールをগしぬうとミシンが停止し、
਺ඵ間表示されます。
ɾ Ϙタンホール切りかえレόーをさげて、࠶スタートさせてくださいɻ

˕͜Μͳͱ͖ʹ͸

禁止音やܯ告音とともに下記注意ը面が表示されたかまたは表示されている場合は、ରॲ方法にしたがって
ください。

˔஫ҙ画面͕දࣔ͞Εた৔߹
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2 本針ぬいができない模様がબばれているときに 2 本針Ϙタンを押すと਺ඵ間表示さ
れます。
ɾ 2 本針ぬいができる模様をબんでから 2 本針Ϙタンを押してください。

2 本針Ϙタンを押して、2 本針ぬいを解除したときに表示されます。
針を確ೝしてください。
ɾ 針を確ೝしたら 2 本針Ϙタンを押してください。

ドロップつまみで送りࣃをさげてぬう必要がある模様 012（しつけ）、032（Ϙタン
付け）をબんだとき、およびその模様を送りࣃをさげない状態のままぬおうとしたと
きに਺ඵ間表示されます。ミシンは動きません。
ɾドロップつまみで送りࣃをさげてください。

ドロップつまみで送りࣃがさがっている状態で、送りࣃをあげてぬう必要がある模様
をぬおうとしたときに਺ඵ間表示されます。ミシンは動きません。
ɾドロップつまみで送りࣃをあげてください。

針板が外れているときに表示されます。
˞針板が正確に取り付いていないと、表示は消えません。

安全૷ஔの作動によりミシンがٸۓ停止したときに਺ඵ間表示されます。
表示中はミシンは動きません。
ɾ 電源スイッチを切り、針板を外し、かまや送りࣃ、糸切り部に糸がからんでいない 
 か確ೝしてください。
ɾ 直らない場合は電源スイッチを切り、お買い上げの販売店へご࿈བྷください。

҆全のたΊఀࢭしましたɻ

˔ϒβーԻのछྨ

ϒβーԻ ಺ɹɹɹɹ༰

ϐッ 正しい操作をしたときの受け付け音です。

ϐッϐϐー Ϙタンホールなどのぬいがऴわったときのऴ了音です。
ϐϐϐッ 不正な操作をしたときの禁止音です。

˞ 正しい操作をしたときの受け付け音は໐らなくすることができます。ブβー音量のઃ定 38 ページをごらんく 
 ださい。

ϐー ミシン異常時のܯ告音です。
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1. 上糸のかけ方がまちがっていたり、糸が必要以外のところにからみついている。 24 〜 25 ページࢀর
2ɽ上糸調子が強す͗る。 29 ページࢀর
3ɽ針が曲がっていたり、針先がつぶれている。 19 ページࢀর
4ɽ針の付け方がまちがっている。 19 ページࢀর
5ɽ針にରして糸がଠす͗るか、ࡉす͗る。 19 ページࢀর
6ɽぬい始めに上糸を押さえで押さえていない。 42 ページࢀর
7ɽ糸がかまなどにからまっている。 117 ページࢀর
8ɽ糸こまに上糸が引っかかっている。 糸こま押さえを付ける

1ɽ下糸の通し方がまちがっている。 23 ページࢀর
2ɽ内がまの中にごみがたまっている。 117 ページࢀর
3ɽϘビンにきずがありճసがなめらかでない。 Ϙビンを交換する
4. 下糸のרき方がΏるい。 רく速度を速くする

1ɽ針の付け方がまちがっているか、針が曲がっている。 19 ページࢀর
2ɽ針止めͶじのしめつけがΏるんでいる。 19 ページࢀর
3ɽ布にରして針がࡉす͗る。 19 ページࢀর
4ɽぬいऴわったとき布を手前に引いている。 布を向こうଆにग़す
5ɽ模様に合った押さえを使用していない。 指定の押さえに交換する

1ɽ針の付け方がまちがっているか、針が曲がっている。 19 ページࢀর
2ɽ布にରして針と糸が合っていない。 19 ページࢀর
3ɽぬい目がとぶようなときに、付属のブルー針を使っていない。 19 ページࢀর
4ɽ上糸のかけ方がまちがっている。 24 〜 25 ページࢀর
5ɽ品質のѱい針を使用している。 針を交換する

1ɽ上糸調子が合っていない。 29 ページࢀর
2ɽ上糸、下糸のかけ方がまちがっていたり、糸が必要以外の部分にからみついて
 いる。 23 〜 25 ページࢀর
3ɽ布にରして針がଠす͗る。 19 ページࢀর
4ɽ布にରしてぬい目があらす͗る。 ぬい目をࡉかくする
5ɽ押さえ圧が合っていない。 16 ページࢀর

1ɽ押さえ圧が合っていない。 16 ページࢀর

1ɽ天びんの糸݀に糸が入っていない。 25 ページࢀর
2ɽ上糸のかけ方がまちがっている。 24 〜 25 ページࢀর
3ɽ送りࣃに糸くずがたまっている。 117 ページࢀর
4ɽぬい目がࡉかす͗る。 ぬい目をあらくする
5ɽ送りࣃがあがっていない。 30 ページࢀর

1ɽ上糸調子がऑす͗る。 29 ページࢀর
2ɽ糸にରして針がଠす͗るか、ࡉす͗る。 19 ページࢀর

1ɽ布にରしてぬい目のあらさが合っていない。 70 ページࢀর
2ɽ৳ॖੑのある布のとき、৳びないਊ地を使っていない。 66 ページࢀর
3ɽϘタンホール切りかえレόーがさがっていない。 68、69 ページࢀর

1ɽかまの部分に糸くずがרきこまれている。 117 ページࢀর
2ɽ送りࣃにごみがたまっている。 117 ページࢀর
3ɽ電源౤入時、制ޚϞータからわずかなڞ໐音がでる。 異常ではありません

1. 使用している糸がଠす͗る。 10 ページࢀর
2. 糸がからまっている。 117 ページࢀর

˔ϛγϯの調͕ࢠѱいͱきの௚し方

੾ΕΔ͕ࢳ্

Լ͕ࢳ੾ΕΔ

਑͕ંΕΔ

ぬい目͕ͱͿ

ぬい目͕しΘʹͳΔ

෍ૹΓ͕͏ま͘いかͳい

ぬい目ʹྠ͕ͰきΔ

Ϙλϯϗーϧ͕
͏ま͘ぬ͑ͳい

Ի͕ߴい

調͕ࢠѱい৔߹ ௚し方

੾ΓϘλϯͰࢳ
͏ま͕͘ࢳ੾Εͳい

ぬいͣΕ͕お͜Δ

ͦɹのɹݪɹҼ
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模様͕きΕいʹぬ͑ͳい

ϘϏϯʹ͏ま͘Լ͕ࢳ
ͳい͚ר

注意： 調整Ͷじのまわす 
 ൣғは 1 ճసまで 
 にしてください。
 部品が外れます。

↓ ↓
（調અͶじを
　ӈにまわす）

（調અͶじを
　左にまわす） 調整Ͷじ

（糸רき糸Ҋ内）

ぬい目ʹԼ͕ࢳͰΔ

ぬい࢝Ίの͕ࢳΒみ

͏すい෍ɺ৳ॖੑの෍の
৯いࠐみ

ൈ͚Δ͕ࢳ্

ϑットίϯトϩーϥーを
౿みࠐΜͰ΋ಈかͳい

௨し͕Ͱきͳいࢳ

調͕ࢠѱい৔߹ ௚し方

かまʹ͕ࢳかΒまΔ

ͦɹのɹݪɹҼ

ぬいऴΘΓʹԼ͕ࢳೋॏ
ʹग़て͘Δ

1. Ϙビンのセットがまちがっている。 23 ページࢀর
2ɽ糸こまのセットがまちがっている。 20、21 ページࢀর
3ɽ上糸のかけ方がまちがっている。 24 〜 25 ページࢀর
4ɽ上糸調子が強す͗る。 29 ページࢀর
5ɽジϟϊメのϘビンを使用していない。 20 ページࢀর

1ɽ上糸のかけ方がまちがっている。 24 〜 25 ページࢀর

1ɽ布にରして針と糸があっていない。 19 ページࢀর
2ɽ左針Ґஔでぬっていない。 左針Ґஔでぬう

1ɽ上糸の通し方がまちがっている。 24 〜 25 ページࢀর
2ɽぬい始めに布に針をさしていない。。 42 ページࢀর

1ɽ天びんが上にあがっていない。 ぬいऴわりに天びんを
  あげる

1ɽ上糸のかけ方がまちがっている。 24 〜 25 ページࢀর
2ɽかまにΩζがある。 かまを交換する
3ɽ内がまの入れ方がまちがっている。 117 ページࢀর

1ɽフットコントローラーを౿んだ状態で電源スイッチを入れた。 118 ページࢀর

1ɽ針と天びんが上にあがっていない。 26 ページࢀর

1ɽϘビンのセットがまちがっている。 23 ページࢀর 
 （Ϙビンの入れる方向ʗ下糸が内がまのばͶに入っていない。）

1. 糸のかけ方がまちがっている。 22 ページࢀর

2. Ϙビンの上　　　  または下　　　  にרきがภっている。 調整Ͷじをまわす
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෍ཪͰ͕ࢳかΒまΔ

調͕ࢠѱい৔߹ ௚し方ͦɹのɹݪɹҼ

ϛγϯ͕ಈかͳい

1ɽ電源のつな͗方がまちがっている。 7 ページࢀর
2ɽかまに糸やごみがたまっている。 117 ページࢀর
3ɽϘビンに糸がからまっている。 Ϙビンの糸を確ೝする
4ɽ押さえ上げがさがっていない。 14 ページࢀর
5. 上糸が外れ、Ϙビンにからまって（ΨチϟΨチϟ音がする）いる。 上糸かけを確ೝする
  ʦ天びんの糸外れ確ೝʧ

6. 上糸が天びんから外れ、他の部品にからまっている。 からまっている糸を取る

外૷部品の取り外しがありま
すので、ৄࡉはお買い上げ販
売店へご૬ஊください。

1ɽ上糸のかけ方がまちがっている。 24 〜 25 ページࢀর 

手ॱ 1. 電源スイッチを切る
手ॱ 2. 押さえ上げをあげ、  
 ハサミで布ཪの糸を切る
手ॱ 3. 針板を外す
 （28 ページࢀর）
手ॱ 4. Ϙビン、内がまを外し、 
 からまっている糸を取
 る（117 ページࢀর）
手ॱ 5. 内がま、Ϙビンをセッ
 トし、針板を取り付ける
 （117 ページࢀর）
手ॱ 6. 上糸をかけ直す
 （24 〜 25 ページࢀর）

ʦかΒまͬていΔࢳのऔΓ方ʧ

ʦかΒまͬていΔࢳのऔΓ方ʧ

˞ ੩かな部屋で使うと「΢Οーン」というখさな音がする場合があります。内部の制ޚϞータからൃੜしている 
 もので、ぬい作業上はとくに問୊はありません。
˞ 長時間使うと操作Ϙタンや操作ύωル付近の温度がগし高くなります。内部の制ޚ部のൃ೤によるもので、ぬ 
 い作業上はとくに問୊はありません。
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˕໛様Ұཡ
ʢϞʔυ�ʣ

ʢϞʔυ�ʣ

ʢ௚ઢ਑൘༻໛様ʣ

ʢϓϩϑΣογϣφϧ௚ઢ਑൘༻໛様ʣ

。にృられている　　模様は、上下൓సができる模様です࢛֯ ˞
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ʢϞʔυ�ʗจࣈʣ

ϒϩοΫମ

εΫϦϓτମ

ϒϩοΫମʢ�NNʣ
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ʢϞʔυ�ʗจࣈʣ

ͻΒ͕ͳʗΧλΧφʢԣॻ͖ʗॎॻ͖ʣ
（ԣ書き
  จࣈ番号）

（ॎ書き
  จࣈ番号）



—.&.0—



—.&.0—



—.&.0—



　 記号は、行ってはいけない「禁止」の内容です。
図の中には具体的な禁止内容を表示しています。（左図の場合は分解禁止）

　 記号は、気を付けていただきたい「注意」の内容です。　　
図の中には具体的な注意内容を表示しています。（左図の場合は一般的な注意）

以下のようなときは、電源スイッチを切り、電源プラ
グを抜いてください。
・ミシンのそばを離れるとき
・ミシンを使用したあと
・ミシン使用中に停電したとき

安全上のご注意
◆ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。
◆ここに示した注意事項は、ミシンを安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止するた
　めのものです。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。
◆お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに保管してください。
◆このミシンは、日本国内向け家庭用です。　FOR USE IN JAPAN ONLY.

ຊจதのਤ
記߸のҙຯ

    記号は、必ず実行していただく「強制」の内容です。
図の中には具体的な指示内容を表示しています。（左図の場合は一般的な強制）

一般家庭用、交流電源 100 Ｖでご使用ください。

ඞͣిݯ
ϓϥάを
ൈ͘

ඞ࣮ͣߦ

ࡂɾՐిײ
ɹɹɹのݪҼʹͳΓますɻ

֐ɾଛ֐ة
のఔ౓をද
Θすදࣔ

お客様自身での分解はしないでください。

ミシンの操作中は、針から目を離さないようにし、針・
はずみ車・天びんなどすべての動いている部分に手を
近づけないでください。

ぬい中に布を無理に引っ張ったり、押したりしないで
ください。

ࢭɹې

઀৮ࢭې

෼ղࢭې

͜のදࣔのཝ͸ʮࢮ๢また͸ॏ
ইͳͲをෛ͏Մೳੑ͕૝定͞Ε
Δʯ಺༰Ͱすɻ

͜のදࣔのཝ͸ʮই֐をෛ͏Մ
ೳੑまた͸෺తଛൃ͕֐ੜすΔ
Մೳੑ͕૝定͞ΕΔʯ಺༰Ͱすɻ

ɾ͚͕ࡂɾՐిײ
ɹɹɹのݪҼʹͳΓますɻ

ミシンのお手入れを行うときは、電源スイッチを切り、
電源プラグをコンセントから抜いてください。

お子様がご使用になるときや、お子様の近くでご使用
されるときは、特に安全に注意してください。

ミシンに以下の異常があるときは速やかに使用を停止
し、まず電源スイッチを切り、電源プラグを抜いて、
お買い上げの販売店にて点検・修理・調整をお受けく
ださい。
・正常に作動しないとき
・水にぬれたとき
・落下などにより破損したとき　
・異常な臭い・音がするとき
・電源コード・プラグ類が破損、劣化したとき

針および押さえは、確実に固定してください。
また、押さえは、ぬいに合ったものをご使用ください。

ඞ࣮ͣߦ

ɾ͚͕ࡂɾՐిײ
ɹɹɹのݪҼʹͳΓますɻ

஫ɹҙ

ඞͣిݯ
ϓϥάを
ൈ͘

ඞͣిݯ
ϓϥάを
ൈ͘

以下のことを行うときは、電源スイッチを切ってく
ださい。
・押さえ、アタッチメントを交換するとき
・上糸、下糸をセットするとき
・針、針板を交換するとき

ඞ࣮ͣߦ

曲がった針や、先のつぶれた針はご使用にならないで
ください。

プラグ受けに、糸くずやほこりがたまらないようにし
てください。

ඞ࣮ͣߦ

電源プラグを抜くときは、コードを引っ張らず電源プ
ラグを持って抜いてください。

	 ɹɹɹɹɹɹɹ様࢓

 使 用 電 圧 100 V　50 Hz/60 Hz

 消 費 電 力 55 W

 外 形 寸 法 幅 51.6 cm ×奥行 22.0 cm ×高さ 30.0 cm

 質　   　量 11.0 kg（本体）

 使   用   針 家庭用　HA X 1

  毎分 1200 針（直線模様）

  フットコントローラー使用時 毎分 1200 針（直線模様）

मཧαーϏスの͝Ҋ಺
● お買い上げの際、販売店でお渡しする保証書は内容をお確かめの上、大切に保管してください。
● 無料修理保証期間内およびそれ以降の修理につきましても、お買い上げの販売店が承りますのでお申し付け 
 ください。

मཧ༻෦඼の保༗期ؒ
● 当社は動力伝達部品、および縫製機能部品を原則として製造打ち切り後 8 年間を基準として保有し、必要 
 に応じて販売店に供給できる体制を整えています。

ແྉमཧ保ূ期ؒܦաޙのमཧαーϏス
● 取扱説明書にしたがって、正しいご使用とお手入れがなされていれば、無料修理保証期間を経過したあとで 
 も、修理用部品の保有期間内はお買い上げの販売店が有料で修理サービスをします。
 ただし、次のような場合は修理できないときがあります。
 1. 保存上の不備または誤使用により不調、故障または損傷したとき。
 2. 浸水、冠水、火災等、天災、地変により不調、故障または損傷したとき。
 3. お買い上げ後の移動または輸送によって不調、故障または損傷したとき。
 4. お買い上げ店または当社の指定した販売店以外で修理、分解、改造をしたために不調、故障または損傷 
  したとき。
 5. 職業用等過度なご使用により不調、故障または損傷したとき。
● 長期間にわたってご使用された場合の精度の劣化は、修理によっても元通りにならないことがあります。
● 有料修理サービスの場合の費用は必要部品代、交通費、およびお買い上げ店が別に定める技術料の合計にな 
 ります。

仕様および外観は改良のため予
告なく変更することがあります
のでご了承ください。

お客様の相談窓口
修理サービスについてのお問い合わせやご不審のある場合は下記にお申しつけください。

お問い合わせの際には、ミシン本体の正面、もしくは保証書にある商品名を控えてください。

  

ऄの目ϛγϯࣜגۀ޻ձࣾ
〒 193-0941 東京都八王子市狭間町 1463 番地

	 	 お٬様૬ஊࣨ　TEL. 0120-026-557（フリーダイヤル）
　042-661-2600

  受付   平日　9：00 〜 12：00　13：00 〜 17：00
（土・日・祝日・年末年始を除く）

メールでのお問い合わせは、ホームページ https://www.janome.co.jp
 ໰߹ͤϑΥーϜをご利用ください。

ඞ࣮ͣߦ

電源プラグは定期的に乾いた布でふき、ほこりなどを
取り除いてください。

ストーブ、アイロンの近くなど温度の高いところでは
使用しないでください。
ミシンの使用温度は 5℃〜 35℃です。ېɹࢭ

スプレー製品などを使用した部屋や、引火しやすい物
の近くでは使用しないでください。

ࢭɹې

ࢭɹې

ඞ࣮ͣߦ

このミシンを使用するときは、付属の専用電源コード
を使用してください。
付属の専用電源コードは、このミシン以外の電気製品
には使用しないでください。

ࢭɹې

ඞ࣮ͣߦ

ミシンを持ち運ぶときは、片手で手さげハンドルを持
ち、必ずもう一方の手をミシンにそえてください。

最高ぬい速度

ミシンの通風口はふさがないでください。

ࢭɹې

ࢭɹې

フットコントローラ−の上に物をのせないでください。

直線針板が取り付けられている場合、および取り付け
られている押さえの種類によっては、電源スイッチを
切った状態ではずみ車をまわすと、針が針板や押さえ
にあたる場合がありますのでご注意ください。஫ɹҙ



取扱説明書
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